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１
１
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１

近
年
、
通
勤
電
車
の
中
を
は
じ
め
世
の

中
は
漫
画
雑
誌
の
花
盛
り
で
あ
る
。
大
多

数
は
十
代
の
若
者
で
あ
る
が
、
中
年
族
か

ら
さ
ら
に
は
稀
で
は
あ
る
が
ゴ
マ
塩
頭
の

塾
年
組
も
読
み
耽
っ
て
い
る
。
長
引
く
不

況
、
上
す
べ
り
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
み
が
飛

び
交
い
、
先
行
き
の
見
え
な
い
閉
塞
感
、

す
さ
ん
だ
世
相
等
々
よ
り
の
逃
避
の
た
め
、

つ
い
つ
い
漫
画
に
向
か
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
最
近
の
宮
崎
監
督
に
よ
る
「
千

と
千
尋
」
の
受
賞
は
、
今
後
わ
が
国
の
海

外
向
け
ア
ニ
メ
制
作
に
新
し
い
転
機
を
も

た
ら
す
も
の
で
あ
り
喜
ば
し
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
た
だ
漫
画
雑
誌
を
手
放
さ
な
い

世
代
が
社
会
の
担
い
手
と
な
っ
た
時
、
日

本
の
国
語
、
日
本
人
の
思
考
が
如
何
な
る

影
響
を
受
け
る
の
か
は
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

国
語フ
フ
ブ

巻三・頭。。「■言一

リ
ブ
，

問
題
に
つ
い
て
目
を
海
外
に
転
じ

ｆ
３
十

畷ｌｌｌｌｌＩｌｌｌｌｌｌｌｌ！
語
に
収
数
す
る
こ
と
は
な
い
（
平
成
十
四

年
十
一
月
二
十
二
日
付
け
産
経
新
聞
）
と

さ
れ
て
い
る
。
各
国
と
も
自
国
語
を
国
家

の
発
展
に
不
可
欠
の
要
素
と
捉
え
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
近
年
、
国
語
力

る
と
、
宿
願
の
統
合
へ
の
道
を
歩
み
だ
し

た
Ｅ
Ｕ
で
も
、
十
五
の
加
盟
国
が
十
一
の

公
式
用
語
に
よ
り
意
思
疎
通
を
行
い
、
各

公
用
語
は
「
国
家
主
権
の
重
要
な
要
素
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
今
後
一
つ
の
公
式
用

ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｉ
ｉ
ｉ

国坦耀と人IＩＯＤＡ

▲

か
か
る
基
礎
教
育
に
は
校
舎
、
教
材
は

言
う
ま
で
も
な
く
自
国
の
言
語
教
育
に
専

従
す
る
優
秀
な
人
材
の
養
成
が
焦
眉
の
急

と
な
る
が
、
問
題
は
き
わ
め
て
長
期
を
要

す
る
こ
と
で
あ
る
。
経
済
効
率
の
み
を
追

求
す
る
近
頃
の
風
潮
で
は
あ
る
が
、
人
材

養
成
は
朝
令
暮
改
的
な
も
の
で
は
な
く
、

矢
張
り
教
育
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
百
年

人
を
樹
う
る
」
と
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

長
期
的
な
視
点
よ
り
忍
耐
強
く
進
め
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

一
九
九
○
年
の
「
万
人
の
た
め
の
教
育

世
界
会
議
」
以
来
、
政
府
開
発
援
助
の
一

環
と
し
て
、
国
語
教
育
を
根
底
と
す
る
最

低
限
の
読
み
、
書
き
、
計
算
の
基
礎
の
習

得
を
目
標
と
し
た
基
礎
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人

口
と
開
発
問
題
が
言
語
問
題
に
も
重
点
が

置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
語
な
く
し
て
国

，
灯
い
り
ん

家
振
興
の
経
輪
も
抱
負
も
壷
叩
り
え
な
い
こ

と
が
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

の
低
下
が
顕
著
な
わ
が
国
も
、
Ｅ
Ｕ
諸
国

の
断
固
た
る
決
意
に
な
ら
う
べ
き
で
あ
る
。

、
グ
ー
、
ゲ
、
Ｆ
、
グ
、
グ
ミ
グ
ミ
グ
田
Ｊ
ｆ
、
ゲ
、
グ
、
ゾ
、
げ
、
ｒ
、
グ
、
Ｐ
、
●
戸
、
ゲ
ー
、
〆
Ｎ
ｄ
●
、
ゾ
ー
、
〆
ｑ
ザ
■
ｊ
、
け

３
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AlDS特集／エイズの現状と対策

エ
イ
ズ
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
と
は
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
の
こ
と
で
あ
り
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
の
感
染
に
よ
り
引

き
起
こ
さ
れ
る
疾
病
で
あ
る
。
一
九
八
一
年

に
ア
メ
リ
カ
で
最
初
の
患
者
が
報
告
さ
れ
、

一
九
八
三
年
に
原
因
の
ウ
ィ
ル
ス
が
発
見
さ

れ
た
。
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
は
レ
ト
ロ
ウ
ィ
ル
ス

に
属
し
慢
性
進
行
性
の
経
過
を
た
ど
り
発
症

１
、
は
じ
め
に

●清水英佑(しみず,ひですけ）
<学歴>1967年、東京慈恵会医科大学医学

部卒業

〈現職>東京慈恵会医科大学環境保健医学

講座主任教授

〈職歴>71年米国ネブラスカ州立大学附属

がん研究所研究員。７８年東京慈恵

会医科大学講師、公衆衛生学教室

勤務。同大助教授を経て、８６年同

大教授。

この間、厚生省生活環境審議会委

員、労働省職業がん対策専門家会

議委員、環境庁中央環境審議会専

門委員など、多数の政府委員を歴

任。

<主な著轡〉「衛生学公衆衛生学｣88年医学

書院、「産業保健マニュアル｣01年

南山堂

Ｉ
多
く
は
感
染
後
六
～
八
週
間
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

体
が
陽
性
と
な
り
、
｜
過
性
急
性
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
様
の
症
状
（
発
熱
、
咽
頭
痛
、
下
痢

等
）
が
出
現
す
る
。
そ
の
後
、
症
状
を
自
覚

し
な
い
ま
ま
（
無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア
）
数
か

す
る
も
の
で
、
世
界
的
規
模
で
流
行
を
続
け

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

２
、
エ
イ
ズ
の
臨
床免
疫
を
司
る
リ

ン
パ
球
が
減
少

し
、
体
重
減
少

や
下
痢
、
リ
ン

ヤ
リ
ア
）
数
か

月
か
ら
十
年
近

く
経
過
し
、
こ

の
間
、
体
内
で

ウ
ィ
ル
ス
が
増

殖
し
、
同
時
に

床
一
〒
Ｌ
レ
ム
室

パ
節
腫
脹
を
生
じ
エ
イ
ズ
関
連
症
候
群
期
へ

と
進
む
。
こ
れ
ら
の
症
状
の
改
善
と
悪
化
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
つ
い
に
は
免
疫
不
全
状

態
が
進
み
、
最
終
的
に
は
、
カ
リ
ニ
肺
炎
、

カ
ン
ジ
ダ
症
、
難
治
性
へ
ル
ペ
ス
、
カ
ポ
ジ

肉
腫
な
ど
の
日
和
見
感
染
や
悪
性
腫
瘍
を
合

併
す
る
と
エ
イ
ズ
と
診
断
さ
れ
る
。
感
染
後

五
年
以
内
に
二
○
～
五
○
％
が
エ
イ
ズ
関
連

症
候
群
と
な
る
。

治
療
に
関
し
て
は
、
多
く
の
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬

が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
七
年
よ
り
エ

イ
ズ
発
症
の
予
防
効
果
の
高
い
治
療
薬
に
よ

る
多
剤
併
用
療
法
が
導
入
さ
れ
生
存
率
が
飛

躍
的
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
感
染

か
ら
エ
イ
ズ
へ
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
確
実
に
完
治
さ
せ
る

薬
剤
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
発
症
を

押
さ
え
る
た
め
の
薬
が
効
か
な
い
エ
イ
ズ
ウ
ィ

ル
ス
（
薬
剤
耐
性
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
が
出
現
し
始
め

－

，
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４
、
曰
本
の
現
状

我
が
国
の
エ
イ
ズ
患
者
は
当
初
、
非
加
熱

凝
固
因
子
製
剤
に
よ
り
、
不
幸
に
し
て
多
く

の
血
友
病
患
者
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
い

う
事
態
が
生
じ
た
が
、
現
在
一
千
四
百
三
十

一
人
が
登
録
さ
れ
、
国
と
の
和
解
も
成
立
し

最
初
の
患
者
は
ア
メ
リ
カ
で
同
性
愛
者
を

中
心
に
広
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
調
査
が
進
み
、

三
つ
の
感
染
経
路
に
よ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

す
な
わ
ち
、
①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
の
性
行
為

（
精
液
や
膣
分
泌
物
）
、
②
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
汚
染
さ

れ
た
血
液
・
血
液
製
剤
の
注
射
（
輸
血
、
凝

固
因
子
製
剤
輸
注
、
注
射
の
回
し
打
ち
）
、
③

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
妊
娠
・
出
産
に
よ
る
新
生

児
感
染
で
あ
る
。
こ
の
内
最
も
多
い
の
は
性

的
接
触
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

て
い
る
。
欧
米
で
は
新
規
感
染
者
の
一
～
二

割
が
耐
性
ウ
ィ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

が
、
日
本
国
内
で
も
広
が
り
は
じ
め
、
問
題

化
し
て
い
る
。

３
、
感
染
経
路

て
い
る
。

一
方
、
国
民
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ

患
者
は
年
々
確
実
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
図
１
は
、
平
成
二
年
よ
り
十
三
年

ま
で
の
新
規
エ
イ
ズ
患
者
お
よ
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
の
推
移
で
あ
る
が
、
着
実
に
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
図
２
に
患
者
・
感
染
者
の
累

計
の
推
移
を
示
し
た
が
、
右
上
が
り
の
増
加

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
図
３
か
ら
新
規

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
を
見
る
と
、
男
性
同
性
間
の

性
的
接
触
で
感
染
し
た
者
が
急
速
に
増
え
て

い
る
が
、
異
性
間
の
性
的
接
触
に
よ
る
感
染

者
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。

エ
イ
ズ
患
者
の
動
向
は
、
平
成
五
年
頃
よ

り
増
加
し
、
最
近
は
横
這
い
状
態
な
が
ら
百

四
十
～
百
五
十
人
位
が
発
症
し
て
い
る
。
し

か
し
、
同
時
に
男
性
同
性
間
の
性
的
接
触
に

よ
る
新
規
エ
イ
ズ
患
者
も
少
な
い
な
が
ら
増

加
し
て
い
る
。
日
本
国
内
の
外
国
人
新
規
エ

イ
ズ
患
者
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
動
向
も
日
本

人
同
様
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

表
１
に
最
近
の
、
我
が
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
・
エ
イ
ズ
患
者
累
計
を
示
し
た
（
平
成
十

五
年
三
月
三
十
日
現
在
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
（
外

国
国
籍
も
含
め
て
）
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
累
計

６
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図３新規ＨｌＶ感染者・新規エイズ患者の性的接触による感染の年次推移
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表１感染者・患者報告数の累計 (15年３月30日現在）

(日本医事新報NMl27より）

７

感染経路
日本国籍

男 女 計

外国国籍

男 女 計

合計

男 女 計

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

異性間の性的接触

同性間の性的接触

静注薬物乱用

母子感染

その他

不明

合計

４
４

４
０
０
７
Ｊ
Ｇ

１
１

０
３
２

１
１
４

４２３

３．１３７

１戸
。
３

１
１
７
６
５

２
４

431

Ｐ
Ｃ
Ｐ
。

０
Ｊ
〈
Ｕ

ｎ
ｄ
［
ｌ

Ｌ
Ｌ

１
０
８

１
２
６

９６３

（
ご
（
ｂ
ｌ
ｏ
ｑ

３

０
８

２
４

２
１

６１
３
４
８
１
１

２

619

２６
０
１
７
１
８

１
５４

1.099

842

148

1７

１０

２５

676

1.718

４
２
６
６
６

６
５
２
１
５

２
８

Ｌ
Ｌ

２４５

3,756

３
１
２

７９

４
７
３

１
３
０
５

Ｌ５３０

７
３
８
０
３
５

３
５
２
３
９
４

２
８

０
Ｊ
ｊ

０

２
１

１

５，２８６

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者

異性間の性的接触

同性間の性的接触

静注薬物乱用

母子感染

その他

不明

合計

817

565

５

８

3２

370

1.797

Ｆ
Ｄ
Ｏ
）
１
１
３
２
９
１
３

151

912

566

６

11

44

409

Ｌ948

２
７
１
１
４
１

６
５
１

１
１

１
２

456

７
１
０
３
７

１１

２９

220

９
８
１
４
１
３

７
５
１

２
０

２
３

676

９７９

２
６
９
６
１

２
１

４
８

６
’
０

2,253

２１２

２
１
６

９１
１３１

371

１ 191

624

1７

１５

６５

712

２，６２４

凝固因子製剤による感染者 1.413 1８ Ｌ４３１ Ｌ４１３ 1８ Ｌ４３１

Ｐ

八

／
ノ

－異性間性的接触のHIV感染者(男･女）

＋同性間性的接触のH]V感染者(男）

-筑一異性間性的接触のエイズ患者(男･女）

-←同性間性的接触のエイズ患者(男）

／、
／

b－． ～
Ｆ、

／
.～※￣＝



は
五
千
二
百
八
十
六
人
で
、
男
性
は
三
千
七

百
五
十
六
人
（
七
一
二
％
）
、
女
性
は
一
千

五
百
三
十
人
（
二
八
・
九
％
）
で
あ
る
。
こ

の
内
、
全
体
に
占
め
る
異
性
間
の
性
的
接
触

に
よ
る
の
は
四
一
一
・
三
％
、
同
性
間
の
性
的

接
触
は
三
五
・
一
％
で
あ
る
。

一
方
、
エ
イ
ズ
患
者
累
積
数
は
二
千
六
百

一
一
十
四
人
で
、
男
性
が
二
千
二
百
五
十
一
一
一
人

（
八
五
・
九
％
）
、
女
性
は
三
百
七
十
一
人
（
’

四
二
％
）
で
あ
る
が
、
女
性
の
約
六
○
％

は
外
国
国
籍
で
あ
る
。
内
訳
を
見
る
と
、
エ

イ
ズ
患
者
で
は
、
同
性
間
の
性
的
接
触
（
二

三
・
八
％
）
よ
り
異
性
間
の
性
的
接
触
（
四

五
・
四
％
）
の
方
が
倍
近
く
多
い
・
静
注
薬

物
乱
用
や
母
子
感
染
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
患
者
及
び
感

染
者
共
に
一
％
以
下
と
数
値
的
に
は
少
な
い

が
、
社
会
的
に
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
ま

た
、
針
刺
し
事
故
に
よ
る
実
際
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
率
は
○
・
三
～
○
・
四
％
で
あ
る
と
い
う

報
告
が
あ
る
。

最
近
の
特
徴
は
、
感
染
が
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
部
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
。
感
染
者
が
一
一
○
～
三
○

代
、
患
者
は
三
○
代
以
上
が
主
体
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
日
本
人
男
性
の
性

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
報
告
に
よ
る
と
、
世
界
の
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
総
数
は
四
千
二
百

万
人
、
そ
の
う
ち
エ
イ
ズ
患
者
数
は
二
百
八

十
二
万
二
千
人
（
’
’
○
○
｜
｜
年
）
で
あ
る
。

二
○
○
二
年
の
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
は
五

百
万
人
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
死
亡

者
数
は
三
百
十
万
人
と
の
こ
と
で
あ
る
。
主

要
国
の
エ
イ
ズ
患
者
数
の
年
次
推
移
を
表
２

に
示
し
た
が
、
先
進
国
で
の
増
加
率
は
頭
打

ち
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
な
ど
で
の
増
加
が
著
し
い
。
表
に
は

示
し
て
な
い
が
、
世
界
で
最
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
が
多
い
の
は
サ
ハ
ラ
以
南
の
南
ア
フ
リ
カ

の
二
千
九
百
四
十
万
人
で
あ
る
と
い
う
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
／
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
。
ま
た
、
結
核
の
合

併
例
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

的
接
触
に
よ
る
感
染
が
急
増
し
て
い
る
。

６
、
我
が
国
の
こ
れ
か
ら
の

エ
イ
ズ
対
策

５
、
世
界
の
状
況

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
症
で
あ
る
た
め
予
防
可
能

究
推
進
、
国
際
協

力
、
人
権
配
慮
な

ど
が
必
要
と
さ
れ

る
。

山
発
生
の
予
防

と
蔓
延
の
防
止
対

策
辨
感
染
の
最
も

多
い
の
は
性
的
接

触
で
あ
る
。
従
っ

て
、
正
確
な
情
報

提
供
と
知
識
の
啓

蒙
を
行
い
、
個
人

の
行
動
に
結
び
つ

け
る
必
要
が
あ
る
。

保
健
所
で
は
、
無

料
の
匿
名
に
よ
る

検
査
と
相
談
を
実

施
し
て
い
る
が
、

最
近
は
減
少
傾
向

に
あ
る
（
表
２
）
。

し
か
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

確
認
検
査
陽
性
件

性
は
高
い
。
発
生

医
療
の
提
供
、
研

の
予
防
、
啓
蒙
、

表２ 過去５年間のＨｌＶスクリーニング検査件数（Ｎ＝511保健所）

(河原和夫：平成12年度厚生科学研究ＨＩＶ検査法及び検査体制の研究より）

８

平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度

保健所合計 38,904 50,074 32,947 4Ｌ201 37.893

平均件数 76.1 98.0 6４．５ 8０．６ 7４２
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表３過去５年間のＨｌＶ確認検査陽性件数（Ｎ＝511保健所）

(河原和夫：平成12年度厚生科学研究ＨＩＶ検査法及び検査体制の研究より）

数
は
逆
に
増
加
し

て
い
る
（
表
３
）
。

こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
保
健
所
の
役

割
、
受
診
し
や
す

さ
、
感
染
に
対
す

る
正
し
い
知
識
等

の
普
及
を
学
校
教

育
の
中
に
取
り
入

れ
た
り
、
あ
る
い

は
職
場
教
育
の
中

で
行
う
。
い
ず
れ

も
人
権
や
社
会
的

背
景
を
十
分
考
慮

し
た
対
策
を
と
る

こ
と
が
蔓
延
の
防

止
に
つ
な
が
る
と

言
え
る
。

②
医
療
の
提
供

“
エ
イ
ズ
治
療
の

拠
点
病
院
の
機
能

強
化
と
専
門
医
と

の
連
携
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
よ
り

専
門
的
医
療
サ
ー

ビ
ス
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
専
門
医
や
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
の
人
々
の
養
成
と
診
療
機
関
の

医
療
水
準
の
向
上
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
が
必
要
で
あ
る
。

⑧
研
究
推
進
亜
エ
イ
ズ
治
療
の
た
め
の
特

効
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
診
断
法
や
検
査

法
の
開
発
の
強
化
と
研
究
費
の
確
保
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
エ
イ
ズ
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
研
究
、
薬
剤
耐
性
の
研
究
な
ど
が
求
め

ら
れ
る
。
輸
血
に
よ
る
感
染
は
過
去
に
経
験

済
み
で
あ
る
が
、
今
後
も
献
血
者
か
ら
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
リ
ス
ク
防
止
の
た
め
に
検
査
体
制
・

検
査
方
法
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

例
国
際
協
力
叩
国
際
協
力
に
よ
り
情
報
の

交
換
、
研
究
の
協
力
な
ど
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
研
究
者
の
人
的
交
流
も
必
要

で
あ
る
。
特
に
、
発
展
途
上
国
へ
の
協
力
は
、

診
断
・
治
療
・
研
究
の
面
で
さ
ら
に
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑤
人
権
へ
の
配
慮
知
医
療
機
関
を
は
じ
め

と
し
て
、
保
健
所
、
保
険
事
務
担
当
者
、
障

害
施
策
担
当
者
等
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関

し
て
十
分
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
職
域
に

お
い
て
も
採
用
及
び
配
置
等
に
つ
い
て
差
別

『
②
「
感
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ

－
１
、
社
会
医
学
事
典
Ｈ
１
Ｖ
Ｐ
’
四
二
’
一

一
一
一
一
、
高
野
健
人
他
編
集
、
朝
倉
書
店
一

一
東
京
一
一
○
○
一
一

一
２
、
国
民
衛
生
の
動
向
五
○
巻
九
号
Ｐ
一
一

一
一
一
一
九
－
‐
’
四
一
厚
生
統
計
協
会
一
一
○
一

一
ｏ
’
’
’

－
３
、
日
本
医
事
新
報
四
一
一
一
七
号
エ
イ
ズ
一

一
動
向
情
報
Ｐ
七
八
二
○
○
｜
｜
｜
曰
本
医
一

一
事
新
報
社
一
一

同
性
愛
者
達
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
症
が
、
同
性
愛
者
だ
け
で
な
く
異
性

と
の
性
的
接
触
に
よ
っ
て
さ
ら
に
拡
大
し
、

約
二
十
年
間
で
世
界
中
に
蔓
延
し
、
そ
の
治

療
法
も
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。
場
合
に
よ
っ

て
は
部
族
、
村
、
あ
る
い
は
国
の
レ
ベ
ル
で

壊
滅
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
重
大
な
感
染
症

で
あ
る
。
現
状
を
把
握
し
、
人
類
の
英
知
を

集
め
て
よ
り
よ
い
予
防
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
な
十
分
な
配
慮
が
必

要
と
さ
れ
る
。

７
、
お
わ
り
に

９

平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度

保健所合計 1２ 1８ 2５ 3６ 5５

確認検査陽性率 0.031 0.036 ０．０７６ 0.087 ０．１４５



輿入□曰題言我員懇談会のメンハー

品アプリ
』
『
『

被
害
が

の
確
保
や
乳
幼
児
の
健
康
向
上
を
目
的
と
し
た
プ

る
た
め
、
八
月
九
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
ザ
ン
ビ

和
国
を
訪
問
し
た
。

ル
の
地
道
な
教
育
活
動
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
。

対
策
が
十
分
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
日
本
の
国

や
保
健
衛
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と
い
っ
た
社
会
環
境
整
備
と
、

の
政
策
方
針
と
課
題
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換

国
際
人
ロ
問
題

こ
の
訪
問
の
結
果
、
蔓
延
す

世
界
で
最
も
深
刻
と
い
わ
れ
る
南
部
ア
フ
リ
カ
の
実
情
と
、

議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
の
二
議
員
は
、

る
Ｈ
ｌ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
に
は
、

二
カ
国
で
は
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
施
設
や
ケ
ア
施

設
、
大
学
病
院
、
さ
ら
に

水
処
理
施
設
や
日
本
の
技

術
支
援
に
よ
っ
て
生
活
環

境
が
改
善
さ
れ
た
貧
困
地

域
を
訪
問
。
Ｈ
－
Ｖ
／
エ

イ
ズ
問
題
の
予
防
策
や
治

療
シ
ス
テ
ム
な
ど
エ
イ
ズ

禍
の
実
情
と
窮
状
に
つ
い

て
現
場
担
当
者
か
ら
直
接

聞
く
機
会
を
得
た
。

ま
た
、
保
健
大
臣
を
は

じ
め
、
社
会
開
発
に
関
わ

る
議
員
と
懇
談
し
、
両
国

を
行
っ
た
。

ズ
対
策
に
は
、
貧
困
の
撲
滅

環
境
整
備
と
、
草
の
根
し
べ

同
時
に
、
Ｈ
ｌ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

会
議
員
も
国
際
協
力
の
一
端

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
視
察
す

ァ
共
和
国
と
南
ア
フ
リ
カ
共

Ｈ
ｌ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の

安
全
な
水

を
担
い
、
積
極
的
に
当
事
国
の
国
会
議
員
・

政
策
担
当
者
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

国際人□問題議員懇談会

南部アフリカ視察団メンバーリスト

博行……衆議院議員・民主党（団長）

宇洋……参議院議員・無所属

啓志……毎曰新聞社・政治部記者

貞雄……リビングミュージックジャパン・通訳

亮子……側)アジア人□・開発協会・プ□グラムオフイサー

将規……1M)アジア人□・開発協会・研究員

浜
岩
田
本
村
本

長
黒
吉
宮
木
竹

●
●
●
●
●
●
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ン
ビ
ア
共
□

コンパウンドの給水場ジジョ

１
市
肉
周
廻
地
区
の
給
水
計
画

目
を
輝
か
せ
た
子
供
た
ち
が
駆
け
だ
し
て

き
た
。
少
女
が
水
道
口
を
笑
顔
一
杯
で
ひ
ね
っ

て
み
せ
る
。
こ
の
少
女
の
母
は
一
日
三
回
と

決
め
ら
れ
た
料
金
支
払
い
制
の
給
水
場
の
責

任
者
で
あ
る
。

ル
サ
カ
市
内
で
も
最
貧
困
地
区
で
あ
っ
た

ジ
ョ
１
ジ
・
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
で
は
住
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
は
低
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
へ
の
協
力
も
乏
し
か
っ
た
。
生
活
環
境

は
ひ
ど
く
、
雨
季
に
な
る
と
感
染
症
が
蔓
延

し
、
多
く
の
住
民
が
命
を
落
と
し
た
。
こ
の

給
水
施
設
は
一
九
九
三
年
か
ら
二
○
○
○
年
、

四
期
に
わ
た
り
日
本
の
無
償
資
金
協
力
に
よ
っ

て
作
ら
れ
、
給
水
施
設
の
維
持
管
理
費
も
使

用
者
の
料
金
収
入
で
全
て
ま
か
な
う
モ
デ
ル

的
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
み
ん
な
の
努

力
が
実
っ
て
住
民
組
織
強
化
、
責
任
者
の
育

成
、
料
金
支
払
い
の
重
要
性
を
啓
発
等
に
成

●
住
民
連
帯
の
輪
を
強
め
よ
う

Ｆ首都一《〃【
Ｍ
ル
｛
鞍
モ
カ

ｌ
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
元
ス
ケ
ア

広
場
に
は
乳
幼
児
を
抱
い
た
母
親
の
人
だ

か
り
が
出
来
て
い
た
。
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
歌
を
歌
い
踊
っ
て
い
る
。
そ
の
人
だ
か
り

の
中
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
職
員
が
ひ
ょ
っ
こ

り
現
れ
、
「
職
員
が
歌
っ
て
踊
っ
て
、
子
供
た

ち
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
の
関
心
を
呼
ん
で
る

ん
で
す
」
と
い
う
。

日
本
の
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
一
九
九
七
年
か
ら
二
○
○
七
年
ま
で

行
わ
れ
る
。
第
一
期
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
保
健
教
育
活
動
、
乳

幼
児
成
長
促
進
、
下
痢
予
防
、
ご
み
収
集
や

排
水
溝
整
備
等
、
地
域
の
活
動
促
進
、
健
康

向
上
に
取
り
組
み
、
第
二
期
は
そ
の
成
果
を

広
く
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
住
民
自
身
に
よ
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
継
続
さ
せ
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
だ
。

功
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
自
立
発
展
性
が
す

す
ん
で
い
る
。

Ｉ

●
歌
っ
て
踊
っ
て
、

母
親
の
関
心
を
呼
ぶ
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●
曰
本
の
援
助
に
熱
い
感
謝

ｌ
ザ
ン
ビ
ア
保
健
大
蘆
と
会
談

ル
サ
カ
市
内
の
ザ
ン
ビ
ア
保
健
省
で
ブ
ラ

イ
ア
ン
・
マ
テ
タ
・
チ
ト
ゥ
ウ
ォ
保
健
大
臣

と
会
談
し
た
。

’
九
八
五
年
に
最
初
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が

チトウウオ保健大臣（中央）と の会談

発
見
さ
れ
て
以
来
、
猛
烈
な
勢
い
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
が
広
が
り
、
今
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
が

二
○
％
に
達
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
対

す
る
無
知
や
恥
と
す
る
概
念
、
伝
統
や
風
習
、

西
洋
文
化
の
流
入
が
新
た
な
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

を
生
み
続
け
て
い
る
、
と
大
臣
は
語
っ
た
。

政
府
は
各
省
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
関
す

る
予
算
枠
組
み
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
省
庁

が
協
力
し
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

大
臣
は
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
援
助
に
感
謝
し
、

引
き
続
き
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
支
援
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
陳
情
し
た
。

ｌ
‐
ｍ
Ｙ
ｌ

●
黒
山
石
議
自
貝
が
挨
拶

ｌ
…
三
舌
闇
雲
雪
‐

ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
の
日
本

信
託
基
金
に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
開
催
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
人
口
と
開
発
に
関

す
る
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
で
、
南
部
ア
フ
リ
カ
十

カ
国
の
国
会
議
員
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ザ
ン
ビ
ア

代
表
、
人
口
議
連
関
連
機
関
職
員
な
ど
が
参

加
し
た
。
開
会
式
に
出
席
し
た
黒
岩
宇
洋
議

員
が
「
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
は
、
人
類

が
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
の
基
礎

で
あ
り
、
党
派
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
え
た

活
動
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ

ブ
地
域
と
連
携
し
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
発
足
の
契
機
を
作
っ
た
桜

井
新
参
院
議
員
の
挨
拶
を
代
読
し
た
。

ｌ
‐
市
Ｙ
ｌ

●
信
じ
ら
れ
な
い
迷
信

ｌ
貝
性
教
育
が
先
決

ザ
ン
ビ
ア
の
失
業
率
は
七
割
に
も
の
ぼ
り
、

国
中
が
失
業
者
で
溢
れ
て
い
る
。
男
性
は
昼

間
か
ら
酒
を
飲
み
、
バ
ー
で
は
女
性
を
差
別

し
た
歌
が
流
れ
て
い
る
。
女
性
の
地
位
が
低

い
た
め
、
避
妊
具
使
用
は
男
性
の
意
志
で
決

ま
る
。
社
会
、
経
済
力
と
引
き
替
え
に
若
い

女
性
は
年
配
の
男
性
の
妻
に
な
る
。
夫
を
亡

く
し
た
女
性
は
死
者
の
魂
を
鎮
め
る
た
め
に

亡
夫
の
兄
弟
か
親
類
の
男
性
と
性
交
渉
を
行

う
風
習
が
あ
る
。
処
女
と
の
性
交
渉
で
エ
イ

ズ
が
治
る
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
迷
信
が
生

き
て
い
た
。

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
現
地
事
務
所
代
表
は
「
男
女

の
格
差
や
伝
統
、
風
習
が
壁
な
の
で
す
」
と

男
性
教
育
の
重
要
性
を
強
く
指
摘
し
た
。
同
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事
務
所
で
は
、
こ
れ
か
ら
女
性
、
若
者
へ
の

教
育
、
女
性
の
地
位
向
上
、
保
健
衛
生
の
サ

ポ
ー
ト
に
加
え
「
男
性
へ
の
教
育
」
に
力
を

入
れ
て
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域
に
根

付
い
た
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

ｌ
‐
ｍ
Ｔ
－

●
オ
ー
プ
ン
な
語
り
〈
ｐ
い
、

患
者
の
心
を
救
う

Ｉ
芸
ア
初
の
力
三
リ
ン
曇

「
人
々
に
希
望
を
も
っ
て
生
き
て
ほ
し
い
の

で
す
」
’
’
九
九
一
年
に
カ
ラ
カ
ウ
ン

ジョン ホスピスの病室で

セ
リ
ン
グ
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
作
っ
た
ザ
ン
ビ

ア
で
最
初
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
施
設
、
ホ
ー
プ
・
ハ
ウ
ス
の
職
員
が

つ
ぶ
や
い
た
。
ル
サ
カ
市
内
に
は
五
つ
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
施
設
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
訓
練

所
が
あ
る
。
無
料
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
行
い
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
患
者
の
生
活
、
結
婚
、
仕

事
な
ど
の
悩
み
、
他
の
病
気
や
心
の
不
安
に

対
し
て
も
ケ
ア
を
し
て
お
り
、
一
日
に
八
十

人
ぐ
ら
い
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
訪
れ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
は
「
恥
」
と
い
う
概
念
が

あ
る
中
で
、
オ
ー
プ
ン
に
語
り
合
え
る
場
に

患
者
は
心
の
救
い
を
得
る
。
生
き
る
こ
と
に

希
望
を
持
て
る
施
設
と
ケ
ア
が
こ
れ
か
ら
益
々

必
要
と
な
る
。

１
－
巾
Ｙ
ｌ

●
「
ベ
ッ
ド
の
鋤
譲
が
足
り
ま
せ
ん
」

■
病
院
の
不
備
蓬
嘆
く
職
貝

そ
の
施
設
の
職
員
は
そ
っ
と
病
室
の
ド
ア

を
開
け
た
。
「
ベ
ッ
ド
の
数
が
足
り
ま
せ
ん
」
。

患
者
は
痩
せ
細
っ
た
体
を
ベ
ッ
ド
に
横
た
え
、

開
か
れ
た
目
は
力
な
く
宙
を
見
つ
め
て
い
た
。

弟
を
エ
イ
ズ
で
な
く
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
女

性
の
寄
付
か
ら
始
ま
っ
た
「
ジ
ョ
ン
・
ホ
ス

ビ
ス
」
は
在
宅
ケ
ア
と
協
力
し
、
二
十
四
時

間
体
制
で
末
期
エ
イ
ズ
患
者
や
エ
イ
ズ
遺
児

を
看
て
い
る
。
入
院
患
者
の
入
れ
替
わ
り
の

激
し
い
ホ
ス
ピ
ス
は
従
来
の
ベ
ッ
ド
数
で
は

対
応
し
き
れ
な
い
。
こ
れ
が
悲
し
い
現
実
な

の
だ
。

ｌ
ｌ
ｍ
Ｔ
ｌ

●
医
師
の
頭
脳
流
出
に

あ
の
手
、
こ
の
手

ｌ
ザ
ン
ビ
ア
大
学
付
属
教
育
病
院

「
医
師
や
看
護
師
が
ど
ん
ど
ん
海
外
に
行
っ

て
し
ま
い
ま
す
」
。
十
数
年
間
、
学
費
と
時
間

を
か
け
医
師
や
看
護
師
に
な
っ
た
人
は
、
賃

金
の
高
い
海
外
に
行
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し

た
「
頭
脳
流
出
」
に
対
応
す
る
た
め
、
ザ
ン

ビ
ア
政
府
は
医
学
生
へ
の
奨
学
金
制
度
の
充

実
や
医
師
・
看
護
師
へ
の
給
与
以
外
の
報
酬

を
与
え
た
り
し
て
い
る
。

ザ
ン
ビ
ア
で
日
本
は
「
感
染
症
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
を
実
施
し
て
お
り
、
検
査
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
検
査
技
師
の
育
成
、
エ
イ
ズ
の
現
状
調

査
及
び
治
療
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
結
核
の
検
査

技
術
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

（
木
村
亮
子
）
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根本神父由の説明を

聞く長浜団長

一聖フランシス･ケア･センター－

○
現
地
で
奮
闘
す
る

曰
本
人
・
根
本
神
父

ｌ
聖
フ
ラ
ン
三
…
ン
タ
ー

「
今
朝
も
二
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
」
。

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
郊
外
に
あ
る
エ
イ
ズ
末

期
患
者
の
ホ
ス
ピ
ス
主
宰
者
、
日
本
人
神
父

の
根
本
昭
雄
さ
ん
は
、
白
色
の
布
に
覆
わ
れ

た
小
さ
な
遺
体
を
前
に
静
か
に
語
っ
た
．

医
療
施
設
・
エ
イ
ズ
孤
児
の
た
め
の
幼
稚

園
・
教
育
施
設
・
教
会
・
霊
安
室
な
ど
か
ら

な
る
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
地

域
の
人
た
ち
に
良
く
知
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。

ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
看
護
士
や
准
看
護
士
、

ケ
ア
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
を
含
め
て
五
十
人
弱
の

熱
心
な
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
七
十
人
分
の

病
床
は
、
入
院
を
待
機
す
る
人
た
ち
で
す
ぐ

に
埋
ま
っ
て
し
ま
う
。
な
か
に
は
一
年
間
も

入
院
を
待
つ
患
者
も
い
る
と
い
う
。
国
民
の

約
十
人
に
一
人
が
感
染
し
、
国
家
平
均
の
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
罹
患
率
が
二
五
％
と
言
わ
れ

る
国
の
実
情
だ
。

「
栄
養
失
調
の
よ
う
な
状
態
で
来
る
人
も
い

ま
す
。
施
設
で
健
康
状
態
が
回
復
し
、
自
宅

へ
戻
る
人
も
い
ま
す
が
、
エ
イ
ズ
が
進
行
し
、

巖
ラ
レ
ド
Ｕ
ア

ま
た
こ
の
施
設
に
戻
っ
て
く
る
の
で
す
。
こ

の
施
設
に
来
ら
れ
る
人
は
ま
だ
恵
ま
れ
て
い

る
の
で
す
」
。

国
連
エ
イ
ズ
合
同
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
れ
ば
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
で
の
エ
イ
ズ
に
よ
る
死
亡
者

数
は
今
後
も
増
え
つ
づ
け
、
二
○
’
○
年
ご

ろ
に
年
間
死
亡
者
数
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
も

の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
南
ア
を

含
む
南
部
ア
フ
リ
カ
は
、
世
界
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
推
計
数
の
う
ち
七
○
％

が
集
中
し
て
い
る
。１
１
●
－
１

ｌ
竈
ハ
ウ
児
童
ケ
ア
…
‐

南
ア
フ
リ
カ
の
首
都
プ
レ
ト
リ
ア
近
郊
に

あ
る
モ
ハ
ウ
児
童
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
、
旧

黒
人
居
住
区
の
病
院
敷
地
内
に
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
感
染
児
童
の
孤
児
院
だ
。
○
歳
か
ら

十
八
歳
ま
で
の
エ
イ
ズ
孤
児
三
十
五
名
に
、

治
療
と
教
育
を
施
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
生

を
営
む
た
め
の
手
助
け
を
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
に
六
百
名
ほ
ど
の
孤
児
を
受
け

○
里
親
探
し
が子
供
を
救
う
命
綱
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入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
四
百
三
十
名

ほ
ど
が
既
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
」
。
出
入
り

口
に
近
い
廊
下
に
は
、
つ
い
先
日
亡
く
な
っ

｢一人でも多くの孤児に里親を」－モハウ児童ケア・センター－

た
五
歳
の
男
の
子
を
は
じ
め
、
今
年
亡
く
な
っ

た
と
い
う
児
童
の
写
真
が
、
数
十
枚
飾
ら
れ

て
い
た
。

「
健
康
状
態
が
良
く
な
っ
た
孤
児
た
ち
で
も
、

既
に
両
親
が
エ
イ
ズ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
な

ど
、
自
宅
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
多
い
の
で
、
我
々
は
養
子
縁
組
や
フ
ォ
ス

タ
ー
・
ペ
ア
レ
ン
ッ
（
発
展
途
上
国
の
子
供

た
ち
の
里
親
制
度
）
募
集
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
」
。

し
か
し
、
必
ず
し
も
里
親
が
見
つ
か
る
わ

け
で
は
な
い
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
幼
児
に

高
額
な
抗
レ
ト
ロ
ウ
ィ
ル
ス
薬
（
Ａ
Ｒ
Ｖ
）

の
投
与
を
続
け
る
た
め
に
は
、
里
親
に
よ
る

経
済
的
支
援
が
不
可
欠
だ
。
そ
れ
だ
け
に
養

子
縁
組
や
里
親
制
度
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
幼
児

に
と
っ
て
、
単
な
る
支
援
を
超
え
て
、
生
死

を
分
け
る
命
綱
だ
。

Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
と
国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
の
合
同
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九

九
五
年
時
点
で
六
万
人
を
超
え
る
エ
イ
ズ
孤

児
は
二
○
○
五
年
に
百
三
十
万
人
、
一
一
○
’

○
年
に
百
七
十
万
人
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
エ
イ
ズ
孤
児
支
援
体
制
作
り
は
、
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

■
南
ア
保
健
大
蘆
と
の
会
談

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
あ
る
南
ア
保
健
省
で
、

視
察
団
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
対
策
の
総
責
任

者
で
も
あ
る
ツ
ァ
バ
ラ
ラ
・
ム
シ
マ
ン
グ
南

ア
保
健
大
臣
と
会
談
し
た
。
大
臣
は
、
昨
今

の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
問
題
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
予
防
教
育
、
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
、
リ

サ
ー
チ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い
っ
た
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
と
そ
の
経
緯
、
今
後
の
重
要

と
な
る
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
熱
心

に
語
っ
た
。

そ
の
中
で
、
三
億
個
も
の
コ
ン
ド
ー
ム
の

無
料
配
布
や
、
地
区
病
院
・
診
療
所
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ベ
ー
ス
で
の
診
療
体
制
構
築

の
試
み
、
日
常
の
食
事
を
改
善
す
る
た
め
の

製
粉
業
界
へ
の
働
き
か
け
や
、
文
化
庁
と
の

協
力
に
よ
る
感
染
の
実
情
把
握
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
強

調
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
、
南
ア
政
府
の
政

策
転
換
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
公
立
病
院
の
Ａ

Ｒ
Ｖ
投
与
許
可
に
つ
い
て
も
、
「
こ
れ
ま
で
同

様
、
一
貫
し
て
支
援
体
制
作
り
を
し
て
い
る
」

○
エ
イ
ズ
作
戦

「
政
策
変
換
は
な
い
」
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ｌ
エ
タ
フ
ィ
ニ
ア
イ

ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
は
南
ア
フ
リ
カ
経
済
の
中

心
地
で
あ
り
、
近
代
的
な
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ

大
都
市
だ
。
だ
が
、
｜
歩
郊
外
に
出
れ
ば
無

数
の
バ
ラ
ッ
ク
が
広
が
っ
て
お
り
、
南
ア
の

経
済
格
差
を
象
徴
す
る
〃
光
と
影
〃
に
彩
ら

れ
た
町
で
も
あ
る
。

貧
困
地
区
に
あ
る
エ
タ
フ
ィ
ニ
・
デ
イ
・

ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
社
会
と
綿
密
に

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
エ
イ
ズ
患
者
支
援
（
と

り
わ
け
エ
イ
ズ
孤
児
た
ち
へ
の
支
援
）
を
行

う
住
民
グ
ル
ー
プ
の
活
動
拠
点
だ
。
新
し
い

建
物
は
未
だ
建
設
中
だ
が
、
建
設
現
場
を
技

能
訓
練
の
場
と
し
て
、
ス
ラ
ム
地
域
に
住
む

若
者
に
実
践
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
た
。
「
多

く
の
若
者
が
こ
の
職
業
訓
練
に
よ
っ
て
、
仕

事
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
喜
ん
で
い
ま

す
」
。
ロ
ー
ズ
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重

と
強
調
し
、
政
策
転
換
で
は
な
い
と
説
明
し

た
。

○
新
し
い
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー

の
元
で

要
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
働
い
て
い
る
。

ケ
ア
・
セ
ン

タ
ー
の
活
動
の
歴

史
は
古
い
。
二
九

八
三
年
に
地
元
女

性
ら
が
中
心
と

な
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
グ
ル
ー
プ
は
、

始
め
は
な
か
な
か

共
感
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
子
供

た
ち
に
呼
び
か
け

て
い
く
う
ち
に
，

大
人
た
ち
に
も
活

動
の
輪
が
広
が
っ

て
い
っ
た
」
実
績

の
あ
る
市
民
組
織

だ
。
今
で
は
市
議

会
か
ら
の
支
援
も

取
り
付
け
た
。
「
家

庭
訪
問
を
し
た
り
、

住
民
参
加
の
お
祭
り
を
催
し
た
り
、
努
力
し

て
い
る
の
よ
」
。
新
し
い
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の

見
取
り
図
を
示
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
説
明
を

す
る
ス
タ
ッ
フ
の
女
性
た
ち
は
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
本
拠
地
づ
く
り
を
着
実
に
進
め

て
い
た
。

住民グループから支援を受ける子供一エタフィニ・デイ・ケア・センター－
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ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
あ
る
南
ア
国
会
の
委
員

会
室
で
、
視
察
団
は
社
会
開
発
委
員
会
の
エ

ブ
ラ
ヒ
ム
・
サ
ロ
ジ
ー
委
員
長
ら
と
会
談
し

た
。会
談
で
、
サ
ロ
ジ
ー
委
員
長
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
問
題
が
南
ア
経
済
に
与
え
る
影
響
の

大
き
さ
を
強
調
。
と
り
わ
け
生
産
人
口
に
直

接
的
な
負
担
が
集
中
し
、
エ
イ
ズ
孤
児
が
増

え
る
点
を
問
題
視
し
て
い
る
と
語
っ
た
。
今

後
、
深
刻
化
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の

と
し
て
、
食
糧
の
不
足
、
教
育
水
準
や
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
性
的
搾
取
な
ど
を
挙
げ

た
。こ
れ
ほ
ど
深
刻
化
す
る
エ
イ
ズ
感
染
の
原

因
に
つ
い
て
質
問
し
た
黒
岩
議
員
に
答
え
、

サ
ロ
ジ
ー
委
員
長
は
、
エ
イ
ズ
感
染
の
実
態

が
わ
か
り
に
く
い
の
は
、
感
染
が
主
に
社
会

ｌ
社
会
開
発
委
員
会
の
サ
ロ
ジ
ー
委
員
長
と
会
談
Ｉ

ざ
例

Ｉ
Ｔ
Ｊ
・
礼
中
Ｉ
Ｔ
Ｉ
：
Ｈ
ｆ
・
ｌ
５
ｉ
ｌ
ｉ
Ｊ
４
’
１
■
８
１
Ｊ
ｊ
ｊ
ｉ
野
ｌ
０
ｉ
う
０
・
ｄ
１
ｉ
●
幸
ラ
ウ
ー
ｒ
ｒ
・
…
》
｜
・
『
ご
軸
．
．
『
凸
・
・
叩
乢
迅
・
『
’
『
比
．
￥
託
・
・
》
幻
酢
・
い
も
・
領
呼
祇
『
・
‐
‐
掛
醗
》
砧
１
１
尿
は
Ⅸ
Ⅸ
肝
・
・
４
』
鄙
Ｉ
器
０
：
Ｌ
ｒ
Ｉ
・
匹
子
且
ト
叶
塵
ｌ
ｐ
Ｊ

■
■
域
口
織
藤
驚
運
勢
譽
一

の
影
の
部
分
に
属
す
る
人
々
を
通
じ
て
広
が
っ

て
い
る
た
め
と
指
摘
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
性

犯
罪
者
の
エ
イ
ズ
診
断
義
務
化
が
法
律
案
と

し
て
議
論
さ
れ
る
な
ど
、
検
査
体
制
を
充
実

さ
せ
る
試
み
は
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
い
る
」

と
前
向
き
な
姿
勢
を
説
明
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
対
す
る
予
防
対
策
が
性
的

活
動
と
い
う
密
室
的
行
為
に
介
入
せ
ざ
る
を

得
な
い
難
し
さ
を
質
問
し
た
長
浜
団
長
に
対

し
、
サ
ロ
ジ
ー
議
員
は
「
日
常
生
活
で
コ
ン

ド
ー
ム
が
使
用
さ
れ
な
い
の
は
、
男
女
問
の

社
会
的
・
経
済
的
格
差
が
大
き
い
た
め
」
と

答
え
、
エ
イ
ズ
対
策
は
貧
困
対
策
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
同
時
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
。

（
竹
本
将
規
）

０
‐
剤
ｉ
‐
‐
‐
Ⅱ
け
閂
（
ロ
ー
回
。
Ｂ
ｒ
目
●
門
句
、
‐
Ｉ
刊
－
ｉ
’
托
巳
■
ト
ー
ｑ
Ｉ
０
０
１
９
２
守
１
１
１
守
り
○
句
－
Ｊ
屯
屯
１
１
■
…
０
１
．
．
心
■
５
Ｊ
・
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
４
０
ｉ
０
Ｐ
，
■
５
－
１
功
『
ｊ
■
■
『
３
日
３
９
０
１
■
■
■
８
０
■
■
■
■
■
－
■
■
１
１
１
．
３
１
‐
‐
Ⅵ
ｌ
１
１
ｊ
ｑ
４
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｑ
ｉ
‐
１
１
１
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
２
－
１
Ｓ
ｑ
『
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AIDS特集／２割以上がエイズ

うつるな目……

南
ア
フ
リ
カ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
郊
外
に
、

エ
イ
ズ
末
期
患
者
約
加
入
が
過
ご
す
ホ
ス
ピ

ス
「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
る
。
入
所
者
の
多
く
が
１
週
間
以
内
に

急
変
し
て
死
ん
で
い
く
こ
の
施
設
で
、
昨
年

８
月
か
ら
入
退
所
を
繰
り
返
す
黒
人
女
性
、

ノ
ム
サ
さ
ん
伽
は
多
く
の
死
を
見
つ
め
て
き

た
。「
快
適
よ
・
死
へ
の
恐
怖
は
な
い
わ
」
。
淡
々

と
語
る
ノ
ム
サ
さ
ん
だ
が
、
そ
の
目
は
う
つ

る
。
セ
ン
タ
ー
を
主
宰
す
る
日
本
人
神
父
、

根
本
昭
雄
さ
ん
価
は
「
怖
く
な
い
は
ず
は
な

い
。
た
だ
、
死
に
ゆ
く
人
が
他
の
患
者
に
信

仰
を
説
く
姿
に
は
こ
ち
ら
が
教
え
ら
れ
ま
す
」

と
言
う
。

与
野
党
の
国
会
議
員
で
作
る
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
（
事
務
局
Ⅱ
ア
ジ
ア
人
ロ
・
開

発
協
会
）
の
一
行
（
団
長
・
長
浜
博
行
民
主
党
衆
院
議
員
）
が
今
月
９
～
何
日
、
ザ
ン
ビ
ア
、

南
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ
、
エ
イ
ズ
問
題
の
現
状
な
ど
を
視
察
し
た
。
国
民
の
２
割
以
上
が
感
染

し
、
国
家
の
危
機
に
揺
れ
る
両
国
の
実
情
を
報
告
す
る
。

【
吉
田
啓
志
・
写
真
も
】

鯛Ⅲ

ザ
ン
ビ
ア
・
南
ア
国
際
人
□
問
題
議
員
懇
が
視
察

人
種
隔
離
政
策
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃

か
ら
血
年
。
そ
れ
で
も
、
南
ア
は
貧
富
の
格

差
拡
大
と
と
も
に
エ
イ
ズ
禍
に
直
撃
さ
れ
て

い
る
。
人
口
４
２
１
０
万
人
の
う
ち
、
老
人

り
か
ん

な
ど
を
除
く
エ
イ
ズ
罹
患
率
は
妬
％
・
優
秀

な
医
師
は
海
外
に
流
出
す
る
。
危
機
管
理
庁

は
、
、
年
内
に
公
務
員
の
４
人
に
１
人
、
妬

万
人
が
エ
イ
ズ
で
死
ぬ
可
能
性
を
警
告
し
て

い
る
。

ザ
ン
ビ
ア
の
首
都
ル
カ
サ
に
広
が
る
ス
ラ

ム
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
。
日
本
の

国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
る
給

水
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
が
進
む
。
疫
病
の
予

防
注
射
を
す
る
テ
ン
ト
の
前
に
は
、
乳
幼
児

を
抱
く
母
親
た
ち
の
長
い
列
。
た
だ
、
山
積

み
さ
れ
た
無
料
の
コ
ン
ド
ー
ム
に
手
を
出
す

人
は
い
な
い
。
エ
イ
ズ
の
罹
患
率
は
卯
％
・

チ
ッ
ウ
ォ
保
健
相
は
「
経
済
、
教
育
に
も
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

南
部
ア
フ
リ
カ
に
エ
イ
ズ
が
ま
ん
延
す
る

理
由
の
一
つ
は
、
感
染
を
「
恥
」
と
考
え
る

傾
向
が
強
い
こ
と
に
加
え
、
女
性
の
地
位
が

低
い
こ
と
に
あ
る
。
夫
が
避
妊
具
装
着
を
拒

否
す
れ
ば
、
妻
は
強
く
言
え
な
い
。
「
少
女
と

交
わ
れ
ば
エ
イ
ズ
が
治
る
」
と
い
う
迷
信
が

あ
る
た
め
、
女
児
の
痛
ま
し
い
被
害
も
相
次

い
で
い
る
。

銅
鉱
山
に
依
存
し
て
き
た
ザ
ン
ビ
ア
経
済

は
国
際
銅
価
格
の
低
迷
で
不
振
の
極
み
に
あ

る
。
失
業
率
は
７
割
。
「
朝
か
ら
酒
を
飲
ん
で

い
る
人
に
避
妊
具
を
し
ろ
と
言
っ
て
も
ね
」
。

国
連
人
口
基
金
の
ザ
ン
ビ
ア
代
表
、
オ
キ
ャ

ラ
ハ
ン
さ
ん
は
た
め
息
を
つ
く
。

現
状
で
最
も
有
効
な
策
は
数
十
年
の
延
命

も
可
能
な
抗
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
剤
（
Ａ
Ｒ
Ｖ
）

だ
。
し
か
し
、
日
本
の
外
務
省
は
「
延
命
薬

に
過
ぎ
ず
延
々
と
援
助
が
必
要
に
な
る
」
（
経

済
協
力
局
）
と
２
国
間
援
助
は
し
て
い
な
い
。

1９



私を揺るぶ 鬮
糊Ｉ

Ｅｈ

り
込
ん
だ
ザ
ン
ビ
ア
で
の
初
日
、
我
々
は
ル

サ
カ
市
の
郊
外
の
貧
民
居
住
区
ジ
ョ
ー
ジ
・

コ
ン
パ
ウ
ン
ド
に
足
を
運
ん
だ
。
さ
す
が
超

多
産
多
死
の
国
、
そ
こ
は
湧
く
が
如
く
沢
山

の
子
ど
も
達
で
溢
れ
返
っ
て
い
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ

の
罹
患
率
が
実
際
に
は
三
割
と
も
四
割
と
も

；iljlilliiiiiliiIllIＩ１ｌｉ
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院議員ﾄﾞ
■

い
わ
れ
る
ザ
ン
ビ
ア
。
屈
託
な
く
私
に
な
つ

い
て
く
る
こ
の
目
を
き
ら
き
ら
と
輝
か
せ
た

子
ど
も
達
も
恐
ら
く
そ
の
比
率
で
感
染
し
て

い
る
。
十
人
子
ど
も
が
い
れ
ば
、
そ
の
う
ち

の
三
、
四
人
が
早
晩
エ
イ
ズ
で
死
ん
で
ゆ
く
。

そ
れ
が
ザ
ン
ビ
ア
の
現
実
で
あ
る
。

更
に
衝
撃
が
私
を
襲
う
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
協

力
し
て
行
っ
て
い
る
居
住
区
で
の
保
健
教
育

活
動
で
の
一
コ
マ
。
何
百
人
も
の
母
親
が
乳

幼
児
を
連
れ
居
住
区
の
一
角
の
テ
ン
ト
広
場

に
集
う
。
こ
こ
で
は
乳
幼
児
の
体
重
測
定
や

予
防
接
種
を
目
的
に
多
く
の
女
性
を
集
め
、

家
族
計
画
等
の
保
健
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
現
場
に
置
か
れ
た
机
の
上
に
山
積
み
に

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
大
量

の
コ
ン
ド
ー
ム
で
あ
る
。
女
性
は
誰
一
人
コ

ン
ド
ー
ム
を
手
に
取
ろ
う
と
は
し
な
い
。
そ

れ
が
死
を
防
ぐ
一
手
段
と
い
う
事
を
理
解
し

て
い
て
も
。

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
罹
患
率
の
高

さ
の
要
因
で
避
妊
具
（
コ
ン
ド
ー
ム
）
を
着

け
な
い
事
は
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
れ
を
知
り
、
そ

し
て
そ
の
手
段
を
有
し
て
い
て
も
そ
れ
を
使

お
う
と
は
し
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
果
た
し

て
「
死
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
我
々

日
本
人
視
察
団
の
率
直
か
つ
最
大
の
疑
問
と

な
っ
た
。

そ
の
後
、
ザ
ン
ビ
ア
保
健
大
臣
チ
ト
ゥ
ウ
ォ

氏
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ザ
ン
ビ
ア
代
表
オ
キ
ャ
ラ

ハ
ン
女
史
ら
と
の
会
談
の
中
で
そ
の
謎
が
徐
々

つ
ま
ぴ

に
審
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
。
ザ
ン
ビ
ア
の
人
々

は
元
々
そ
れ
程
先
々
の
事
を
考
え
は
し
な
い

国
民
性
を
持
つ
と
聞
く
。
し
か
し
、
我
々
の

疑
問
を
解
く
重
要
な
鍵
、
そ
れ
は
貧
困
で
あ

る
。
彼
ら
の
多
く
は
バ
ラ
ッ
ク
の
様
な
仕
切

り
も
不
充
分
な
貧
相
な
家
に
住
む
。
男
女
の

行
き
来
が
容
易
な
事
に
加
え
、
特
段
の
娯
楽

も
な
い
彼
ら
は
低
年
齢
で
Ｓ
Ｅ
Ｘ
を
覚
え
る
。

そ
の
若
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
将
来
を
描
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ろ
く
に
教
育
も
受
け

て
い
な
い
彼
ら
を
待
つ
未
来
は
失
業
と
飢
え
。

生
き
る
事
に
夢
を
持
て
な
い
彼
ら
は
反
射
と

し
て
死
を
恐
れ
な
い
。
仮
に
恐
れ
た
と
し
て

も
そ
の
僅
か
な
恐
れ
は
、
若
い
性
衝
動
の
前

で
は
あ
ま
り
に
も
無
力
な
の
か
。
彼
ら
は
易
々

と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
ゆ
く
。

そ
の
他
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
罹
患
率
の
高
さ
は
現
地

の
風
習
・
文
化
に
も
起
因
し
て
い
る
事
を
付

言
し
て
お
く
。
ザ
ン
ビ
ア
で
は
夫
が
死
ぬ
と
、
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塁Iiiii
そ
の
妻
は
夫
の
兄
弟
と
性
交
渉
を

行
う
慣
習
が
あ
る
。
そ
の
事
で
夫

の
魂
を
鎮
め
る
の
だ
と
言
う
。
し

か
し
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
で
亡
く
な
っ

た
夫
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル

ス
は
鎮
ま
る
ど
こ
ろ
か
更
に
広
が
っ

て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
男
性

優
位
社
会
で
あ
る
事
も
見
逃
せ
な

い
。
ま
ず
コ
ン
ド
ー
ム
を
着
け
る

事
は
男
ら
し
く
な
い
と
さ
れ
、
そ

し
て
装
着
し
な
い
事
を
女
は
拒
め

な
い
。
机
の
上
の
山
積
み
に
さ
れ

た
コ
ン
ド
ー
ム
に
女
性
が
手
を
出

さ
な
い
の
も
悲
し
く
も
頷
け
る
。

国
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
移

る
。
こ
こ
で
も
胸
が
痛
む
シ
ー
ン
に
遭
遇
す
る
。
日
本
人
の
根
本
昭
雄
神
父
が
運
営
す
る

●黒岩宇洋〈くろいわ･たかひろ〉
1966年新潟県生まれ

〈現職>参議院議員(内閣委員会所属､無年

金障害者問題を考える議員連盟事

務局長、サッカー外交推進議員連

盟副会長）

<学歴>東京大学法学部中退

く職歴>側住宅産業研修財団、㈱黒岩地域

福祉研究所、㈱日本アピリテイー

ズ社、参議院議員公設秘密を歴任

末
期
エ
イ
ズ
患
者
の
ホ
ス
ピ
ス
、
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
た
。
こ
こ
の
入
所
者
は
一
月
で

七
割
が
死
ん
で
ゆ
く
。
あ
る
部
屋
で

空
い
た
ベ
ッ
ド
を
一
つ
発
見
し
た
。

今
朝
亡
く
な
っ
た
の
だ
と
言
う
。
こ

こ
で
は
ベ
ッ
ド
の
数
だ
け
人
が
死
ん

で
い
く
。
セ
ン
タ
ー
内
の
最
近
新
設

さ
れ
た
と
い
う
霊
安
室
を
見
せ
て
も 聖フランシス・ケア・センターで根本照夫神父の説明を聞

く黒岩参議院議員

ら
う
。
そ
こ
に
は
白
い
布
に
覆
わ
れ
た
小
さ

な
遺
体
が
二
体
眠
っ
て
い
た
。
ベ
ッ
ド
と
霊

安
室
が
空
間
的
だ
け
で
な
く
時
間
的
に
も
こ

れ
程
近
い
場
所
が
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ

の
国
で
は
死
が
余
り
に
も
身
近
だ
。

「
貧
困
」
が
エ
イ
ズ
を
生
み
「
保
健
」
を
害

す
。
多
く
の
教
育
者
も
亡
く
な
り
「
教
育
」

が
停
滞
し
、
そ
の
こ
と
が
「
経
済
」
を
も
悪

化
さ
せ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
更
な
る
貧
困
芹
一

と
て
つ

生
む
。
こ
れ
は
途
徹
も
な
く
複
雑
に
絡
み
あ
っ

た
負
の
連
鎖
で
あ
る
。
こ
の
悪
循
環
を
断
ち

切
る
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
分
野
ご
と

で
の
対
応
で
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
抜
本
的

且
つ
総
合
的
な
対
策
が
急
務
で
あ
る
。
ボ
ツ

ワ
ナ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
宣
言
も
必
要
と
な

ろ
う
。
我
が
国
と
し
て
は
経
済
的
援
助
も
当

然
大
事
で
あ
る
が
医
者
や
教
育
者
の
派
遣
等

人
的
且
つ
ソ
フ
ト
面
で
の
援
助
も
欠
か
せ
な

い
。
こ
れ
は
、
も
は
や
他
人
事
で
は
な
い
。

我
が
国
に
と
っ
て
も
保
健
安
全
保
障
に
係
わ

る
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。

古
く
は
欧
米
人
は
ア
フ
リ
カ
を
「
暗
黒
大

や
ゆ

陸
」
と
差
別
を
込
め
て
椰
楡
し
た
。
私
は
決

し
て
差
別
を
込
め
は
し
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
大
陸
を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
禍
か
ら
救
う
道

2１
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が
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
を
我
々
は
深
く
噛

み
し
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
暗
黒
の
道
を

明
る
い
未
来
に
繋
げ
る
決
意
を
込
め
て
私
は

今
敢
え
て
ア
フ
リ
カ
を
呼
ぶ
「
暗
黒
大
陸
」

と
。

こ
こ
で
榎
駐
南
ア
日
本
大
使
の
興
味
深
い

指
摘
を
紹
介
し
て
お
く
。
大
使
曰
く
「
こ
の

国
の
為
政
者
も
我
々
大
使
館
員
も
、
と
も
す

全
力
を
つ
く
し
て
ま
い
り
た
い
」
ｌ
国
際

協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
総
裁
の
川
上
陸

朗
氏
は
十
月
一
日
か
ら
新
た
に
「
国
際
協
力

「
私
た
ち
は
、
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
人
と
人
、
技
術
協
力
を
さ
ら
に

強
力
に
行
な
う
た
め
引
き
続
き
国
際
協
力
に

迂
迅
月
〃
Ｐ
柊
略
Ｆ
・
沖
ｆ
〔
か
円
畢

大
遷
叡
な
懲
罰

ｎ
Ｉ
ｍ
Ｉ
の
Ｉ
●
Ｉ
■
Ｉ
●
１
＄
Ｉ
ヰ
ー
ヰ
ー
ロ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
■
１
７
０
の
Ｉ
の
Ｉ
幸
１
＄
Ｉ
ヰ
ー
ヰ
ー
中
Ｉ
の
Ｉ
の
０
０
●
ｌ
ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
●
Ｉ
●
Ｉ
羊
Ｉ
キ
ー
の
Ｉ
ｏ
Ｉ
７
６
＊
Ｉ
土
Ｉ
Ｃ
Ｉ
の
Ｉ
Ｏ
ｌ
Ｏ
Ｉ
●
Ｉ
可
Ｉ
●
ｌ
●
Ｉ
７
ｑ
幸
Ｉ
＊
Ｉ
土
Ｉ
●
Ｉ
●
Ｉ
Ｃ
Ｉ
カ
ー
の
Ｉ
●
Ｉ
●
’
千
Ｋ
▲
Ｉ
●
ｌ
●
ｌ
の
Ｉ
●
Ｉ
ｍ
Ｉ
ｃ
Ｉ
句
Ｉ
■
Ｉ
の
１
９
６
ヰ
ー
ヰ
ー
ヰ
ー
ヰ
Ｉ
牢
Ｉ
の
ｌ
ｑ
Ｉ
９
Ⅱ
Ｄ
Ｉ
９
１
ｏ
Ｉ
〒
０
ヰ
ー
ム
７
▲
了
１
９
０
凸
Ｔ
０
中
Ｉ
▲
７
１
ｑ
Ｉ
Ｑ
ｉ
Ａ
７
Ｉ
ヰ
ー

・
刊
。
尚
』
‐
刊
ｊ
・
・
１
Ｊ
．
｜
ョ
『
『
１
ヰ
ー
苗
１
０
弔
・
１
面
■
Ｊ
、
■
Ｉ
４
ｑ
ｌ
‐
Ｉ
４
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
５
Ｈ
冊
ｊ
１
ｆ
Ｉ
■
…
ロ
ー
‐
ｉ
『
。
’
Ｈ
１
『
コ
ョ
ロ
‐
二
つ
凸
。
１
増
■
ョ
『
１
１
‐
４
．
二
▼
つ
つ
白
『
７
１
１
１
コ
１
４
‐
０
’
二
一
目
引
１
４
１
三
１
４
ゴ
ー
・
－
判
。
『
’
・
閂
’
．
『
ｌ
●
Ｆ
１
殉
‐
・
屯
’

二
舐
・
・
・
牢
‐
。
■
宅
。
・
・
・
Ｌ
・
・
・
Ｔ
・
・
・
叩
・
・
・
・
．
・
Ｌ
・
・
・
・
・
・
・
・
．
。
．
。
．
』
．
Ⅱ
Ｌ
Ｔ
斫
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
叩
印
Ｌ
・
・
・
・
叩
・
・
・
・
。
・
・
・
叩
・
・
・
・
・
・
・
・
。
■
。
Ｌ
・
Ｌ
・
・
】
Ｌ
‐
〉
‐

｜
ロ
ロ
ロ
｝
‐
ロ
ー
ロ
ロ
叩
ロ
ロ
ロ
ロ
印
ロ
ロ
ロ
ロ
ョ
ロ
ロ
叩
ロ
ロ
ロ
ロ
印
ロ
》
ロ
ロ
ロ
》
』
・
》
ロ
ｐ
ｐ
ｍ
ロ
口
舐
ｐ
ｐ
ｍ
■
ロ
汗
倒
Ｐ
ロ
Ｌ
ロ
ロ
ロ
ｐ
ｐ
ｑ
口
舐
ロ
Ｐ
宅
ロ
Ｊ
鞆
斫
ロ
ョ
ロ
ロ
ロ
ロ
鈩
口
■
‐

雇い』」｛輝駁賎騨一戦蕊吟》》隷癖津蕊隅一一い》縦』蕊一一瞳〉（慾。（」一叩

る
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
感
染
す
る
環
境
に

い
な
い
た
め
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
対
し
て
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
が
欠
け
て
い
る
節
が
あ
る
。
そ

れ
が
対
応
を
鈍
ら
せ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
」
。
私
た
ち
日
本
人
も
こ
の
問
題
に
付
い
て

は
切
迫
な
現
実
感
を
持
つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ア
フ
リ
カ
で
の
六
日
間
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

と
い
う
も
の
が
決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
な

国
際
協
力
機
構
の
理
事
長
に
は
、
緒
方
貞

子
女
史
（
前
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
）
の
就

任
が
決
定
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
去
る

機
構
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

改
組
に
つ
い
て
、
会
場
か
ら
の
質
問
に
力
強

く
答
え
た
。

露§

鑑
轍
霧
一

い
こ
と
を
実
感
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
た
。

今
視
察
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
下
さ
っ
た

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
じ
め
、
関
係
諸
氏
に
心
か
ら
感

謝
と
敬
意
を
表
し
て
私
の
徒
然
な
る
随
想
文

を
結
ば
せ
て
頂
く
。

川
上
総
裁
は
「
私
は
、
途
上
国
へ
の
協

力
・
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
い
つ
も
日

本
が
途
上
国
だ
っ
た
頃
を
思
い
出
し
、

そ
の
経
験
に
基
い
て
農
業
問
題
か
ら
法

の
整
備
、
グ
ッ
ド
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
管

理
組
織
）
に
至
る
ま
で
、
現
地
の
人
々

と
共
に
考
え
、
共
に
学
び
、
手
を
携
え

て
進
む
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
れ
が
日
本
の
姿
勢
で
す
ｌ
」

と
語
っ
た
。
こ
の
謙
虚
な
発
言
は
出
席

者
に
深
い
感
動
を
与
え
、
拍
手
が
鳴
り

や
ま
な
か
っ
た
。
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ナフィス・サディック女史らを迎えて開かれた南々協力国際シンポジウム

九
月
三
日
か
ら
一
一
一
日
間
、
東
京
渋
谷
区
の

国
連
ハ
ウ
ス
で
、
南
々
協
力
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
貧
困
と
Ｈ
－
Ｖ
／
エ
イ
ズ
」
が
行
わ

れ
た
。
今
年
で
第
一
一
一
回
目
と
な
る
会
議
は
、

国
連
事
務
次
長
を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
の
政
策
担
当
者
、
曰
本
及
び
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
の
国
会
議
員
、
国
連
諸
機
関
の
要
員
、

学
識
経
験
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
が
集
ま
り
、
ア

ジ
ア
に
急
速
に
蔓
延
し
続
け
る
Ｈ
－
Ｖ
／
エ

イ
ズ
の
対
策
、
そ
れ
に
関
わ
る
女
性
の
地
位

向
上
、
若
者
の
保
健
問
題
、
人
間
安
全
保
障
、

政
治
指
導
力
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
討
論
し

た
。開
会
式
で
南
野
知
惠
子
議
員
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ

女
性
問
題
部
会
長
）
が
各
国
の
政
治
的
指
導

者
に
よ
る
決
断
や
指
導
力
が
エ
イ
ズ
蔓
延
阻

止
の
カ
ギ
と
な
り
、
特
に
エ
イ
ズ
の
予
防
と

教
育
の
重
要
性
、
女
性
と
若
者
に
対
す
る
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
政
策
の
重
要
性

を
述
べ
た
。
基
調
講
演
と
六
つ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
、
主
な
内
容
は
次
の
通
り
。
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開
発
・
貧
困
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
背
景

に
あ
る
問
題
は
、
貧
困
削
減
、
女
性
の
地
位

向
上
、
若
者
の
問
題
が
相
互
に
深
く
関
連
し

て
い
る
。
地
域
、
共
同
体
、
政
府
、
国
際
社

会
の
各
レ
ベ
ル
か
ら
の
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
・

協
力
を
得
る
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
対
す
る

包
括
的
な
取
り
組
み
や
解
決
の
糸
口
を
つ
か

む
こ
と
が
出
来
る
。
国
際
社
会
の
対
応
は
緊

今
年
八
月
の
日
本
の
政
策
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
大
綱
の
改
定
で
は
、
貧
困
削
減
と
地

球
規
模
問
題
と
し
て
感
染
症
対
策
を
重
点
課

題
と
し
、
人
間
の
安
全
保
障
を
基
本
方
針
と

し
て
い
る
。
日
本
の
エ
イ
ズ
対
策
支
援
政
策

で
は
、
二
○
○
○
年
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ

ト
で
「
沖
縄
感
染
症
対
策
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

を
発
表
、
二
○
○
○
年
～
二
○
○
四
年
ま
で

の
五
年
間
に
三
○
億
ド
ル
の
協
力
を
行
う
こ

星
二
一
・
昌
昌
‐
鐸

こ
れ
か
ら
十
年
が
勝
負

基
調
講
演
１

サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
事
務
次
長

Ｉ

折
行
く
の
形
防
は
じ
め
、
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

兒
玉
外
務
省
経
済
協
力
局
審
議
官

と
を
発
表
し
て
い
る
。
支
援
政
策
の
基
本
と

し
て
、
特
に
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
や
若
者

を
対
象
と
し
た
予
防
活
動
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
人
材
育
成
に
重
点
を
置
い
た
治
療
体
制
、

患
者
・
感
染
者
や
そ
の
家
族
・
エ
イ
ズ
遺
児

へ
の
心
身
的
、
社
会
経
済
的
な
ケ
ア
に
対
す

る
支
援
が
あ
り
、
様
々
な
分
野
で
の
対
策
を

効
果
的
に
連
携
す
る
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が

重
要
で
あ
る
。

急
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
ド
ナ
ー
か
ら
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す

る
大
幅
な
新
規
の
資
金
協
力
が
必
要
だ
。
南
々

協
力
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
得
た
も
の
や

学
ん
だ
も
の
を
共
有
し
、
新
た
に
効
果
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
。

エ
イ
ズ
を
な
く
す
た
め
に
は
こ
れ
か
ら
の
＋

年
間
が
勝
負
に
な
る
。

一
九
九
五
年
第
四
回
世
界
女
性
会
議
の
北

京
宣
言
、
二
○
○
○
年
に
採
択
さ
れ
た
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
、
特
に
第
三

目
標
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
の
推
進
と
女
性

の
地
位
向
上
」
で
示
さ
れ
て
い
る
女
性
の
地

位
向
上
・
全
て
の
女
性
の
平
等
、
開
発
及
び

平
和
の
目
標
を
推
進
す
る
こ
と
が
貧
困
削
減

の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
女
性
の
社
会
、

経
済
、
政
治
分
野
へ
の
参
加
は
、
平
等
、
貧

困
削
減
、
開
発
、
平
和
の
達
成
に
向
け
た
基

盤
と
な
る
の
で
あ
り
、
政
府
、
国
際
機
関
、

市
民
社
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
及
び
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル

の
団
体
が
強
力
に
関
与
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら

の
前
進
が
促
さ
れ
る
。

醤■J１
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AlDS特集／南々協力国際会議開く

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
は
社
会
・
経
済
的
に
最

も
活
動
的
な
年
齢
層
を
直
撃
し
、
そ
の
国
に

莫
大
な
経
済
損
失
を
引
き
起
こ
す
．
貧
困
者

が
生
活
費
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
医
療
費

を
支
出
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
そ
の

結
果
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、

死
期
を
早
め
る
。
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
政
府
と
民
間
企
業
が
参
加
し
、
国

を
動
か
す
経
済
力
の
あ
る
企
業
が
政
府
・
労

働
省
・
厚
生
省
と
連
携
し
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。

政
策
決
定
者
が
対
策
の
基
本
と
な
る
政
治

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
物
品
や
人
の

意
志
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
共
同

体
か
ら
国
の
指
導
者
レ
ベ
ル
ま
で
全
て
の
人
々

が
関
与
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
対
策
を
講
じ

る
上
で
必
要
不
可
欠
と
な
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
対
策
を
行
う
た
め
に
は
若
者
へ
の
教
育
、

保
健
、
男
女
平
等
問
題
へ
対
処
す
る
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
問
題
の
根
底
に
横

た
わ
る
問
題
を
見
直
し
、
そ
の
傾
向
を
つ
か

む
こ
と
。
議
論
の
場
を
多
く
設
け
、
｜
般
と

の
討
議
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
政
策

を
成
功
さ
せ
る
カ
ギ
と
な
る
。
ま
た
一
一
○
○

二
年
に
設
立
さ
れ
た
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・

マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
事
務
局
鹿
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
）
は
、
世
界
三
大
疾
病
を
予
防
・
治
療
す

る
た
め
の
世
界
基
金
で
、
こ
れ
ま
で
に
世
界

各
国
・
私
企
業
・
財
団
や
個
人
な
ど
か
ら
二

十
億
ド
ル
あ
ま
り
が
集
ま
る
な
ど
、
多
方
面

か
ら
の
寄
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

世
界
の
人
口
が
六
十
億
人
の
中
、
十
歳
～

二
十
四
歳
人
口
が
十
七
億
人
と
い
う
人
類
史

上
最
大
の
若
者
層
が
存
在
す
る
今
日
、
社
会
・

文
化
的
、
宗
教
的
な
理
由
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

女
性
へ
の
暴
力
、
性
教
育
へ
の
不
信
や
恐
れ
、

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
不
足
、
無
知
か
ら
引

国
境
を
越
え
た
移
動
だ
け
で
は
な
く
、
同
時

に
犯
罪
、
環
境
、
感
染
症
と
い
う
問
題
が
凄

ま
じ
い
勢
い
で
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
「
国
家
の
安
全
保
障
」
の
み
で
対
応
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
「
人
間
の
安
全
保
障
」

と
い
う
よ
り
個
人
・
共
同
体
に
焦
点
を
当
て

た
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本

政
府
は
国
連
に
「
人
間
の
安
全
保
障
基
金
」

を
設
立
、
ま
た
「
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保

障
無
償
」
と
し
て
百
五
十
億
円
を
計
上
、
人

間
の
安
全
保
障
と
い
う
視
点
か
ら
人
道
支
援
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
、
国
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
る
。
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き
起
こ
さ
れ
る
無
防
備
な
性
行
動
に
よ
り
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
を
含
む
性
感
染
症
、
望
ま
な

い
妊
娠
が
増
え
続
け
て
い
る
。
政
策
決
定
者

は
、
多
様
化
す
る
若
者
特
有
の
問
題
を
検
討

し
、
政
策
作
成
、
実
施
の
段
階
で
も
彼
ら
の

ニ
ー
ズ
を
十
分
満
た
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
推
進

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

被
援
助
国
で
新
た
な
政
策
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
、
一
方
的
に
情
報
や
技
術
、
知
識

を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
相
手
国
の
人
・

地
域
と
共
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
、
互

い
の
経
験
を
共
有
化
す
る
中
で
解
決
策
を
見

出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

過
去
三
十
年
に
わ
た
り
世
界
の
社
会
経
済
発

展
の
協
力
を
し
て
き
た
日
本
は
、
自
ら
が
途

上
国
と
し
て
自
発
的
に
考
え
行
動
し
て
き
た

経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
、
被
援
助
国
自
身
の

責
任
感
の
育
成
の
重
要
性
を
認
識
し
、
人
材

育
成
と
能
力
開
発
の
分
野
か
ら
引
き
続
き
支
援
を
し
て
い
く
。

開
会
式
で
は
「
討
議
し
た
内
容
を
踏
ま
え
、

地
域
間
と
の
持
続
可
能
な
開
発
を
進
め
る
」

こ
と
を
確
認
。
引
き
続
き
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

を
緊
急
対
策
事
項
と
し
て
管
理
し
て
い
く
こ

と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
罹
患
者
は
二
○
○
二
年

ま
で
に
世
界
で
四
千
二
百
万
人
、
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
で
は
七
百
二
十
万
人
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
若
者
の
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
者
増
加
が
心
配
だ
。
世
界
人
口
の
四
分

の
一
を
占
め
る
若
者
は
こ
れ
か
ら
国
の
将
来

を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
「
宝
」
で
あ
る
。

青
少
年
の
エ
イ
ズ
に
対
す
る
徹
底
し
た
予
防

教
育
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
蔓
延
は
、
労
働
力
、

と
り
わ
け
食
料
生
産
能
力
を
奪
い
、
食
料
不

ま
ず
予
防
知
識
、
資
材

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
聞
い
て

足
か
ら
食
料
危
機
を
招
き
、
生
き
る
た
め
の

最
低
条
件
を
よ
り
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
。
ま

た
、
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
落
ち
込
み
、
さ
ら
に
悲

惨
な
状
況
が
生
ま
れ
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ

は
、
防
止
に
必
要
な
知
識
や
資
材
が
あ
れ
ば

予
防
で
き
な
い
病
気
で
は
な
い
。
人
間
と
し

て
の
尊
厳
を
持
ち
、
地
球
で
生
き
て
い
く
た

め
の
平
和
活
動
を
さ
ら
に
真
剣
に
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
．

（
木
村
亮
子
）

信
鍼亀

鑪謬；
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盛況の会場で

蝿

国
会
議
員
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
か
ら
国
連

人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
に
拠
出
し
て
い
る
中

に
設
け
ら
れ
た
「
日
本
信
託
基
金
」
の
一
部
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
ま
で
に
マ
レ
ー
シ

ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
こ
の
事
業

が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

ｉ
「
１
１

鶴
》
轤
潤

當
調
・
凸

開会式で点火のセレモニ

谷津AFPPD議長

をする
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開
会
式
の
挨
拶
で
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
議
長
は
「
私
達
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
問
題
を
含
む
人
口
と
開
発
問
題
に
力
を
注

挨拶する谷津AFPPD議長

ス
ー
マ
ン
・
メ
タ
博
士
（
国
連
エ
イ
ズ
合

同
計
画
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）
〃
世
界
的
状
況

と
地
域
ご
と
の
障
害
の
報
告
〃
の
中
で
「
い

ま
、
こ
の
会
議
を
し
て
い
る
間
に
も
、
世
界

の
ど
こ
か
で
毎
分
十
人
が
エ
イ
ズ
に
感
染
し

て
い
る
。
す
で
に
エ
イ
ズ
に
感
染
し
て
い
る

人
は
全
世
界
に
六
千
万
人
以
上
、
エ
イ
ズ
で

死
亡
し
た
人
は
二
千
万
人
以
上
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。
感
染
者
の
九
五
％
が
開
発
途
上
国
の

人
々
で
、
新
た
な
感
染
者
の
半
数
が
十
五
才

か
ら
＋
九
才
ま
で
の
若
者
で
占
め
ら
れ
て
い

る
」
と
説
明
。

国
の
経
済
力
を
弱
め
、
安
全
保
障
を
脅
か

し
、
死
を
招
く
エ
イ
ズ
は
、
コ
ン
ド
ー
ム
の

い
で
き
た
。
日
本
の
国
会
議
員
の
説
得
に
よ
っ

て
日
本
政
府
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

そ
の
他
三
地
域
の
国
会
議
員
活
動
を
支
援
す

る
た
め
に
百
万
ド
ル
の
「
日
本
信
託
基
金
」

を
設
立
し
た
。
限
ら
れ
た
資
金
だ
が
こ
れ
か

ら
も
各
国
国
会
議
員
と
協
力
し
て
、
よ
り
良

全
世
界
で
毎
分
十
人
が
感
染

Ｆ
１
す
で
に
二
千
万
人
が
死
亡

さ
ら
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
文
化
的
な

性
差
）
の
不
平
等
、
差
別
、
偏
見
を
な
く
す

こ
と
を
指
摘
し
、
国
会
議
員
の
重
要
な
役
割

り
は
①
エ
イ
ズ
予
防
の
た
め
の
法
律
の
制
定

②
情
報
の
開
示
③
予
算
配
分
の
充
実
と
確
立

ｌ
に
あ
る
．
と
し
、
宗
教
団
体
と
話
し
合

う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

い
未
来
を
築
く
た
め
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
絶
滅
の
た
め

法
律
整
備
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
、
日
本
の
果
た
し

て
い
る
役
割
り
を
強
調
し
た
。

二
日
間
に
わ
た
る
会
議
の
主
な
る
内
容
は

次
の
通
り
。

正
し
い
使
い
方
な
ど
を
教
え
、
多
く
の
人
々

に
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
、
と

力
説
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如

が
悲
劇
の
原
因

趣
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産
業
、
製
造
業
が
う
け
る
ダ
メ
ー
ジ
も
大

き
い
。
家
計
に
占
め
る
治
療
費
も
大
き
く
、

イ
ン
ド
で
は
月
に
七
、
八
千
円
は
か
か
る
の

で
深
刻
な
支
出
だ
。

二
日
目
の
会
議
で
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
が
経
済
に
与
え
る
影
響
」
と
「
今
後
の
展

望
、
国
会
議
員
の
役
割
」
に
つ
い
て
論
議
し

た
。ア
ブ
サ
レ
エ
・
シ
ヤ
リ
フ
博
士
（
イ
ン
ド

研
究
機
関
の
主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）
「
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
こ
れ
か
ら
経
済
に
大
き
な

脅
威
を
与
え
る
。
ア
フ
リ
カ
の
ボ
ツ
ワ
ナ
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
で
は
三
人
に

一
人
の
大
人
が
感
染
し
て
お
り
深
刻
だ
。

と
く
に
女
性
に
対
す
る
教
育
が
重
要
で
、

ア
フ
リ
カ
で
の
悲
劇
は
、
こ
の
地
域
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
、
こ

家
庭
を
崩
壊
、
産
業
・
経
済
に
打
撃
を
与
え
国
を
滅
ぼ
す

十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の

若
者
に
急
増

大
学
へ
の
進
学
率
、
結
婚
に
も
支
障
が
で

る
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
ふ
え
て
も
歳
入
（
税
収
）

が
ふ
え
な
い
と
社
会
福
祉
予
算
が
ふ
え
ず
、

エ
イ
ズ
は
貧
困
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

大
間
題
な
の
は
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で

の
若
者
に
エ
イ
ズ
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
だ
。

こ
の
影
響
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
に
現
れ
、
一

九
九
八
年
に
は
、
レ
ソ
ト
と
ザ
ン
ビ
ア
で
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
マ
イ
ナ
ス
二
○
％
と
な
り
、
二
○
○

○
年
に
は
ア
フ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の
国
で
一

○
％
か
ら
、
’
三
％
の
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し

て
い
る
。

感
染
者
の
大
半
が
働
き
盛
り
だ
か
ら
経
済

に
悪
影
響
を
与
え
、
国
全
体
の
経
済
が
崩
壊

す
る
事
態
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

の
点
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
が
判
断
し
て
下

さ
い
、
と
問
題
提
起
し
た
。

趣

ピ
ー
タ
ー
・
ヘ
イ
ウ
ッ
ド
博
士
（
世
界
銀

行
公
衆
衛
生
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
エ
イ
ズ

は
人
材
を
破
壊
す
る
。
十
年
位
症
状
が
現
れ

な
い
が
、
そ
の
後
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
、

世
帯
主
が
罹
患
す
れ
ば
子
供
の
教
育
や
、
家

族
、
社
会
全
体
に
与
え
る
影
響
は
極
め
て
大

き
い
。
政
府
に
は
税
収
不
足
と
、
社
会
福
祉

予
算
が
増
大
す
る
と
い
う
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を

与
え
、
悪
循
環
を
起
こ
す
。
ど
う
予
防
す
る

か
。
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
う
、
複
数
と
性
交
し

発
の
融
資
な
ど
の
対
策
が
必
要
だ
。
こ
れ
か

ら
は
エ
イ
ズ
対
策
に
莫
大
な
資
金
が
必
要
に

な
る
が
、
イ
ン
ド
で
は
い
ま
、
国
民
一
人
当

り
の
保
健
予
算
が
僅
か
七
ド
ル
（
約
八
百
円
）

で
、
あ
と
は
国
民
負
担
と
い
う
状
況
だ
。

エ
イ
ズ
は
一
次
感
染
し
て
か
ら
症
状
な
し

に
十
年
位
潜
伏
し
、
危
機
を
迎
え
る
。
タ
イ

で
は
高
速
道
路
を
作
る
と
エ
イ
ズ
が
ふ
え
る

と
い
わ
れ
る
。
建
設
作
業
員
が
家
庭
を
離
れ

て
い
る
と
、
工
事
現
場
周
辺
で
エ
イ
ズ
が
発

生
す
る
と
い
う
の
だ
。

イ
ン
ド
で
は
貧
困
率
が
二
五
％
ま
で
下
が
っ

て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
製
薬
産
業
に
ワ
ク
チ
ン
開
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フ
ラ
ン
シ
ス
。
Ｍ
・
フ
ァ
ラ
博
士
（
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
）
⑩
国
会
議
員
や
地
方
議
員
は
政

策
を
積
極
的
に
支
援
す
べ
き
だ
②
保
健
制

度
の
中
で
検
査
を
充
実
し
て
行
な
う
べ
き
だ

③
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
化
、
文
書
化
し
、
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
メ
デ
ィ
ア
、
新

聞
な
ど
を
利
用
し
て
く
り
返
し
伝
え
る
こ
と

が
大
切
だ
。

な
い
な
ど
の
予
防
を
す
れ
ば
九
○
％
位
は
新

感
染
が
減
る
。

》
》

二
日
間
に
わ
た
る
会
議
の
ま
と
め
と

し
て
、
次
の
勧
告
を
採
決
し
た
。

シ
・
ナ
ピ
ン
氏
（
イ
ン
ド
・
デ
リ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
感
染
者
の
家
庭
で
は
娘
や
息

子
が
結
婚
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
治
療
の
た

め
休
暇
届
け
を
出
し
た
ら
診
断
書
を
み
て
会

社
が
ク
ビ
に
し
た
例
が
あ
り
、
悲
惨
だ
。
エ

イ
ズ
は
ま
さ
に
不
幸
そ
の
も
の
だ
。

（
広
瀬
次
雄
）

国
会
議
員
は
予
防
法
を
制
定
、

予
算
の
充
実
を

制
度
的
側
面
（
対
策
を
可
能
に
す
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
）

｜
、
可
能
な
限
り
、
国
会
議
員
会
議
を
含
む

す
べ
て
の
会
議
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
ｌ
Ｄ
Ｓ

お
よ
び
そ
の
感
染
を
蔓
延
さ
せ
る
要
素
に

つ
い
て
の
啓
発
を
行
う
。

｜
｜
、
国
境
を
越
え
た
人
身
売
買
を
止
め
る
た

め
に
国
会
議
員
及
び
立
法
者
の
地
域
的
連

帯
を
構
築
す
る
。

三
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
国
内
超

党
派
の
会
合
を
開
催
す
る
よ
う
促
進
す
る
。

四
、
注
射
器
や
注
射
針
の
再
使
用
を
禁
止
し
、

血
液
の
安
全
性
を
確
保
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
効
果
的
に
実
施
す
る
立
法
を
行
う
。

活
動
の
ポ
イ
ン
ト

・
市
民
社
会
組
織
に
対
す
る
支
援
を
提
供
す

る
。

・
学
校
、
大
学
、
単
一
校
外
教
育
の
場
で
性
教

育
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
ｌ
Ｄ
Ｓ
を
十
分
に
考
慮

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
機
材
を
家
庭
内

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
南
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
勧
告

で
、
村
落
内
で
、
そ
し
て
そ
の
他
の
レ
ベ

ル
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

現
地
語
で
書
か
れ
た
機
材
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

・
抗
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
剤
を
誰
で
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス

ケ
ア
（
Ｐ
Ｈ
Ｃ
）
病
院
と
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ

ス
を
強
化
す
る
た
め
の
立
法
の
準
備
を
は

じ
め
る
。

・
す
べ
て
の
立
法
者
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

に
対
す
る
法
的
な
認
識
と
感
受
性
を
構
築

す
る
。

・
自
発
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
検
査
を
強

化
す
る
。

・
国
家
予
算
を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
、

介
護
、
支
援
の
た
め
に
有
効
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

・
共
同
体
に
お
け
る
弱
者
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
に
貧
困
や
識
字
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

す
る
投
資
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
。

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
政
党
の
政
策
綱
領

（
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
）
中
に
取
り
込
む
。

・
宗
教
・
文
化
団
体
と
共
に
活
動
す
る
。
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谷
津
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
と
、
広
瀬
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務

理
事
に
イ
ン
ド
議
連
が
「
特
別
功
労
薑
し

⑮
谷
津
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
（
右
か
ら
二
人
目
）
と
⑯
広
瀬
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

常
務
理
事
・
事
務
局
長
（
左
か
ら
二
人
目
）
に
－
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
イ
ン

ド
人
ロ
・
開
発
議
員
連
盟
）
か
ら
「
特
別
功
労
賞
」
が
贈
ら
れ
る

０
０
０
０
１
ｒ
７
７
７
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
０
０
０
０
０
０
０
９
＃
Ｙ
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｊ
ｌ
０
０
０

イ
ン
ド
人
口
と
開
発
議
員
連
盟

（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

（
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
議
長
の
谷
津
義

男
・
日
本
国
衆
院
議
員
に
対
し
、

国
際
的
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た

功
績
を
讃
え
「
特
別
功
労
賞
」
を
、

同
じ
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
事
務
局
と
し
て
永

年
に
わ
た
り
ア
ジ
ア
の
人
口
・
開

発
問
題
に
貢
献
し
た
と
し
て
ア
ジ

ア
人
口
・
開
発
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
）

常
務
理
事
、
事
務
局
長
、
広
瀬
次

雄
氏
に
「
特
別
功
労
賞
」
を
そ
れ

ぞ
れ
シ
ン
デ
ィ
ア
ー
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議

長
と
、
ク
リ
エ
ン
・
イ
ン
ド
連
邦

会
議
議
員
か
ら
贈
っ
た
。

１
１

iｉ
'

二
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共
感
を
呼
ん
だ
「
ウ
ガ
ン
ダ
の
エ
イ
ズ
教
育

九
月
二
十
六
日
、
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
）
東
京
事
務
所
は
開
所
一
周
年
を
記

念
し
て
、
「
ア
フ
リ
カ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

～
『
共
動
』
へ
の
一
歩
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ

国
連
人
ロ
基
金
東
京
事
務
所
が
一
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国連人口基金東京事務所１周年記念シンポジウム(国連大学会議室で）

ジ
ウ
ム
を
国
連
大
学
会
議
室
で
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
九
月
二
十
九
日
～
十
月
一
日
の
三

日
間
、
東
京
で
行
わ
れ
た
第
三
回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅲ
）
の
プ
レ
・
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
近
年

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
が
力
を
入
れ
て
い
る
ア
フ
リ
カ

諸
国
で
の
エ
イ
ズ
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
論
議
を
深
め
た
。

有
効
な
エ
イ
ズ
対
策
を
行
う
た
め
に
は
国

際
機
関
・
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
三
者
の
連
携
が

重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
は
、
フ
ァ
マ
・
バ
ー
・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
ア

フ
リ
カ
局
長
、
ケ
ニ
ア
・
ウ
ガ
ン
ダ
で
活
動

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
ベ
ナ
ー

ド
・
ウ
ェ
ソ
ン
ガ
氏
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
リ

バ
・
パ
パ
・
ウ
ガ
ン
ダ
大
使
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
招
か
れ
、
日
本
の
エ
イ
ズ
問
題
に
対

す
る
国
際
協
力
の
現
状
報
告
に
つ
い
て
、
西

田
良
子
・
財
ジ
ョ
イ
セ
フ
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
部
長
、
山
元
比
呂
子
・
外
務
省
経
済
協
力

局
調
査
研
究
課
課
長
補
佐
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と い

し
て
参
加
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
若
者
へ
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
実
施
し
、
感
染
率
を

激
減
さ
せ
た
ウ
ガ
ン
ダ
の
事
例
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
「
性
行
為
が
関
係
す
る
問
題
だ
け
に
、

エ
イ
ズ
対
策
は
難
し
い
も
の
だ
が
、
若
者
を

エ
イ
ズ
か
ら
守
る
必
要
性
を
訴
え
、
繰
り
返

し
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
有
効
な
対
策
」

（
ウ
ェ
ソ
ン
ガ
氏
）
と
報
告
。
パ
パ
・
ウ
ガ
ン

ダ
大
使
は
、
学
校
で
エ
イ
ズ
教
育
を
受
け
た

子
供
た
ち
か
ら
「
大
統
領
に
も
エ
イ
ズ
問
題

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
「
パ
パ
と
マ
マ
に
エ

イ
ズ
問
題
に
つ
い
て
教
え
た
い
」
「
エ
イ
ズ
教

育
が
学
校
で
も
っ
と
広
が
る
よ
う
に
働
き
か

け
た
い
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
意
見
が
次
々

に
出
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
、
教
育

が
単
な
る
エ
イ
ズ
対
策
を
越
え
て
、
社
会
教

育
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を

強
調
し
た
。
若
者
の
間
に
エ
イ
ズ
が
広
ま
っ

て
い
る
日
本
も
、
エ
イ
ズ
対
策
の
先
駆
者
と

し
て
の
ウ
ガ
ン
ダ
の
経
験
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ

が
多
い
と
、
若
者
を
中
心
と
し
た
百
五
十
名

ほ
ど
の
参
加
者
に
、
大
き
な
共
感
を
与
え
て

い
た
。

（
竹
本
将
規
）
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財団法人アジア人口・開発協会は機関誌一『人口と開発』で発表する論文を募集致し

ます。テーマは、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、アジアの現状に関するも
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１
１
「
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

論文応募者多数の場合には、財団法人アジア人口・開発協会内で審査し採用原稿を決

定致します。また編集の都合で、次号に掲載される場合もあります。同じ研究者による

異なった視点の論文も歓迎致します。

この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を切り開く

ようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。今後の人口と開発に関する研究

を促進することを目的としており、大学院生をはじめ、若手研究者に門戸を開くもので

す。広くご案内下さいますようお願い申し上げます。

’
’
１
１
１
１
口
「
Ｉ

投稿される原稿は原則としてワープロ原稿とし、そのプリントアウト原稿と使用ソフ

ト名を明記したＦＤで投稿してください。投稿の際には原稿と同時に、応募者の略歴（写

真つき)、投稿内容に関する写真２枚も同封してください。

なお、採用された論文には薄謝（当財団規定）を進呈致します。振る

い。

ってご応募下さ

,Ｌ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一由一一一一」
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玉
一

財
団
法
人
・
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
は

こ
の
夏
、
教
育
・
啓
発
を
目
的
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
柏
、
松
山
、
横

浜
、
長
野
各
市
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
市
の
計
五
カ
所
で
人
口
セ
ミ
ナ
ー

１
１
１
１
１
Ｊ

し
』
一

》
ｊ
『
ア
ー

紗欄醐掛》トー
［
ロ
く
山
浜
野
ア
ー

の
柏
松
横
長
ク
一

セミナーの曰程

Ⅶ
狛
肥
肥
泊
肥
一

一
２
２
２
２
１
一

一
月
月
月
月
月
一

一
ｍ
ｍ
ｗ
ｗ
ｗ
一

摩
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で

中一ｍ－ｃ－●￣ＣＯＣヨ弱←･ｄＤ－０か￣因トー0の￣･ｑＤ－Ｃ－･か￣●￣゛■ロ司仇－０ケ－－の一●－－｡■･－

を
開
催
し
た
。

広
く
、
ほ
と
ん
ど
は
自
分
自
身
が
高
齢
か
、

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
タ
イ
ト
ル
は
、
国
内
若
い
人
は
老
親
を
抱
え
た
人
が
多
か
っ
た
。

が
『
少
子
・
高
齢
化
の
行
方
ｌ
ど
う
す
る
賞
逆
に
子
供
が
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、

方
の
老
後
』
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
『
ア
セ
ア
ン
諾
自
分
が
高
齢
に
な
っ
た
時
に
、
果
た
し
て
子

国
に
お
け
る
高
齢
化
人
口
』
と
、
い
ず
れ
も
供
が
ど
う
対
応
し
て
く
れ
る
か
が
不
安
で
、

高
齢
化
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

会
場
に
駆
け
つ
け
た
と
い
う
人
も
い
た
。

国
内
の
講
師
は
、
日
本
大
学
人
口
研
究
所
講
演
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
、
国
内
外

次
長
の
小
川
直
宏
教
授
が
努
め
、
こ
れ
か
ら
と
も
に
「
こ
う
い
う
研
修
を
も
つ
と
や
る
べ

や
っ
て
く
る
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
つ
い
き
だ
」
「
こ
の
話
を
若
い
人
に
こ
そ
聞
か
せ
る

て
、
身
近
な
具
体
例
で
参
加
者
に
語
っ
た
。
べ
き
だ
」
「
介
護
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ

出
席
者
は
五
十
歳
代
か
ら
七
十
歳
代
と
幅
が
た
」
な
ど
、
建
設
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

１
．
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｊ
ｉ

小
川
先
生
は
、
い
き
な
り
「
リ
ス
ト
ラ
が

い
か
に
少
子
化
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
い
る

「
人
ロ
問
題
、
大
事
で
す
ね
え
」

か
」
と
話
し
か
け
た
。
前
置
き
な
し
に
い
き

な
り
身
近
な
話
が
始
ま
っ
た
。
だ
が
、
こ
う

い
う
関
心
あ
る
話
に
は
出
席
者
が
身
を
乗
り

出
し
て
く
る
か
ら
、
反
応
の
度
合
い
は
す
ぐ

わ
か
る
。
集
ま
っ
た
の
は
、
か
な
り
熱
心
な

方
ば
か
り
。

蕊
蕊
》
蕊
鍵
懲

--.尺・・.．､.字,苧･･[:憲司弓

惹鋒脅i;蕊
、毛弓：:..-.弔・:･孔~琴

$蝋
零
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国内外で「少子・高齢化」セミナー開く

こ
の
地
域
は
典
型
的
な
首
都
圏
地
域
だ
け

に
、
集
ま
っ
た
人
は
市
内
の
人
ば
か
り
で
は

な
い
。
隣
町
か
ら
東
京
へ
通
勤
し
て
い
た
元

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
氏
は
「
人
口
問
題
っ
て
い
う

と
、
な
に
か
堅
苦
し
く
聞
こ
え
る
が
、
定
年

に
な
っ
て
こ
の
種
の
会
合
に
出
て
み
て
、
い

か
に
大
事
な
話
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
い
ま
ま
で
何
も
考
え
ず
に
働
い
て
き

男性の参加者が目立った（柏）

き
時
代
な
ん
で
す
」
と
説
明
し
始
め
た
。
説

得
力
を
持
つ
説
明
ぶ
り
に
、
出
席
者
の
ほ
と

ん
ど
が
頷
く
。

当
面
の
関
心
は
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
高
齢

世
代
に
差
し
か
か
る
と
い
う
問
題
。
そ
の
前

に
親
の
面
倒
を
み
る
問
題
と
、
二
つ
の
高
齢

化
を
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
す

る
と
単
に
高
齢
化
と
い
っ
て
も
、
判
断
は
「
自

分
の
問
題
か
、
親
の
問
題
か
」
で
解
釈
は
変

松
山
市
の
高
齢
化
も
相
当
な
も

の
ら
し
い
。
小
川
先
生
は
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
図
表
を
示
す
。

「
こ
の
カ
ー
ブ
が
こ
う
上
が
っ
て
い

く
と
、
絶
望
的
な
社
会
に
な
り
ま

す
。
人
口
学
的
に
高
齢
社
会
は
変

え
よ
う
が
な
い
。
必
ず
来
る
も
の

な
ん
で
す
。
高
齢
社
会
は
選
択
な

た
自
分
を
考
え
る
と
、
空
し
い
で

す
ね
」
と
言
っ
た
。

高
齢
化
は

選
択
な
き
時
代

蝋繍繍徽》

「
高
齢
化
社
会
と
い
え
ば
、
私
た
ち
に
は
一

番
身
近
な
問
題
で
す
」
と
い
う
ご
婦
人
五
十

わ
っ
て
く
る
。
発
言
内
容
に
も
そ
の
辺
の
迷

い
が
見
ら
れ
た
。

｜
｜
団
】
ト
ー

笑い声が絶えなかった（松山）
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<表情も真剣話を間

(横浜）

九
歳
と
い
う
。
「
高
齢
化
社
会
と
い
う
言
葉
は

正
直
言
っ
て
、
こ
の
年
に
な
る
ま
で
、
心
の

底
か
ら
〃
高
齢
化
〃
と
い
う
も
の
を
考
え
て

は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

き
ょ
う
は
、
し
っ
か
り
お
話
を
う
か
が
っ
て

い
き
ま
す
。
隣
の
ご
婦
人
も
し
き
り
に
頷
い

て
い
た
。
こ
れ
だ
け
世
の
中
が
「
高
齢
化
・

少
子
化
」
一
色
で
も
、
果
た
し
て
一
般
市
民

て
一
般
市
民

の
方
の
自
覚

は
…
…
。
あ

え
て
セ
ミ

ナ
ー
が
始
ま

る
前
に
質
問

し
て
み
た
。

セ
ミ
ナ
ー

の
中
盤
、
小

川
先
生
が
「
二

○
○
六
年
に

は
日
本
の
介

護
保
険
は
世

界
最
低
の
レ

ベ
ル
に
な
る

で
し
ょ
う
」

と
一
言
い
う

と
、
一
気
に

静
か
に
な
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
、
先
ほ
ど
の
ご
婦
人
に
う
か
が
っ

て
み
た
。
「
し
っ
か
り
聞
き
ま
し
た

よ
。
主
人
に
も
忘
れ
な
い
う
ち
に

伝
え
ま
す
」
。

真
剣
み
を
帯
び
て
く
る
。
一
人
の
女
性
が
生

涯
に
産
む
平
均
子
供
数
が
一
・
三
一
一
と
最
低

値
が
最
近
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
。
い
く
ら
子

供
を
育
て
た
く
て
も
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と

な
れ
ば
話
は
別
。
仕
事
と
育
児
の
両
立
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
も
ネ
ッ
ク
に
な
る
。

そ
こ
で
質
問
は
将
来
の
経
済
活
力
の
問
題

に
集
中
す
る
。
な
か
で
も
「
娘
が
パ
ラ
サ
イ

「
日
本
の
総
人
口
は
二
○
○
五
年

に
は
減
り
始
め
ま
す
」
と
小
川
先

生
の
第
一
声
に
ざ
わ
め
き
が
起
き

た
。
や
は
り
概
念
的
に
は
わ
か
っ

て
い
て
も
、
改
め
て
グ
ラ
フ
図
を

見
せ
ら
れ
る
と
、
皆
さ
ん
の
顔
が

少
子
化
と

高
齢
化
の
狭
間

蕊

ト
シ
ン
グ
ル
（
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
親
に

依
存
し
て
生
活
す
る
若
者
）
で
、
一
方
の
主

人
は
早
々
と
退
職
し
、
私
は
家
で
少
子
・
高

齢
化
の
狭
間
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
い
っ

た
両
面
の
問
題
を
抱
え
た
切
実
な
訴
え
も
出

た
。

（
石
橋
武
之
）

熱のこもった小川先生の話しぶり（長野）
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国内外で「少子,高齢化」セミナー開く

ｉ
１
１

一津]￣￣￣■￣＝￣

蕊繊
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止
業
定
年
を
布
歳
に
引
上
け

労
働
力
不
足
は
高
齢
者
の
活
用
で

第
二
次
大
戦
直
後
、
一
九
四
七
～
四
九
年

に
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
起
き
、
そ
の
後
わ
が
国

の
出
生
率
は
人
類
史
上
初
め
て
の
ス
ピ
ー
ド

で
低
下
し
始
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本

の
人
口
は
間
も
な
く
減
り
始
め
ま
す
。
こ
れ

は
あ
る
意
味
で
国
際
的
な
現
象
と
も
い
え
る

の
で
す
が
、
な
か
で
も
合
計
特
殊
出
生
率
二

人
の
女
性
が
産
む
平
均
子
供
数
）
を
み
れ
ば
、

日
本
の
人
口
構
成
か
ら
い
っ
て
、
少
子
化
の

ツ
ケ
が
他
国
に
比
べ
て
、
い
か
に
深
刻
か
が

わ
か
り
ま
す
。
戦
後
の
一
九
七
四
年
に
は
四
・

五
四
で
し
た
。
一
人
の
女
性
が
平
均
四
人
以

上
を
産
ん
で
い
た
の
で
す
。
そ
れ
が
七
三
年

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
翌
年
か
ら
下
が
り
始

め
、
そ
れ
か
ら
三
十
年
し
か
た
っ
て
い
な
い

の
に
、
昨
年
は
一
・
三
二
に
ま
で
落
ち
た
の

で
す
。
こ
の
事
実
を
し
っ
か
り
頭
に
入
れ
て
、

き
ょ
う
の
話
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
に
戦
後
の
出
生
数
の
グ
ラ
フ
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
即
座
に
グ
ラ
フ

の
カ
ー
ブ
が
右
下
が
り
で
落
ち
込
ん
で
い
る

こ
と
に
気
づ
か
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

今
度
は
そ
の
グ
ラ
フ
を
縦
に
し
ま
す
と
、
ご

覧
の
と
お
り
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
出
来
上

が
り
で
す
。
こ
れ
は
手
品
で
も
何
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
横
を
縦
に
し
た
だ
け
で
す
。
し
か

も
少
子
化
の
グ
ラ
フ
の
裏
に
は
、
現
代
に
つ

な
が
る
幾
つ
も
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。

そ
の
最
大
の
も
の
は
経
済
不
況
に
伴
う
も

の
で
し
ょ
う
。
高
い
教
育
費
で
、
両
親
は
共

働
き
。
そ
の
影
で
子
供
が
次
々
に
社
会
的
な

犠
牲
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
悲
劇
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
も
経
済
不
況
と
大
い
に

関
係
あ
る
と
い
え
ま
す
し
、
人
心
も
荒
廃
し

て
き
て
い
ま
す
。
毎
日
新
聞
社
が
長
年
、
行
っ

て
い
る
「
全
国
家
族
計
画
世
論
調
査
」
で
も
、

や
は
り
、
「
子
供
数
は
一
～
二
人
」
と
答
え
て

；
，
；
；
；

１
１
１
口

い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
理
想
の
子

供
数
は
三
人
」
と
、
こ
の
数
字
は
変
わ
ら
な

い
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で

の
年
少
人
口
の
下
降
カ
ー
ブ
と
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
人
口
の
上
昇
カ
ー
ブ
が
九
六
年

に
交
差
し
、
以
後
、
こ
の
比
率
は
ま
す
ま
す

開
い
て
い
ま
す
。
総
人
口
が
減
る
た
め
高
齢

化
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
ば
か
り
で
、
一
一
○

一
五
年
に
は
高
齢
化
率
は
二
六
・
九
％
と
み

ら
れ
ま
す
。
｜
体
、
ど
ん
な
世
の
中
に
な
る

の
か
、
皆
さ
ん
想
像
で
き
ま
す
か
。

そ
こ
で
私
は
大
き
な
提
案
を
い
た
し
ま
す
。

い
ま
企
業
が
目
指
し
て
い
る
六
十
五
歳
定
年

を
一
気
に
七
十
五
歳
ま
で
引
き
上
げ
、
思
い

切
り
高
齢
人
口
の
活
性
化
を
図
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
高
齢
人
口
が
占
め
る
割
合
を
一
七
％

な
ら
一
七
％
と
、
絶
え
ず
そ
の
数
字
を
維
持

さ
せ
て
い
け
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
数
字

に
苦
し
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ

ば
年
金
、
そ
の
他
の
出
費
も
抑
え
ら
れ
る
は

ず
で
す
。
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マ
レ
ー
シ
ア
教
育
セ
ミ
ナ
ー

社
会
問
題
と
し
て
の
高
齢
化

アジアの高齢化について意見を述べる地元ＮＧＯの代表者

「
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
お
け
る
高
齢
化
」
と
題

し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
七
月
十
九
日
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
（
国
連
人
口
基

金
）
の
教
育
・
啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発

協
会
）
が
主
催
し
、
日
本
信
託
基
金
（
Ｊ
Ｔ

Ｆ
）
に
よ
る
資
金
提
供
で
開
か
れ
た
も
の
で
、

セ
ミ
ナ
ー
そ
の
も
の
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
（
人

口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
マ
レ
ー
シ
ア
事
務
局
の
協
力
で
行
わ
れ

た
。セ
ミ
ナ
ー
の
狙
い
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
ま

だ
十
分
論
議
さ
れ
て
い
な
い
「
社
会
問
題
と

し
て
の
高
齢
化
」
を
い
ち
早
く
取
り
上
げ
、

社
会
政
策
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
て
よ
う
と

い
う
も
の
。
日
頃
、
こ
の
問
題
に
関
心
を
持

つ
国
会
議
員
や
政
策
担
当
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー

プ
が
一
同
に
会
す
る
機
会
を
作
り
、
今
後
、

高
齢
化
問
題
に
関
す
る
情
報
交
換
を
活
発
に

行
う
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
広
瀬
次
雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理

事
の
主
催
者
挨
拶
（
事
務
局
・
竹
本
が
代
読
）

か
ら
始
ま
り
、
プ
ト
ラ
・
マ
レ
ー
シ
ア
大
学

の
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
イ
ザ
ン
・
ハ
ミ
ッ
ド
准
教

授
と
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
の
ニ
ブ
ホ
ン
・

デ
バ
バ
ラ
ー
ヤ
博
士
に
よ
っ
て
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
現
状
と
ア
セ
ア
ン
諸
国
全
体
の
高
齢
化

傾
向
や
、
タ
イ
の
高
齢
化
対
策
の
事
例
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

参
加
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
た

ち
は
、
「
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
専
門
家
か
ら
マ

レ
ー
シ
ア
の
状
況
や
、
他
の
ア
セ
ア
ン
諸
国

の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
た
こ
と
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
も
高
齢
化
対
策

事
業
に
早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
や
、
「
今

後
も
、
よ
り
多
く
の
参
加
者
を
募
っ
て
、
高

齢
化
に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
継
続
し
、

底
辺
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と
の
提
案
も
出
さ

れ
た
。

（
竹
本
将
規
）
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昨
年
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
で
開
催
さ
れ
た
「
国

際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
実
施
の
た
め
の

二
○
○
二
年
国
際
議
員
会
議
」
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）

の
席
で
、
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

事
務
局
長
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン

北
京
で
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
設
立
二
十
周
年
記

念
会
議
は
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議

員
活
動
を
よ
り
一
層
展
開
す
る
上
で
記
念
す

べ
き
会
議
に
な
っ
た
。
国
会
議
員
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
・
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
と
の
協
力
関
係
の
構
築
に

よ
っ
て
人
口
・
開
発
分
野
に
お
け
る
、
国
会

議
員
の
積
極
的
な
活
動
が
始
ま
り
、
現
在
で

は
世
界
規
模
の
活
動
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の

活
動
の
成
果
を
見
て
、
他
の
国
連
機
関
も
刺

激
さ
れ
こ
れ
に
な
ら
っ
た
活
動
を
行
お
う
と

し
て
い
る
が
、
ど
れ
も
日
本
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

と
の
関
係
の
よ
う
な
成
功
を
導
く
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

■
北
京
会
議
と
そ
の
後

グ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
は
改
め
て
国
会
議
員

の
重
要
な
役
割
を
認
識
し
た
。
国
会
議
員
が
、

人
口
問
題
に
対
す
る
活
動
の
源
泉
で
あ
る
資

金
・
人
材
を
動
員
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
Ｉ

Ｃ
Ｐ
Ｄ
が
提
示
し
た
項
目
（
人
口
、
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、

女
性
の
地
位
等
）
を
、
国
内
外
で
取
り
組
む

う
え
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、

多
く
の
場
面
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
で

も
、
第
五
回
Ｕ
Ｎ
ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
人
口
会
議

は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
反
対
に
直
面
し
な
が

ら
も
、
｜
枚
岩
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
の
国
々
は

団
結
し
、
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル

ス
を
自
分
た
ち
の
国
の
優
先
事
項
と
し
て
支

持
し
票
を
投
じ
た
と
い
う
意
味
で
重
要
な
会

議
と
な
っ
た
。

「
】
【
】

。
■

字
■

】
【
】
三
一

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
活
動
は
現
在
、
加
盟
二
十

五
カ
国
の
国
内
委
員
会
の
う
ち
、
十
三
ヶ
国

に
常
勤
職
員
が
お
り
、
定
期
的
な
国
会
議
員

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
各

国
事
務
所
は
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
な

ど
で
そ
の
国
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
に
国
会

議
員
支
援
を
加
え
、
有
意
義
な
活
動
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
北
京
会
議
で
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

の
各
国
国
内
、
地
域
活
動
に
重
点
を
お
く
活

動
方
針
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

活
動
に
参
加
し
て
い
る
各
国
国
会
議
員
が
、

各
国
国
内
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
同
僚
国
会

議
員
に
人
口
・
開
発
問
題
に
対
し
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
貧
困
当
雇
用
、

食
料
安
全
、
水
環
境
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、

女
性
の
地
位
な
ど
の
諸
問
題
と
人
口
増
加
が

密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
よ
り
一
層
強
く

主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。

■
北
京
で
決
ま
っ
た活
動
方
針
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も
う
一
つ
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
成
果
と
し
て

は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
徐
々
に
、
人
口
と
健
康

問
題
を
扱
う
公
式
な
国
会
議
員
委
員
会
活
動

の
基
盤
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ネ
パ
ー

ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
キ
ル
ギ

ス
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
イ

ラ
ン
で
は
国
会
内
の
公
式
な
常
任
委
員
会
が
、

そ
の
国
の
国
内
委
員
会
と
し
て
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

に
加
盟
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
は

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
に
国
会
内
で
事
務
局
を
運
営
す

る
こ
と
を
許
可
し
、
事
務
局
室
と
そ
の
他
設

備
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
人
口
と
開
発
に
関

す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
立
法
者
委
員
会
は
公
式
に

認
知
さ
れ
、
上
院
の
中
に
事
務
所
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
例
の
一
つ
で
あ
る
。

イ
ラ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ネ
パ
ー

ル
の
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
、
各
国
国
内
の
活
動
に

対
す
る
旅
費
な
ど
を
支
援
し
、
私
達
の
活
動

に
理
解
を
示
し
て
い
る
。

北
京
で
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
第
七
回
大
会
と
全

Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
Ｄ
は
二
○
○
二
年
十
月
に
再
建

さ
れ
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
フ
ィ
ジ
ー
事
務
所
が
活

動
資
金
を
提
供
し
て
い
る
。
フ
ィ
ジ
ー
の
国

会
議
長
で
も
あ
る
、
ラ
ッ
・
エ
ピ
リ
・
ナ
イ

ラ
チ
カ
ウ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
副
議
長
は
、
太
平
洋

議
員
グ
ル
ー
プ
の
議
長
で
も
あ
る
。

人
代
（
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
会
議
後
、
張
懐
西
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
副
議
長
が
、
全
国
人
民
代
表
大
会
（
Ｎ

Ｐ
Ｃ
）
中
国
国
民
政
策
諮
問
議
会
の
副
議
長

に
昇
進
し
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
活
動
に
熱
心
に
参

加
さ
れ
た
フ
・
チ
エ
シ
ャ
ン
議
員
も
、
現
在
、

全
人
代
（
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
の
副
議
長
を
務
め
、
共

に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い

る
。北
京
会
議
の
直
後
二
○
○
一
一
一
年
十
二
月
十

二
～
十
三
日
に
、
第
五
回
Ｕ
Ｎ
ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
人
口
会
議
、
ア
ジ
ア
人
口
Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
議
と

■
太
平
洋
議
員

グ
ル
ー
プ
の
再
建

■
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
実
施
に
関
す
る

バ
ン
コ
ク
議
員
会
議

今
回
、
世
界
中
が
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
人

口
会
議
の
成
り
行
き
に
注
目
し
て
い
た
。
ア

メ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動

計
画
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
た
直
後
だ
け
に
、

会
議
に
お
け
る
一
言
隻
句
が
重
要
で
、
各
国

が
投
じ
る
一
票
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。

今
回
、
会
議
で
示
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸

国
の
意
志
は
極
め
て
明
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。

全
て
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
と
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々

と
政
府
は
、
一
致
団
結
し
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
理
念

を
支
持
し
た
。
そ
し
て
、
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
地
域
の
経
済
開
発
に
大
変
重
要
で
あ
る
と

い
う
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
提
出
さ
れ
た
。
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
と
国
会
議
員
の
存
在
は
重
要

な
意
義
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
谷
津
義
男
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
会
議
に
お

併
せ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画

進
展
の
検
討
の
た
め
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
国

会
議
員
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ジ

ア
各
国
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
会
議
員
達
の
人

口
と
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
役
割
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
主
要
課
題
に
対
す
る
各
国
国
会

議
員
の
活
動
信
条
を
知
る
上
で
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
。
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北
京
会
議
で
設
立
が
決
ま
っ
た
食
料
安
全

保
障
委
員
会
は
、
桜
井
新
委
員
長
（
前
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
）
の
も
と
活
動
を
開
始
し
た
。

最
初
の
常
任
委
員
会
会
議
は
、
「
食
料
安
全
保

障
、
水
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
二
月
七
～
八
日
に
バ
ン
コ
ク
で

開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
に
は
十
ヶ
国
の
国
会

議
員
が
参
加
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
専
門
家

な
ど
が
論
議
す
る
た
め
の
資
料
を
提
供
し
、

次
回
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
で
は
、
食
料
安
全
保
障

を
実
現
す
る
た
め
に
、
公
平
な
取
引
を
成
立

さ
せ
る
こ
と
、
国
会
議
員
が
食
料
安
全
保
障

を
推
進
す
る
よ
う
決
議
さ
れ
た
。

■
女
性
に
対
す
る
暴
力
撲
滅

南
ア
ジ
ア

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
一
一
○
○
○
年
以
来
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
撲
滅
に
つ
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

け
る
大
臣
級
会
合
で
国
会
議
員
会
議
声
明
文

を
発
表
し
た
。

■
食
料
安
全
保
障

常
任
委
員
会

第
一
一
一
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
三
月
に
日

本
で
開
催
さ
れ
た
。
環
境
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
国
際
議
員
組
織
で
あ
る
グ
ロ
ー
ブ
が

ン
を
行
っ
て
き
た
。
「
南
ア
ジ
ア
の
女
性
に
対

す
る
暴
力
撲
滅
に
た
い
す
る
国
会
議
員
会
議
」

は
そ
の
一
連
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る
。
ス
ニ

タ
・
ム
カ
ジ
ェ
ー
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
駐
在
代
表
、
ワ
シ
ム
・
ザ
マ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
カ
ン
ト
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
責
任
者

が
協
力
し
て
南
ア
ジ
ア
議
員
会
議
を
開
催
し
、

同
会
議
に
は
南
ア
ジ
ア
か
ら
八
カ
国
の
議
員

が
参
加
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
会
議
長

と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
大
臣
数
名
、
イ
メ
ル

ダ
・
ヘ
ン
キ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
次
長
が

開
会
式
で
挨
拶
を
述
べ
た
。
こ
の
会
議
に
参

加
し
た
国
会
議
員
は
各
々
に
目
標
を
掲
げ
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
を

始
め
て
い
る
。
こ
の
会
議
は
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｃ
Ｓ
Ｔ
ネ

パ
ー
ル
の
す
ば
ら
し
い
協
力
の
成
果
と
い
え

る
。

■
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

世
界
銀
行
国
会
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｐ

Ｎ
ｏ
Ｗ
Ｂ
）
の
活
動
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
密
接
連
携
し
て
活
動
し
た
。
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｇ
、
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、

Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
と
共
に
、
世
界
銀
行
議
員
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
Ｐ
ｎ
ｏ
Ｗ
Ｂ
）
の
ア
テ
ネ
会
議

で
人
口
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
世
界
中

か
ら
百
名
以
上
の
国
会
議
員
が
参
加
し
た
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
谷
津
義
男
議
長
、
マ
レ
ー
１
。

中
心
と
な
っ
て
水
問
題
に
対
す
る
国
会
議
員

会
議
が
開
催
し
た
。
谷
津
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長

は
グ
ロ
ー
ブ
ジ
ャ
パ
ン
の
事
務
総
長
で
も
あ

る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
こ
の
活
動
に
協
力
し
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
マ
リ
、
ペ
ル
ー
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
タ
イ
か
ら
の
国
会
議
員
の
同
会
議

へ
の
参
加
を
支
援
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、

水
と
人
口
に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
も
重
点

的
に
活
動
し
て
お
り
、
こ
の
会
議
後
、
水
と

人
口
問
題
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議

開
催
を
提
案
し
た
。

■
世
界
銀
行

国
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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ス
カ
ベ
ボ
ラ
キ
ッ
ト
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総
長

は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
代
表
と
し
て
会
議
に
参
加
し
、

共
に
運
営
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
も
選
ば
れ
た
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
目
標
は
人
口
と
開
発
の
議
題

を
、
国
会
議
員
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

へ
取
り
込
む
こ
と
で
あ
る
。
谷
津
義
男
議
員

と
マ
レ
ニ
ー
・
ス
カ
ベ
ボ
ラ
キ
ッ
ト
上
院
議

員
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ウ
オ
ル
フ
ェ
ン
ソ
ン
世

銀
総
裁
と
個
別
に
会
談
を
行
い
、
世
界
銀
行

の
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

世
界
銀
行
は
十
月
二
十
日
に
パ
リ
で
世
界
銀

行
国
会
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
予

定
で
あ
る
。

二
○
○
三
年
十
月
六
～
十
日
、
第
一
一
回
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
及
び
セ
ク
シ
ャ
ル
ヘ
ル
ス

に
関
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議
が
バ
ン
コ
ク

で
開
催
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
、
関
係
者
の
間
で

広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
総

長
マ
レ
ニ
ー
・
ス
カ
ベ
ボ
ラ
キ
ッ
ト
上
院
議

員
が
、
同
会
議
の
議
長
を
す
る
こ
と
と
な
っ

■
ア
ジ
ア
太
平
洋

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ

ヘ
ル
ス
会
議

た
。
会
議
で
は
約
千
人
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
及
び
セ
ク
シ
ャ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
専
門

家
、
科
学
者
、
活
動
家
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
教
職
員

が
参
加
す
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
最
終
日
に
議

員
パ
ネ
ル
を
開
催
す
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
人
口
問
題
と
密
接

に
関
係
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
ス
ポ
ン
サ
ー
の
一
つ
で
も
あ
り
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題
に
深
く
関
わ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
そ
の
加
盟
各
国

委
員
会
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
活
動
支
援
に

深
く
関
与
し
て
い
る
。
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

防
止
へ
の
若
者
と
政
府
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及

び
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
国
際
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
二
○
○
二
年
一
一
一
月
十
八
～

二
十
二
日
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｃ
Ｓ
Ｔ
に
よ
り
バ
ン
コ
ク
で

開
催
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
フ
オ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
を
行
っ

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
委
員
会

■
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
特
別
法
案

を
承
認
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
国
会
議

員
活
動
に
取
り
組
み
始
め
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
委
員
会
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
支
援

活
動
の
重
点
国
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
Ｆ

Ｈ
Ｉ
に
選
ば
れ
、
代
表
者
も
選
抜
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
で
は
村
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題

を
議
論
し
た
。
ま
た
タ
イ
で
は
タ
ン
ポ
ン
リ
ー

ダ
ー
の
エ
イ
ズ
予
防
活
動
支
援
を
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
の
支
援
の
も
と
で
実
施
し
た
。

一
九
九
四
年
以
来
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
は
協
力
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
政
策
強

化
の
為
、
ア
ジ
ア
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

設
立
し
た
が
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
こ
の
諮
問
委

員
会
の
一
員
と
な
っ
て
い
る
。

’
’
○
○
一
一
一
年
八
月
一
～
二
日
一
一
ユ
ー
デ
リ
ー

で
開
催
し
た
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す

る
南
ア
ジ
ア
議
員
会
議
」
を
支
援
し
た
。
「
若

者
の
た
め
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
て
い
る
三
カ
国
で
議
員
の
支

援
を
得
る
た
め
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
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ＡＦＰＰＤ活動日誌

Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
で
あ
る
中
山
太
郎
議
員
は
、

七
○
年
代
後
半
に
Ｉ
Ｍ
Ｐ
ｏ
を
設
立
し
た
。

そ
の
活
動
は
暫
ら
く
休
止
し
て
い
た
が
、
’

九
九
三
年
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
バ
ン
コ
ク
事
務
所

設
立
の
際
に
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
を
再
建
し
た
。
国
際

医
師
国
会
議
員
会
議
の
第
一
回
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
会
議
は
パ
リ
で
開
か
れ
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
は
Ｉ
Ｍ
Ｐ
ｏ
事
務
局
と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

本
部
お
よ
び
地
域
事
務
所
と
協
力
し
て
活
動

し
、
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ

ン
コ
ク
、
マ
ニ
ラ
で
の
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
会
議
開
催

支
援
を
行
っ
た
。
日
本
信
託
基
金
か
ら
の
資

金
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
は
「
家
族

Ｄ
を
そ
の
活
動
の
な
か
に
取
り
込
ん
で
き
た
。

ま
た
Ｉ
Ａ
Ｖ
Ｉ
と
も
協
力
し
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は

十
月
末
バ
ン
コ
ク
で
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
へ
の
挑
戦
：
予
防

ワ
ク
チ
ン
に
焦
点
を
当
て
て
」
開
催
に
向
け

準
備
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
は
さ
ら
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
分
野
へ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。

■
国
際
医
師
国
会
議
員
会
議

（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
ｏ
）

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
・
開

発
に
関
す
る
活
動
を
よ
り
実
質
的
な
も
の
と

す
る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
国
内

活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
食
料
安
全
保

障
、
人
口
と
水
問
題
は
、
国
内
活
動
で
取
り

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
こ
れ
ま
で
女
性
問
題
に
関

す
る
活
動
と
し
て
、
主
に
女
性
に
対
す
る
暴

力
撲
滅
に
取
り
組
ん
で
き
た
．
こ
の
度
、
女

性
に
関
す
る
常
任
委
員
会
を
再
び
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ

リ
ー
・
ホ
ア
議
員
が
委
員
長
に
就
任
し
、
真

の
健
康
に
関
す
る
国
際
医
療
議
員
会
議
」
を

二
○
○
三
年
十
一
一
月
六
～
七
日
に
バ
ン
コ
ク

で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
百
名
以
上
の
医

療
・
看
護
の
知
識
・
経
験
を
持
つ
国
会
議
員

の
参
加
を
予
定
し
て
い
る
。

■
国
内
レ
ベ
ル
活
動

■
女
性
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

と
暴
力

上
げ
て
き
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
と
の
協
力
の
も

と
各
国
の
国
内
委
員
会
は
有
効
で
効
率
的
な

結
果
を
出
し
た
。
そ
の
成
果
は
以
下
の
通
り
。

そ
こ
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
毎
年
ア
ジ
ア
女

性
議
員
会
議
を
開
催
し
、
議
員
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
へ
の
参
加
の
強
化
を
提
案
し
て
い
る
。
日

本
で
は
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
が
女
性
議
員
グ
ル
ー
プ
と

密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
タ

イ
の
女
性
議
員
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
密
接
に

活
動
し
て
い
る
。
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
る
ア

ジ
ア
女
性
議
員
会
議
は
、
女
性
議
員
の
参
画

に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
と
な
り
、
常
任
委

員
会
も
こ
の
会
議
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
ケ
リ
ー
・
ホ
ァ
議
員
の
優
れ

た
指
導
力
が
期
待
さ
れ
る
。

剣
に
そ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
法
案

が
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
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・
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
ヘ
ル
ス
と
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
市
長
や

知
事
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
特
別
法
案

が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

・
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
特
別
法
案

は
、
議
会
に
上
程
さ
れ
る
前
の
段
階
で
、

現
在
保
留
さ
れ
て
い
る
。
（
実
施
）

・
百
三
十
一
名
の
国
会
議
員
が
個
々
に
人
口

と
開
発
関
連
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
（
Ａ

Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
資
金
提
供
）

・
三
百
名
の
議
員
が
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
パ
ー
ソ
ン
・

ト
ウ
・
パ
ー
ソ
ン
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
支
援
の
下
、
個
々
に
会
合
し
、

人
口
と
開
発
関
連
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。

・
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
と
Ｆ
Ｈ
Ｉ
は
国
会
議
員
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
支
援
活
動
へ
資
金

提
供
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
会
議
員
の
七
割
は
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
活
動
を

通
じ
て
現
在
の
二
・
二
％
の
人
口
増
加
率

が
好
ま
し
く
、
適
当
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
、

増
加
率
を
上
げ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
と
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
、
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
マ
レ
ー
シ
ア
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
に
関
し
州
議
会
議
員
達
と
協
力
し
て

行
う
活
動
を
支
援
し
た
。

・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
駐
在
代
表
は
四
年
間
の
計
画

で
実
施
さ
れ
る
議
員
へ
の
支
援
活
動
に
同

意
し
た
。

・
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
政
府
と
共
に
、
二
年
間
の
国
会

議
員
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
案
を
承
認
し
た
。

そ
の
案
は
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会

議
員
の
国
内
委
員
会
を
強
化
す
る
こ
と
を

含
む
も
の
で
あ
る
。
（
現
在
は
ま
だ
機
能
し

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

・
女
性
に
対
す
る
暴
力
撲
滅
法
案
は
、
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
ア
ジ
ア
地
域
会
議
及
び
国
内
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
オ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て

着
手
さ
れ
た
。

・
タ
ン
ポ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
教
育
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
第
一
段
階
は
既
に
実
施
さ
れ
、
そ

の
効
果
が
評
価
さ
れ
た
。
第
二
段
階
は
間

も
な
く
開
始
予
定
で
あ
る
。

・
村
レ
ベ
ル
で
選
抜
さ
れ
た
代
表
者
た
ち
の

ア
ド
ポ
カ
シ
ー
の
為
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
Ｉ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
を
支
援
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
す
で
に
終
了
し
て
い
る
。

．
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
と
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
を
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
へ
よ
り
重

イ
ン
ド

て
い
な
い
）
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ＡＦＰＰＤ活動日誌

二
○
○
四
年
は
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
カ
イ
ロ
会
議
か

ら
数
え
て
、
十
年
目
に
な
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

は
こ
の
十
年
間
、
議
員
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
う
え
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。
世
界

中
で
、
議
員
達
の
人
口
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

ブ
ヘ
ル
ス
分
野
の
意
識
も
高
ま
り
、
か
な
り

活
発
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ

は
ま
た
、
他
の
地
域
へ
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
、

今
は
世
界
の
ど
の
地
域
で
も
国
際
的
地
域
の

国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
る
。
二

○
○
四
年
に
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
は
ア
ジ
ア
地

域
に
お
い
て
の
成
果
を
見
直
し
、
そ
の
活
動

の
制
約
と
な
っ
て
い
る
事
項
、
将
来
の
活
動

■
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
Ⅷ

点
的
に
配
分
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
努
力
の
結
果
、
日
本
の
拠
出
額

は
、
他
の
国
連
機
関
に
対
す
る
分
は
減
少

し
た
も
の
の
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

に
対
し
て
は
同
額
維
持
さ
れ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
は
日
本
の
市
民
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
市
民
団
体

へ
向
け
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
有
効
性
に
つ
い
て
伝

え
る
教
育
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
実
施

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
財
団
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
ネ
シ
ア

で
、
「
国
会
議
員
と
共
に
行
う
、
人
口
と
開
発

に
関
す
る
対
話
（
田
の
厨
目
‐
庁
。
‐
勺
①
届
：

少
（
写
Ｃ
ｓ
ミ
ヨ
】
岳
団
肖
］
旨
目
の
ご
国
国
色
目
⑪
○
口

勺
・
日
］
ｇ
】
○
口
目
。
□
の
ぐ
の
］
。
ｂ
日
の
貝
）
」
を
支

援
し
て
い
る
。
こ
の
四
カ
国
で
は
、
一
年
間

の
業
務
を
す
で
に
終
え
た
。
こ
の
活
動
の
詳

細
は
、
百
三
十
五
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
報
告
書
に

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
Ｕ

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
財
団

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
数
年
間
に
わ
た
る
検
討
を
経
て
、
ラ
オ
ス

は
国
内
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ

Ｐ
Ｄ
へ
の
加
盟
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る
。

し
て
い
る
。

Ｎ
ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
専
門
家
が
独
立
し
た
視
点

か
ら
行
っ
た
評
価
報
告
も
含
ま
れ
て
い
る
（
報

告
書
は
Ｃ
Ｄ
形
式
で
入
手
可
能
）
。

帷
汽
繧
Ｉ

次頁にAFPPD2003年事業一覧を付します。
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月日 活動

２月７．８日

３月１８．１９日

７月２１～25日

８月１－２日

８月９日～７日

10月１日

10月２．３日

10月30日-11月１日

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

日程調整中

AFPPD食料安全保障常任委員会会議、タイ バンコク

女`性に対する暴力の防止に関する地域国会議員ワークショップ､バングラデシュ、

ダッカ

各国人口・開発国内委員会スタッフ研修コース、タイ、バンコク

HIV/AIDSに関する南アジア国会議員会議、インド、ニューデリー

日本国会議員南部アフリカ視察事業(APDA-JPFP主催､AFPPD-FAAPPD協力）

AFPPD女性委員会会議、フィリピン、マニフ

女性のエンパワーメン卜に関するアジア女性議員会議

｢HIV/AIDSへの挑戦：予防ワクチンに焦点を当てて－国際国会議員ワークショッ

プ｣ニューヨークのインターナショナル・エイズ・ワクチン・イニシアティブ

(1AⅥ）との協力による

APDA会議、ベトナム、ホーチミン市

第５１回AFPPD運営委員会、ベトナム、ホーチミン市

家族の健康に関するIMPO会議、タイ 、 バンコク

第４回中央アジア食料安全保障と水に関する国会議員会議、ドウシャンベ､夕

ジキスタン

アジア太平洋地域における青少年のIⅡV/AIDS感染予防活動、インドネシア、

バリ

昌園国内セミナー

６月27-29日､および

７月１－３日

１０月６－１０日

日程調整中

PLCPDによる女`性の暴力廃止に関するフィリピンの２地域議員会議

フィリピン国、南コタバトおよびアルバイ

第２回りプロダクティブおよびセクシャル・ヘルス・ライツに関するアジア太
平洋国会議員パネル（APCRSH)、タイ、バンコク。

タンポンリーダーに対するAIDSとリプロダクティブヘルスに関するトレーニン

グ、タイ

女性に対する暴力禁止法案のための地方議員ワークショップ

その他関連事業

３月８日～１０日

５月２６日～２７日

８月25日～26日

未定

10月

未定

世界銀行国会議員ネットワーク会議、ギリシャ、アテネ

mPFPD年次会議、ポルトガル議会上院、ポルトガル、リスボン

ＩＣＰＤアジアー太平洋アライアンス、カナダ、オタワ

アジア太平洋環境議員会議

第２回ICPDに関する国際議員会議運営委員会、ベルギー、ブリュッセル

世界銀行一国際国会議員ネットワーク・ヨーロッパ地域議員会議



にゆ－すふお－らむ

法
制
審
議
会
親
子
法
部
会
は
過
日
、

不
妊
治
療
の
た
め
第
三
者
か
ら
精
子
や

卵
子
、
受
精
卵
の
提
供
を
受
け
て
子
供

が
生
ま
れ
た
時
の
親
子
関
係
を
規
定
す

る
中
間
試
案
を
ま
と
め
た
。
卵
子
や
受

精
卵
の
提
供
を
受
け
て
子
供
が
出
生
し

た
時
の
母
子
関
係
は
，
出
産
女
性
を
母

親
と
し
、
妻
が
精
子
や
受
精
卵
の
提
供

で
出
産
し
た
時
の
父
子
関
係
は
、
同
意

し
た
夫
を
父
親
と
す
る
。
厚
生
労
働
省

が
立
法
予
定
の
生
殖
補
助
医
療
関
連
法

案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
場
合
、
法
務

省
は
そ
の
中
に
民
法
の
特
例
と
し
て
盛

り
込
む
方
針
。

函口蠅■［鱸鵜癖瀧輸砿■：燭も

に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
－
ら
む

中
間
試
案
で
は
、
生
殖
補
助
医
療
の

制
度
に
沿
っ
て
精
子
を
提
供
し
た
男
性

生
殖
を
補
助
す
る
目
的
で
行
わ
れ

る
医
療
で
、
人
工
授
精
、
体
外
受
精
、

顕
微
授
精
、
代
理
出
産
な
ど
が
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
不
妊
夫
婦
が
夫
婦

の
受
精
卵
や
夫
の
精
子
を
使
っ
て
第

三
者
の
女
性
に
出
産
し
て
も
ら
う
代

理
出
産
を
禁
止
す
る
こ
と
を
、
準
備

を
進
め
て
い
る
生
殖
補
助
医
療
関
連

法
案
に
盛
り
込
む
。

生
殖
補
助
医
療

昨
年
１
年
間
の
自
殺
者
は
３
万
２
１

４
３
人
で
、
前
年
よ
り
約
３
．
５
％
増

加
し
、
氾
年
に
統
計
を
取
り
始
め
て
以

来
、
３
番
目
に
多
か
っ
た
こ
と
が
型
日
、

警
察
庁
の
調
べ
で
分
か
っ
た
。
３
万
人

を
超
え
た
の
は
５
年
連
続
。
遺
書
や
調

べ
か
ら
「
経
済
・
生
活
問
題
」
が
動
機

と
み
ら
れ
る
自
殺
者
は
大
幅
に
増
え
、

初
め
て
７
０
０
０
人
を
超
え
て
過
去
最

は
父
親
と
な
ら
な
い
▽
意
思
に
反
し
て

精
子
が
用
い
ら
れ
た
男
性
は
父
親
と
な

ら
な
い
、
な
ど
の
項
目
も
定
め
た
。
後

者
は
、
誤
っ
て
提
供
精
子
が
使
わ
れ
た

場
合
な
ど
を
想
定
し
た
も
の
と
い
う
。

今
回
定
め
た
規
定
は
人
工
受
精
や
体

外
受
精
だ
け
で
な
く
、
厚
労
省
の
厚
生

科
学
審
議
会
生
殖
補
助
医
療
部
会
が
禁

止
を
打
ち
出
し
た
代
理
出
産
に
も
適
用
。

ま
た
、
同
部
会
は
法
律
上
の
夫
婦
間
に

よ
る
生
殖
補
助
医
療
だ
け
を
認
め
て
い

る
が
、
母
子
関
係
の
規
定
に
つ
い
て
は
、

独
身
女
性
も
含
め
る
。
【
伊
藤
正
志
］

（
毎
曰
新
聞
旧
・
７
．
相
朝
刊
）

国

「
経
一
済
苦
」
自
殺
７
９
４
０
人
一
・

昨
年
印
代
仁
男
性
．
が
か
急
増

高
と
な
っ
た
。

増
加
率
で
は
釦
代
男
性
が
最
も
高
く
、

不
況
の
深
刻
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

動
機
別
で
は
、
ト
ッ
プ
は
例
年
同
様

に
「
健
康
問
題
」
で
１
万
４
８
１
５
人
。

経
済
・
生
活
問
題
が
７
９
４
０
人
で
続

き
、
以
下
「
家
庭
問
題
」
が
２
７
４
６

人
、
「
勤
務
問
題
」
が
１
７
６
４
人
と
な
っ

て
い
る
。

●
「
経
済
苔
』
自
殺
７
－
９
４
Ｑ
入
獄
〃

の
帷
高
齢
者
活
力
堂
が
す
Ⅱ
厚
労
澄
細

●
総
丞
口
戸
穂
二
式
六
汎
弱
火
蔦
卵

生
⑪
》
沙
一
ｆ
Ｄ
Ａ
理
事
長
一
に
緒
方
氏
や
；
伯

●
出
生
率
ト
ツ
プ
ト
は
一
管
理
職
…
…
鯛

■
『
崖
活
腫
不
車
昏
三
一
人
に
二
人
一
同
駒

一
⑪
百
蟻
以
上
皇
万
象
突
砿
紅
泣
ｆ
卜
岼
馴

．
。
‐
：
．
，
一
．
‐
Ｉ
‐
‐
１
．
‐
．
。
，
・
・

の
不
妊
『
田
應
憲
が
母
］
親
塞
｛
：
卿

も<Ｕ
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こ
の
う
ち
、
経
済
・
生
活
問
題
が
原
失
業
が
前
年
比
で
２
割
前
後
の
大
幅
な
増
加
し
た
。

へ
の
参
加
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

因
と
み
ら
れ
る
の
は
前
年
の
６
８
４
５
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
年
齢
別
で
は
、
自
殺
者
数
は
朗
年
が
３
万
３
０
４
８
二
○
○
四
年
の
年
金
改
革
の
焦
点
で

人
か
ら
１
０
９
５
人
増
加
し
た
。
動
機
印
歳
以
上
が
１
万
１
１
１
９
人
▽
釦
代
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
兜
年
の
３
万
あ
る
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
の
引

別
に
詳
し
く
見
る
と
、
「
負
債
」
が
４
１
８
４
６
２
人
▽
如
代
４
８
１
３
人
と
中
．
２
８
６
３
人
。
【
窪
田
弘
由
記
］
き
上
げ
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
巨
額
の
財

４
３
人
で
最
も
多
く
、
以
下
「
生
活
苦
」
高
年
層
に
集
中
。
特
に
別
代
男
性
は
前
（
毎
日
新
聞
い
・
７
．
班
朝
刊
）
源
確
保
の
具
体
的
方
策
と
一
体
と
し
て

「
事
業
不
振
」
「
失
業
」
「
就
職
失
敗
」
「
倒
年
比
で
最
も
高
い
伸
び
を
示
し
、
６
１

検
討
が
必
要
」
と
の
表
現
に
と
ど
め
た
。

産
」
の
順
。
と
く
に
負
債
、
生
活
苦
、
３
６
人
か
ら
６
６
６
０
人
に
、
８
．
５
％

昨
年
末
の
厚
労
省
の
改
革
試
案
は
具
現

１
１
口
１
１
１
口
■
！

jiNiiiiill

DJJJL議ITii

illiii
JilIij
隷

轤

ｎ肺印團釘‐腱「阜榊Ⅲ脚口下、諦伽『｜、冊ｆ←；｜｜一面駐万難洲鵯辨柵糊鯛洲鰄懇Ⅲ（保譲茄雛し蝿一冊識
議
に
二
○
○
一
一
一
年
版
厚
生
労
働
白
書
を
人
に
上
り
、
家
族
や
社
会
で
の
人
間
関

辮離郷雛『嬢雛緊・璽口口蝿黙鮒轍鮒鰹鐵譲西口聯□・
解
決
す
る
と
い
う
「
世
代
間
の
ワ
ー
ク
お
り
、
「
南
関
東
や
近
畿
な
ど
長
時
間
働
一
Ｌ
…
『
…
喝
…
ｌ
…
ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｉ
Ｔ
２
己
Ｌ
Ｌ
■
ｒ
日
Ｔ
Ｉ
Ｉ
：
ｉ
Ｌ
：
！
…
と
》
｜
廷
。
ｌ
｜
〃
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
仕
事
の
分
か
ち
合
い
）
」
く
人
が
多
い
地
域
ほ
ど
、
出
生
率
が
低
総
務
省
は
即
日
、
住
民
基
本
台
帳
に
に
過
去
最
低
を
更
新
し
た
。

い
」
と
分
析
。
我
が
国
の
少
子
化
の
要
基
づ
く
全
国
の
人
口
（
３
月
ｎ
日
現
在
）
出
生
者
数
は
、
前
年
比
１
万
９
８
１

白
書
の
副
題
は
、
「
活
力
あ
る
高
齢
者
因
に
つ
い
て
「
親
の
労
働
時
間
や
通
勤
を
発
表
し
た
。
総
人
口
は
１
億
２
６
６
３
人
減
の
１
１
５
万
１
５
０
７
人
、
死

像
と
世
代
間
の
新
た
な
関
係
の
構
築
」
。
時
間
の
長
さ
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
可
８
万
８
３
６
４
人
で
、
前
年
よ
り
如
万
亡
者
数
は
３
万
８
６
１
０
人
増
の
１
０

白
書
に
よ
る
と
、
二
○
○
一
一
年
に
は
、
能
性
」
を
指
摘
し
た
。
９
６
９
２
人
（
０
．
Ⅳ
％
）
増
加
し
た
。
０
万
７
９
６
６
人
と
初
め
て
１
０
０
万

子
供
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者
が
幻
％
さ
ら
に
、
「
高
齢
者
の
雇
用
機
会
が
不
増
加
数
、
率
と
も
過
去
最
低
だ
っ
た
前
人
を
超
え
た
。
自
然
増
加
数
は
５
万
８

に
減
る
一
方
、
高
齢
者
だ
け
で
暮
ら
す
足
し
て
い
る
一
方
で
、
現
役
世
代
は
仕
年
を
上
回
り
２
番
目
だ
っ
た
が
、
１
年
４
２
３
人
減
の
ｕ
万
３
５
４
１
人
。
乃

人
は
⑲
％
に
増
え
、
初
め
て
逆
転
し
た
。
事
が
忙
し
く
て
子
育
て
に
問
題
が
生
じ
間
の
出
生
者
数
と
、
出
生
者
数
か
ら
死
年
度
の
調
査
開
始
以
来
、
出
生
者
数
、

特
に
、
｜
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は
、
十
て
い
る
」
現
状
を
踏
ま
え
、
働
き
方
の
亡
者
数
を
引
い
た
自
然
増
加
率
は
と
も
自
然
増
加
数
は
最
低
、
死
亡
者
数
は
最

□
、
び
く
Ⅵ
Ｊ
ｈ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
Ｅ
Ｊ
ｑ
、
ｊ
ｑ
１
■
Ｕ
１
ｊ
Ｕ
、
ｒ
、
Ｊ
Ｊ
、
△
ｒ
１
Ｐ
Ｊ
６
Ｄ
ｒ
「
ｐ
Ｉ
■
ｊ
ｒ
ｑ
ノ
■
ｑ
ｐ
Ｐ
ｑ
Ｑ
ノ
ｈ
Ｊ
Ｆ
ｂ
Ｈ
‐
ｒ
凸
１
Ｆ
、
０
７
＄
Ｊ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
グ
Ｌ
Ｕ
グ
Ｌ
１
Ｐ
Ｇ
０
Ｐ
‐
Ｌ
Ｐ
Ｐ
●
、
Ｊ
Ｌ
０
ｆ
０
８
ｆ

蛙
惑
薊
輔
撰
寡
．
好
‐
」
｜
・
旋
左
一
驚
夘
再
）
闇
刊
烈
岡
則
渕
釧
渕
将
鍜
へ
》
『
椒
診
乢
岡
召
珪
」
騨
一
部

行
の
一
一
一
分
の
一
か
ら
）
二
分
の
一
へ
の
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にゆ－すふぉ－らむ

政
府
は
泌
日
、
ｎ
月
に
発
足
す
る
独

立
行
政
法
人
・
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
、
現
国
際
協
力
事
業
団
）
の
理
事

長
に
、
前
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
で
、

現
在
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
日

本
政
府
代
表
を
務
め
て
い
る
緒
方
貞
子

氏
禿
）
を
起
用
す
る
方
針
を
決
め
た
。

羽
日
の
閣
議
で
正
式
決
定
す
る
予
定
。

理
事
長
人
事
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
内
か
ら
民

一
同
だ
っ
た
。

１
世
帯
の
平
均
人
数
は
２
．
師
人
と
最

年
齢
別
構
成
で
は
、
追
歳
未
満
の
年
少
を
更
新
、
世
帯
数
は
舩
万
３
０
０
２

少
人
口
は
Ⅲ
．
Ⅳ
％
（
前
年
比
０
．
超
世
帯
増
の
４
９
２
６
万
７
９
１
世
帯
と

熱
低
下
）
，
咀
歳
以
上
筋
歳
末
満
の
生
産
核
家
族
化
。
男
女
別
で
は
男
性
６
２
０

年
齢
人
口
は
師
・
０
％
（
同
０
．
蛇
蘇
５
万
２
８
９
人
、
女
性
６
４
６
３
万
８

低
下
）
と
毎
年
減
少
し
て
い
る
の
に
対
０
７
５
人
。

［
大
平
祥
也
】

し
、
砺
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
喝
・
理
％
（
毎
日
新
聞
肥
・
８
．
幻
朝
刊
）

（
同
０
．
訂
緋
上
昇
）
と
増
え
て
い
る
。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

函

。ＪＩＣＡ

理事長に緒方貞子氏

外.務省ＯＢ以外では初
間
人
の
起
用
を
求
め
る
声
が
強
ま
る
一

方
、
外
務
省
の
事
務
当
局
は
難
色
を
示

し
、
調
整
が
難
航
し
て
い
た
。

川
口
外
相
は
配
日
ま
で
に
小
泉
首
相
、

福
田
官
房
長
官
ら
に
緒
方
氏
起
用
の
意

向
を
伝
え
、
了
承
を
得
た
。
す
で
に
緒

方
氏
の
内
諾
も
得
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
ト
ッ
プ
に
外
務
省
Ｏ
Ｂ
以
外
が
就
任

す
る
の
は
、
四
年
の
発
足
以
来
初
め
て
。

今
後
の
援
助
行
政
の
あ
り
方
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。
理
事
長
の
任

期
は
４
年
だ
が
、
緒
方
氏
が
高
齢
の
た

め
任
期
い
っ
ぱ
い
務
め
る
か
ど
う
か
は

流
動
的
と
の
見
方
も
あ
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
の
任
命
は
外
相
が

行
う
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
内
で
は
若
手
職
員

を
中
心
に
、
外
務
省
Ｏ
Ｂ
の
天
下
り
が

慣
例
の
ト
ッ
プ
人
事
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
現
在
の
川
上
隆
朗
総
裁
（
元
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
大
使
）
の
交
代
を
求
め
る
声

出
生
や
死
亡
、
結
婚
や
離
婚
に
職
業

が
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
を
五
年
お
き

に
調
べ
て
い
る
厚
生
労
働
省
の
「
二
○

○
○
年
度
人
口
動
態
職
業
・
産
業
別
統

計
」
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
子
供
の
出
生
率
が
も
っ

と
も
高
か
っ
た
の
は
父
母
と
も
に
「
管

理
職
」
で
、
男
性
の
死
亡
率
と
〃
自
殺

率
〃
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
無
職
」
に
次
い

で
「
サ
ー
ビ
ス
職
」
や
「
農
林
漁
業
職
」

が
高
か
っ
た
。

同
年
度
の
国
勢
調
査
な
ど
を
基
に
、

同
じ
年
齢
の
人
が
同
じ
数
だ
け
各
職
業

に
就
職
し
て
い
る
と
い
う
想
定
で
算
出

し
た
。

も
っ
と
も
出
生
率
が
高
か
っ
た
父
親

の
職
業
は
、
会
社
や
役
所
の
課
長
職
以

上
を
指
す
「
管
理
職
」
で
、
千
人
の
う

ち
八
○
・
二
人
に
子
供
が
で
き
た
計
算
。

が
高
ま
っ
て
い
た
。

ｎ
月
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
含
め
一
部
の

特
殊
・
認
可
法
人
が
釦
の
独
立
行
政
法

人
に
衣
替
え
す
る
予
定
だ
が
、
天
下
り

囮

出
生
率
卍
ヅ
プ
は
管
理
■
職
■
・

経
済
力
を
」
反
映
〃
母
は
『
専
業
主
婦
』
抜
く

二
位
の
「
サ
ー
ビ
ス
職
」
の
四
十
一
・

六
人
を
二
倍
近
く
引
き
離
し
た
。
十
年

前
の
調
査
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
三
・

六
人
、
四
十
三
・
四
人
で
差
は
な
か
っ

た
。母
親
の
職
業
も
「
管
理
職
」
が
も
っ

と
も
多
く
七
十
五
・
三
人
、
二
位
は
専

業
主
婦
な
ど
を
指
す
「
無
職
」
で
五
十

二
・
九
人
。
十
年
前
の
「
管
理
職
」
五

十
三
・
七
人
、
「
無
職
」
五
十
五
・
五
人

か
ら
逆
転
し
て
お
り
、
最
近
に
な
っ
て

父
母
の
経
済
力
が
出
生
率
に
影
響
を
与

え
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

初
め
て
の
子
供
が
生
ま
れ
た
時
の
父

親
の
平
均
年
齢
は
、
「
管
理
職
」
が
三
十

五
・
三
歳
、
「
サ
ー
ビ
ス
職
」
が
一
一
十
九
・

二
歳
で
六
歳
の
差
が
あ
っ
た
。

｜
方
、
二
十
’
六
十
四
歳
の
男
性
の

千
人
あ
た
り
の
死
亡
率
が
も
っ
と
も
高

を
排
除
し
た
意
味
で
、
他
の
法
人
の
人

事
に
波
及
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
朝
日
新
聞
肥
・
８
・
辺
朝
刊
）

人ﾛ勤閣調査

4９



か
つ
た
の
は
「
無
職
」
の
十
一
・
七
人
。

次
い
で
「
サ
ー
ビ
ス
職
」
の
三
・
六
人
、

「
農
林
漁
業
職
」
の
三
・
二
人
、
「
専
門
・

技
術
職
」
の
二
・
九
人
と
な
っ
た
。
女

性
は
、
警
察
官
や
ガ
ー
ド
マ
ン
な
ど
の

「
保
安
職
」
の
三
・
六
人
が
ト
ッ
プ
で
、

「
管
理
職
」
の
三
・
四
人
、
運
転
手
な
ど

の
「
運
輸
・
通
信
職
」
の
三
・
○
人
と

続
い
た
。

ま
た
、
男
性
の
自
殺
者
を
人
口
十
万

人
あ
た
り
で
換
算
す
る
と
、
「
無
職
」
が

百
八
十
一
・
一
人
で
ト
ッ
プ
、
「
サ
ー
ビ

父母の職業別出生率と20～64歳の職業別死亡率(人ロ
千人に対する人数）

ス
職
」
五
十
八
・
九
人
、
「
農
林
漁
業
職
」

五
十
五
・
九
人
、
「
管
理
職
」
四
十
三
・

三
人
の
順
だ
っ
た
。
女
性
に
つ
い
て
は
、

「
発
生
が
少
な
い
職
業
も
あ
っ
て
、
比
較

は
困
難
』
（
同
省
）
と
し
て
い
る
。
離
婚

率
で
は
、
夫
の
職
業
の
ト
ッ
プ
は
「
専

門
・
技
術
職
」
で
、
妻
は
「
運
輸
・
通

信
職
完
女
性
の
職
業
で
、
死
産
率
が
も
っ

と
も
高
か
っ
た
の
は
、
立
ち
仕
事
が
多

く
、
中
絶
な
ど
の
人
工
死
産
数
も
多
か
っ

た
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
だ
っ
た
。

（
読
売
新
聞
旧
・
８
・
出
朝
刊
）※－は算出するのが適当でない年齢階級があるため出

生率を算出していない。
調
査
は
、
今
年
六
月
、
全
国
の
二
十

歳
以
上
の
男
女
一
万
人
を
対
象
に
行
わ

れ
、
回
収
率
は
加
・
３
％
だ
っ
た
。

日
常
生
活
で
、
悩
み
や
不
安
を
感
じ

て
い
る
ど
う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
感

じ
て
い
る
」
の
酊
・
２
％
に
対
し
、
「
感

じ
て
い
な
い
」
は
４
．
２
蔽
減
の
、
．

５
％
だ
っ
た
。

<i:；戸用ｺｰﾗZ室~了辻ﾓﾄﾞｰ繧了雷亭ﾆﾏｰﾁﾞﾖ云隷＝=歪草宅弔淨為

圀函

「
老
後
」
や
「
健
康
」
「
収
入
」

内
閣
府
が
三
十
日
に
発
表
し
た
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に

よ
る
と
、
国
民
の
町
・
２
％
が
日
常
生
活
で
不
安
や
悩
み
を
感
じ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
二
○
○
二
年
六
月
の
前
回
調
査
よ
り
３
．
９
静
増
え

て
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
不
安
の
内
容
と
し
て
は
、
半
数
の
人
が
「
老
後

の
生
活
設
計
」
を
挙
げ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
年
金
制
度
の
あ

り
方
が
論
議
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
長
引
く
不
況
が
、
老
後
へ
の
不
安
感

を
強
め
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

『溌庁口曰括一に田一不安」「■・■「・愚Ｂ■入一に図・人

内
閣
府
世
論
調
査

過
去
最
高

不
安
を
感
じ
る
と
答
え
た
人
は
一
九

九
一
年
調
査
の
妬
・
８
％
以
降
、
増
加

傾
向
を
た
ど
っ
て
き
た
。
今
年
は
、
国

民
三
人
に
二
人
が
不
安
を
抱
え
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
年
代
別
に
見
る
と
、
四

十
歳
代
厄
・
５
％
、
五
十
歳
代
れ
・
６
％

と
中
高
年
層
が
最
も
多
い
。
親
の
介
護

や
子
供
の
教
育
費
な
ど
負
担
が
強
ま
る 》一一》一一町■’一一一

5０

職業
出生率

父 母

死亡率

男 女

総数

就業者総数

専門・技術職

管理職

事務職

販売職

サービス職

保安職

農林漁業職

運輸・通信職

生産工程・労務職
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にゆ－すふお－らむ

■日常生活での悩みや不安（数字は％） ■悩みや不安の内容（複数回答。数字は％）
67.2７０

(％）

６０
老後の生活設計し

自分の健康し０
０
０
０

５
４
３
２

鑑:鑑ﾋﾞレ

家族の健鰻レー

現在の収入や資慶ﾚー
感じていない

1９９１９２９３９４９５９６９７９９２００１０２０３

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。

複
数
回
答
で
悩
み
や
不
安
の
内
容
を

聞
く
と
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
老
後

の
生
活
設
計
」
卯
・
０
％
で
、
前
回
よ

り
６
．
３
瀞
も
増
え
た
。
二
位
は
「
自

分
の
健
康
」
妬
・
３
％
・
三
位
は
「
今

後
の
収
入
や
資
産
の
見
通
し
に
つ
い
て
」

ｎ
．
７
％
・
い
ず
れ
も
、
今
回
と
同
じ

質
問
形
式
と
な
っ
た
九
二
年
調
査
以
降

で
、
最
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。

今
後
の
生
活
の
見
通
し
に
関
し
て
は
、

「
悪
く
な
っ
て
い
く
」
と
回
答
し
た
人
が

前
回
よ
り
６
．
２
緋
増
え
て
ｎ
．
３
％

と
な
っ
た
。
「
良
く
な
っ
て
い
く
」
は
７
．

５
％
（
前
回
比
１
．
０
瀞
減
）
、
「
同
じ

よ
う
な
も
の
」
は
犯
・
７
％
（
同
５
．

１
縛
減
）
だ
っ
た
。

働
く
目
的
に
つ
い
て
は
、
「
生
き
が
い

を
見
つ
け
る
た
め
に
働
く
」
を
挙
げ
た

人
が
前
回
調
査
よ
り
１
．
６
両
増
え
て
、

塑
・
５
％
と
な
り
、
減
少
傾
向
か
ら
増

加
に
転
じ
た
。

政
府
へ
の
要
望
（
複
数
回
答
）
と
し

て
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
景
気
対
策
」

で
酊
・
４
％
。
次
い
で
「
医
療
・
年
金

等
の
社
会
保
障
構
造
改
巷
澤
の
ロ
・
９
％
・

い
ず
れ
も
前
年
よ
り
若
干
増
え
た
。
三

位
の
「
高
齢
社
会
対
策
」
副
・
４
％
、

五
位
の
「
物
価
対
策
」
４
．
４
％
、
七

長
寿
番
付
は
今
月
末
ま
で
に
１
０
０

歳
以
上
と
な
る
人
を
１
日
現
在
で
集
計
。

男
性
は
３
１
５
９
人
、
女
性
は
１
万
７

４
０
２
人
で
、
女
性
が
全
体
の
剖
・
６
％

を
占
め
た
。
今
年
度
中
に
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
お
年
寄
り
も
１
万
７

全
国
の
１
０
０
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
昨
年
よ
り
２
６
２
７
人
増
え
て
２
万

５
６
１
人
と
な
り
、
初
め
て
２
万
人
を

突
破
し
た
こ
と
が
９
日
、
厚
生
労
働
省

の
発
表
し
た
「
全
国
高
齢
者
名
簿
」
（
長

寿
番
付
）
で
分
か
っ
た
。
過
去
最
多
の

更
新
は
羽
年
連
続
。
調
査
を
始
め
た
１

９
６
３
年
時
点
は
１
５
３
人
だ
っ
た
が
、

こ
の
蛆
年
間
で
１
３
４
倍
に
な
り
、
高

齢
化
が
急
加
速
す
る
日
本
の
実
態
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

位
の
「
犯
罪
対
策
」
皿
・
６
％
は
い
ず

れ
も
前
回
か
ら
７
瀞
前
後
も
増
え
て
お

り
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
す
る
、
国
民

函■Ⅲ歳側上蜘譲鍛籔。
佃
年
で
１
３
４
倍
に

４
０
人
と
、
昨
年
に
続
い
て
１
万
人
を

超
え
る
見
通
し
と
い
う
。

長
寿
日
本
一
は
女
性
が
超
日
で
１
１

６
歳
に
な
る
本
郷
か
ま
と
さ
ん
（
鹿
児

島
市
）
で
５
年
連
続
、
男
性
が
３
月
で

１
１
４
歳
と
な
っ
た
中
願
寺
雄
吉
さ
ん

（
福
岡
県
）
で
４
年
連
続
と
な
っ
た
。

人
口
、
万
人
当
た
り
の
１
０
０
歳
以

上
の
人
数
は
全
国
平
均
が
焔
・
田
人
。

都
道
府
県
別
の
上
位
は
①
沖
縄
（
狸
・

姐
人
）
②
高
知
翁
・
皿
人
）
③
島
根

（
鍋
・
８
人
）
の
順
で
、
沖
縄
県
は
卯
年

以
来
ｕ
年
連
続
ト
ッ
プ
。
ワ
ー
ス
ト
３

は
①
埼
玉
（
７
．
師
人
）
②
千
葉
（
９
．

羽
人
）
③
愛
知
（
９
．
犯
人
）
だ
っ
た
。

［
須
山
勉
】

（
毎
日
新
聞
肥
．
９
．
９
夕
刊
）

の
意
識
の
高
ま
り
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
読
売
新
聞
明
．
Ｂ
・
訓
朝
刊
）
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全国の長寿者上位10人

(敬称略。年齢は９月30日現在）

20000
人

16000

12000

8000

4000

日６３６５７０７５８０８５９０９５０００３年

5２

氏名 '性別 年齢 住所

① 本郷かまと 女 116 鹿児島市

② 中願寺雄吉 男 114 福岡県小郡市

③ )||手ミトヨ 女 114 広島市

④ 小山ウラ 女 113 福岡県飯塚市

⑤ 伊藤ミセ 女 112 静岡市

⑥ 田中沢世 女 112 福岡県行橋市

⑦ 福原ツル 女 1１１ 沖縄県金武町

⑧ 遠藤豊 女 1１１ 静岡市

⑨ 米原ヨキ 女 1１１ 島根県出雲市

⑩ 比嘉カメ 女 1１１ 那覇市
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Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

く
ど
く
く
ご
入
会
の
Ⅱ
お
願

、し
…

人
口
問
題
は
、
’
’
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア

の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
Ｉ

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
〃
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
増
加
を
続
け
て
貧
困
に
悩
む
地

域
と
、
日
本
な
ど
の
よ
う
に
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
や
福
祉
費
の
増

大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
い
る
先
進
国
も
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
探
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
卒
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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－インド国一

ReportonIheBasicSurveyofPopulationandDevelopment

inSouth唾$tARismCountries

-India-

昭和58年度

1．中華人民共和国人口・家族計画基礎調査報告書

BasicSurveryonPopulalionandFamilyPlanningmthe

PeoplelsRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平矢系中日合作凋査研究根告朽

（中l剰語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調査報告書

BasicSurvey(monPopulationandFamilyPlanninginthe

PeoplelsRepublicolCllina

生育率和生活水平共系第二次中日合作凋査研究報告槽

（中国語版）

４．ネパール王国人口・家族計画基礎調査

BasicSuweyReportonPopulationandFamilyPlanningm

theKingdomofNepaI（英語版）

昭和59年度

１．アジア諸国の農村人口と臘業開発に関する調査報告書

一インド国一

RepoImnlheSurveyofRuralPopulationandA厩icullural

DevelopmeI11inAsianCountries

-India-（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizalionandDevelopmentinJapan（英語版）

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査

一データ編一

SurvevofUrbani2anon･LivmgEnviroI]mentandWelfareinヴ

Ballgkok-Data-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告

一タイ鬮一

ReportontheBasicSurvevofPopulationandDeveIopment

inSoutheaslAsianCountries

-Thailand-７．スライド

日本の都市化と人口（、本譜版）

UrbanizationandPopulationinJapaｎ（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependLldukanDiJepalIg

（インドネシア語版）

３．日本の人口転換と農村開発

DemographicTransilioninJapanalIdRuralDev⑮lopment

（英語版）

４．SurveyolFertiIityandLivingStandaldsinChineseRural

A”as-Dala-AllthehouseholdsoftwoviIlagesinJiIin

Pmvincesurveyedbyquestionnaires（英語版）

夫干中国衣村的人ロ生育率与生活水平的凋査扱告

一対干吉林省両卜村近行全戸面談凋査的轄呆一

＝銃汁鋼一（中国語版）

昭和61年度

]・アジア諸国の磯村人口と農業開発に関する調査報告書

一インドネシア国一

ReporlontheSuweyofRuralPopulalionandAgricultural

DevelopmenlmAsianCOuntries

-lndonesia-（英語版） ５．スライド日本の農業、農村開発と人口

－その軌跡一（日本語版）

Agriculluml＆RuralDevelopmenlandPopulaUoninJapan

（英語版）

日本衣止衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanian，MasyamkatDesaDanKepen-

dudukanDiJepaIIg（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは､日本産業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しました｡）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一インドネシア国一

ReportontheBasicSurveyofPopulatiomandDevelopment

inSoutheastA息innCountries

-IndoT1esia-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一一人的能力開発の課題に即して一

昭和60年度

l・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査綴告響

一タイ国一

ReportontheSurvevofRuralPopuIationandAgricultural

Deve]opmentinAsianCountries

-Thaihl､。－（英語版）

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmeminJapan（英語版）

５．人口と開発関連統計集

Demogq｢apI1icandSoci⑨EconomicIndicaIorsonPopulation

andDevelopment（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書６．スライド日本の産業発展と人口
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２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一中華人民共和国一

ReporlonlheB鑑icSurveyofPopulationandDeveIopmelll

inSoutheastAsianCounlrieｓ

－Ｃｂｉｎａ－（英語版）

－その原動力・電気一（ロ本譜版）

IndusuFialDevelopmentandPOpulationinJapan

-TheprimeMover-Electricitv-（英語版）

日本的声並友謄写人ロ

ー其原iillカー曳気一（中国語版）

PembangunanlndusIridankependudukandiJepang

-PenggeTakUtama-TengaListrik-

（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一タイ国一

4．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilyinJapan（英語版）

7．ネパール王阿人口・家族計画第二次基礎調査

ColnplementalyBasicSurveyReportonPopulalionand

FamilyPlanninginthekingdomofNepal

５．アジアの人口転換と開発一統計集一

DemogTaphicTmnsitionandDevelopmentinAsianCountries

-OverviewaI1dStatiRtiITalTables-

（英語版）

昭和62年度

1．アジア諸国の農村人口と農業８１１発に関する調査報告書

一中華人民共和国一

ReportontheSurveyofRuralPbpulalionandAgricullulal

DevelopmenlinAsianCountries

-China-（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopulalioninJapan-AsianExperience-

（英語版）

日本的人口与家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepmng（インドネシア語版）

東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告番

一中華人民共和国一

RepolomheBasicSuweyofPopulationandDevelopment

inSoutheaslAsianCountnE

-China-（英語版）

ワ
ー●

７．ペルー共和国人口家族計画基礎調査

平成元年度
３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告響

一フィリピン国一]・アジア諸国の農村人口と農業開発に閲する調査報告諜

一バングラデシュ国一

ReporlonIheSuTveyofRuralPopulalionandAgriculIural

Development-BangIadesh-（英語版）

４．日本の人口と農業開発

PopulationandAgriculturalDevelopmeminJapan

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一ネパール国一

ReportonlheBasicSurvcyofPopulalionamlDevelopment

inSoutheastAsianCountries

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人口・開発・環境

Population,DevelopInen1andEnvir0nmenlinNepal

（英語版）

６．スライド

ロ本の人口移動と経済発展（日本語版）

TheMigmIolyMovememandEconomicDevelopmenｔｉｎ

Ｊａｐａｎ（英語版）

日本的人口移劫与幾済友展（中国語版）

PerpindahanPendudukDanPerkembanganEkononliDi

Jepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告書

一マレーシア画一

４．日本の人口榊造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

StruchⅢalChangeinPopulationandDevelopmem

-Japan1sExperienceinAging-（英語版）

7．トルコ国人口家族計画基礎調査

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（ロ本語版）

AginginJapan-ChallengesandProspects-

（英語版）

辺人高鯛と社会的日本正面１１畠挑占Ｒ－追求具生命意又

的老年生涯一（中国語版）

TamanganMasyaraka[LanjutusiaJepang

昭和63年度

]・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告瞥

一ネパール国一

RepoltonlheSurveyofRuralPopulationandAgricuI1ural

DeveIopmontinAsianCountries

-Nepal-（英語版）
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(インドネシア語版）

（本作品は､1990年卿Ⅱ本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡〉

ａアジア諸I劇からの労働力流出に関する調査研究報告耕

一中華人民共和国一

｡、日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionalDevelopmemandPDpulationinJapan

-TrendsnndProspectsmlhel990s-（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

SlrategicMeasureslbrtheAごicuhuraIDevelopmeI1t

-CompamtiveSIrudiesonFiveAsianCounlries（英語

版）５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulaIioniJlJapan（英語版）

ロ本的区域升友和人口（'１１国語版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidiJepang

（インドネシア版）

平成２年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告書

フィリピンlll4-

ReporIom【heSurvevofRumIPopuIationandAgricultura］

、eveloplneI1I-Philippines-（英語版）６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一バングラデシュ国

ReporlontheBasicSulveyoIPopulationandDevelopment

iI1SoutheaslAsianCountries

-Bimgladcｓｈ－（英語版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する綱査総告苔

一マレーシア国一

RoporloX1IheSurvevofRuralPopulalional】dAgricullural

Developmenl-Malavsiia-（英語版） 3．アジア諸国からの労働力流出に関する綱査報告野

一インドネシア'1１－

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告諜

一ベトナム国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationandDeveloplnem

inSoutheastAsianCountries

-VietKanl-（英語版）

４．１１本の人口・１Ｍ1発・環境一アジアの経験一

PopulaliDILDeveIopmemandEnvimnmenlinJapan

AsianExperience-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

EIwir(〕I1menl,PopuIationandDevelopmel]tinJapan（英

語版）

１二１本的坏境・人ロ・ﾌﾟﾁ友（中国語版）

LmgkungaxLPendudukdanPemI〕angunanJepang（イン

ドネシア譜版）

（本作｡bは．1991年llmp本視聴覚教育協会主催優秀映

像教'’１選奨社会歎育部門で優秀賞を受賞｡）

3．アジア諸国からの労働力流(Hに関する調査研究報告蒋

一スリランカ国一

4．アジアの産業転換と人口

IIldusKrialTransilionandPopulationinAsia

（英語版）

５．スライド・ビデオ

明日に生きる－ロ本の産業転換と人1.-(ロ本譜版）

LivingfOrTolnorlrow-IndusIIialTransitioIlandPopula-

IioninJapan-（英語版）

生活在明天一日本的評1k紡換勺人口一（['１国語版）

HidupUnIukHariEsok--PemlihaI］SImklurlI1duslri

DanPopulasiDiJepang-（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

ProspeclsoIrrbanizatioIliI〕Ａｓｉａ（英語版）

平成３年度

1．アジア諸'五lの農村･人1ｺと挫業開発に関する調査報告苫

一一スリランカ画一

ReportontheSurveyRuralPol〕ulaljonaI1dAgricultuml

Developmem-SrjLanka-（英語版）

平成５年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告書

一ベトナム国一

ReportonUleSurveyolRumlPopulati(〕nandAgricultu｢a］

Development-VietNam-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

フィリピンlI1-

ReportolxIlleBasicSurvevofPopulalionandDevelopmenI

inSoulI】e躯lAHiaI1Countries

m>hi1ippines-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発進礎調査報告苫：

－スリランカ－

ReporlolllheBasicSurveyoIPopulalionandDevelopmcIIt
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２．アジア諸国の都市化と開発基礎調査報告書

一ネパール国一

ReportontheSuweyofUYbanizalionandDevelopmenlin

AsianCountrieｓ－Ｎｅｐａｌ－（英語版）

inSoutheaslAsianCDuntries

-SriＬａｎｋａ－（英語版）

3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に閲する調査研究

報告書一フィリピン国一

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一インド国一 ４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandStmIegyofAsianNations

-PopulationandSuslamab]eDevelopmenl-

（英語版）

４．アジアにおける女'性のエンパワーメン卜

EmpowermenlofWomeninAsia（英語版）

スライド・ピデオ

アジアを拓け－女性たち－（日本語版）

ＡＢｒｉ副ltofGenderEqualiIy-EmpowermentｏｆＷｏｍｅｎ

ｍＡｓｉａ－（英語版）

通性目強之路一今日並洲女性一（中国語版）

HarpanCemhbagiPersamaan-KaumWaniIaAsian

MerambahJalan-（インドネシア語版）

●

【
。

５．スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人口一

（日本語版）

WomenandthcirCI1alleIlges-Impmvementsinthe

SlalusofWoInenthePopulationofJapan-

（英語版）

女性的挑繊一女性地位的提高与日本的人口一

（中国語版）

TamanganKaumWanita-EmansipasiWaniladan

PopulasiJepaIlg-（インドネシア語版）
平成８年度

l・アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人氏民主共和国一

Repor1ontheBasicSurveyonAgriculturalalldRuralDe‐

velopmentbyProgressStageinAsianCountries

-LaoPeople1sDemocralicRepublic-（英語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

課一インド同一

RepononIheBasicSurveyonAgricultumlandRumlDe‐

velopmentbyPrOgr“sStageillAsianCountries

-India-（英語版）

アジア諸国の都市化と開発調査報告書

一フィリピン国一

ReporlontheSurveyofUrbanizationandDevelopmemin

AsianCountnes-Philippines-（英語版）

ワ
ー□

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ国一

ReportonlI1eSuJvevofUrbanizationandDevelopmenlin

AsianCountries-Thajland-（英語版）３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一ラオス国一

3．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報呰諜一ベトナム国一４．２１世紀の人口・食樋戦略一アジアと世界一

PopulationandFoodStrategyfor21stcenluly

-AsiaandWorld-（英語版） ４．アジアの女性労働力参加と経済発展

－２１世紀の戦略一

WomenusLaborParlicipationandEconomicDevelopmentin

Asia-Slrategytoward21Cemury-（英語版）

５．スライド・ビデオ

2025年への決断一アジアの人口増加と食料一

ChaUengeandDecisionlbrlheYear2025

-Populationl11c唾aseandFbodmAsia-（英語版）

向祷2025年的央断一正洲的人口増｣乏和糎食一

（中国語版）

TekadUnlukTahun2025-PertambahanPopulasidan

PangandiAsia-（インドネシア諾版）

５．スライド・ピデオ

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfortheWomanofAsia（英語版）

並洲畑女的新厨程（中国語版）

WaniIaAsiaKini……（インドネシア認版）

平成9年度 平成７年度

l・アジア諸Ijlの発展段階別織業・農村開発基礎調査報告

聾一パキスタン国一

ReportonlheBasicSurveyonAgricuItu函ｌａｎｄＲｕ噸lDe-

veIopmembyProgTessStageinAsianCountries

-Pakislan-（英語版）

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSurveyonAgricuhumlalIdRuml

DevelopmenlbyPm理｢e＆sStageinAsianCountries

-LaoPeople1sDemoclnticRepubIic-
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２．アジアの社会開発と人間開発

SocialDeveIopmenlandHumanDevelopInentinAsia

２．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一中国一上海を中心に

ＲｅｐｏｒｔｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａllhinAsian

CounKries--China-FOcusonShangllai- ３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一マレーシア国一

3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一バングラデシュ人民共和国一 ４．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人口を焦点として－

WaterCTisisintheTwentyFirstCentu｢y

-ProspectofAsianPopulationandDevelopment-平成12年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ミャンマー連邦一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRulalDe

velopmenlbyPIogTessStageinAsianCountries

-Mvanmar-

５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水資源一

WalerisAIive-PopulationandWalerResoures-

（英語版）

水是有生命的人口与水債源一（中国語版）

AirituHidup-PendukdanSumderAir－（インドネ

シア語版）

2．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一タイ国一

ＲｅｐｏｒｌｏｎｌｈｅＳｕｗｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅａhhinAsian

CountrieB-Thailand-
平成10年度

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一カンボジア国一

ＲｅｐｏｎｏｎｔｈｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｙｏｎＡ母icuIturaIandRuralDe-

veIopmentbｙＰｍ画essSKagemAsianCountries

-Cambodｉａ－

3．アジア諸国の職業安定制度と膳用政策に閲する調査研

究報告書一カンボジア国一

平成13年度

１．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告護

一カザフスタン国一

ReportonSurveyolAgricuhumlandRulalDevelopmcmbased

onPopulationi筆ues-TheRepublicolKazakhstan

2．アジア諸国の高齢化と保健の実態調査報告書

一大韓民国一

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕｌｖｅｙｏｆＡｇｉｎｇａｎｄＨｅallhillAsian

Countries-TheRepUb]iｃｏｆＫｏＩｅａ－

2．アジア諸国の都市化と開発調査報告諜

一マレーシア国一

RepormnlheSuweyofUrbanizationandDevelopmentil1

AsianCountries-Ma】aysia-

3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一イラン国一

４．発展の制約一中国・インドを中心に－

ConstramsollDevelopment-FocusonChinaandlndia-3．アジア諸国の職業安定制度と雇用政策に関する調査研

究報告書一インド国一

５．スライド･ビデオ

地球からの警告一アジア，水と食料の未来一

ＡＷａｍｉｎｇｆｍｍｔｈｅＥａｒｔｈ－ＴｈｅＦｕｌｕｒｅｏｆAsia,Water

andFood-（英語版）

来自地球的響告一亜洲水和糧食的未来一（中国

語版）

PeringatandariBumi-MasaDepanAsia-AirdanPan-

gan-（インドネシア語版）

平成14年度

1．人口問題を基礎とした農業・農村開発調査報告書

一ウズベキスタン国一

ReportonSurveyolAfpriculturalandRuraIDevelopmenl

basedonPopulationlssues．－TheRepUblicofUzbekis-

tan-（英語版）

２．アジア諸国の職業安定制度と歴用政策に関する調査研

究報告書一ベトナム国一（日本語版）
平成11年度

Ｌアジア諸国の発展段階別農業,農村開発基礎調査報告書

一モンゴル国一中央県､セレンゲ県を中心として－

RoporlonlheBasicSurveyonAgpriculturaIandRural

DeveIopmenlbyProgressSlageinAsianCoumries

-Mongolja-FocusonTovandSelcnge-Aimang-
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た、人口と食綴安全保障に関するAFPPD（人口と開発

に関するアジア議員フォーラム）特別運営委員会で、

ベトナム国会社会委員会委員長グエン・テイ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ポー

トン・ズアン博士の共著論文の日本語版の合本。世界

食料サミットに向けた資料として作成された｡）

１．『国際人ロ開発会繊行動計画要旨』1995年（和文）

（内容：1994年カイロの国際人口開発会議(ICPD)の行

動計画の要旨。同文書関連の出版物としては本邦初｡）

9．『国際食料安全保障・人ロ・開発職員会駿OMPFSPD)臘
事録』1997年（和文）

（内容：食料農業機関(FAO)主催の世界食料サミット

（WFS)にあわせ、1996年11月にスイス・ジュネーブで

開催された国際食料安全保障・人口・開発議員会議

（IlvPFSPD)の議事録｡同会議の成果は､世界食料サミッ

トで公式に配布され､またＷＴＯルジェーロ事務局長に

も桜井新・会議議長から手渡された｡）

2．『国際人ロ開発艤員会職、繊事録』1995年（和文）

（内容：1994年カイロで国際人ロ開発会議(ICPD)に先

駆けて開催された国会議員会議である国擦人口開発議

員会議の瀧事録。同会議には117カ国約300名の国会議

員が参加した｡会議宣言文はICPD総会でも発表された。

また、この会議を契機としてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準備された｡）

３．国運人ロ基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢

献一』1995年（和文）

（内容：現在の人口分野に関する援助の現状と、資金

の流れを分析。我が国の人口分野への貢献も併載｡）

10．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：国連人口基金出版物FoodfbrtheFutulEの日

本語版。人口増加の抑制と食料確保を行うために，女

・性の参加が不可欠であることをさまざまな具体例から

解きほぐしている｡） ４．『国際人ロ・社会開発臓員会蟻OMPPSD)蟻事録』1996

年（和文〉

（内容：世界社会開発サミット(WSSD)にあわせ､1995

年３月にデンマーク・コペンハーゲンで開催された人

口と社会開発に関する国会議員会議議事録｡）

11．国運食綱農業機欄(FAO)『リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画』､1997年(和文）

（内容：世界食料サミットのローマ宣言と行動計画の

本邦初の翻訳であり、多分野から同文譜の日本翻訳の

決定版として商い評価を受けた,）

５．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国連人ロ会騒２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』､1996年(和文）

（内容：国連主催の第一回人口会議であるブカレスト

会議から1994年カイロの国際人ロ開発会議まですべて

の国連主催の人口会議に参加し、人口分野における世

界的大家である著者が､その推移を概観し､分析した｡）

12．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromICPPD-国

際人ロ開発麟員会纏から５年一人ロと開発に関する国

会職員会臘宣言文』1998年（和・英）

（内容：カイロの国際人口開発会議から５年目を迎え、

この機会に人口と開発に関する国際議員会議、地域議

員会議の宣言文を集成。今後の更なる発展のための資

料とした｡）

６．ToshioKurodaPResourceSerieｓ２１１ＦｒｏｍＢｕｃｈａ

ｒｅｓｔｔｏＣａｉｒｏ－２０ＹearsofUnitedNationsPopula-

ticnConferences-0i,１９９６（英文）

（内容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の英文版｡）13．『リソース・シリーズ６PopulationPolicyinAsia』

1998年（和文）

（内容：当財団が主催する「人口と開発に閲するアジ

ア国会議員代表者会議」で呼びかけを行い各国の人

口政策を各国政府責任者もしくは専門家が記述した。

各国の政策に責任を持つ国会議員が関与している点で、

類例を見ないc）

７．『国際女性・人ロ・開発綴員会鱗』、国際女性・人ロ・

開発溌員会麟UMPGPD)繊事録、1996年（和文）

（内容：第４回世界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ､１９９５

年９月に東京で開催された国際女性・人口・開発議員

会議(IMPGPD)の議事録｡同会議には第４回世界女性会

議に対する各政府代表を中心とする国会議員が参加し

た｡）14．『リソース・シリーズフ欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』1998年（和文）

（内容：ワールドウオッチ研究所から刊行されたsmdra

Postel薯、WorldwatchPaperl32

DividingtheWaters:ＦｏｏｄSecurity,EcosystemHealth,and

theNewPoliticsoIScarcityの邦訳｡今後人類社会に大き

な制約を与えるのが．淡水資源の不足である。瑠え続

ける人ロを支えるための農業生産もまた淡水資源の逼

迫によって大きく制約を受けると考えられている。地

８．ＦＡＯ／UNFPAおよびボートン・ズアエグエン・ティ゛

タン署、「リソース・シリーズ３食料安全保障と人口：

資料』、1997年（和文）

（内容：世界食料サミットへの準備として国連食料農

業機関(FAO)が国連人口基金との共同研究された、「人

口増加と土壌劣化」に関する論文の日本語版および、

1996年５月にマレーシアのクアラルンプールで開かれ
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球は水の惑星といわれるが飲料や農業用に安定して使

用できる水の総壁は地球上の水の0.000008％に過ぎな

い。この水の総鑓は、有史以来変わっておらず、人口

が増加する分だけ．－人当たり使用できる水の量はど

んどん減少しているのが現実だが、このことが十分に

認識されていない。人口増加を支えている地球の限界

が目の前に迫っていることに響告を発している｡）《日

本語版版権取得）

護では、国際人ロ開発会議(ICPD)から５年を経て、そ

の進捗を妨げる障害､ＡＩＤＳなどの予想以上の蔓延など、

時代の変化をとり入れ、行動計画を実施する上で必要

となる指標や障害を解消するための具体的行動などを

国連加盟国が国連総会の場で協議し確認した。

19．人口と開発に関するアジア鱗員フォーラム第６回大会2000年

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人口と開発に関する議員フォーラム(AFPPD)が３年に

一度開催する大会の議事録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人口

と開発に関する地域議員活動として、アジアのみなら

ず、世界レベルでも人口と開発に関する国会議員活動

の指導的な役割を担っている。その提唱者であり、創

設者の佐藤韓，元農水大臣と、桜井新・現議長の出身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報告書(日

本語版)。同大会では1000年期峻後の大会として､２０００

年期に向けたアジア・太平洋地域の人口・開発問題に

関する国会議員の活動方針を脇誌し、その成来は「新

潟宣言」にまとめられた。

15．国運人ロ基金「人類のための環境」1998年（和文）

（内容を国連人口基金出版物EnvimnmemfOrPeople

の日本語版。人口問題、環境問題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け橋を懸け、相関関係を重視することが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口の間に横たわる

橇々な問題を例に、解決のために必要な視点、方法、

手段を探っている｡）

16．リソース・シリーズBParliamentarians1ActMtieson

PcpuIationandDevelopment-HistoryofParliamen-

tarianspActivitiesanditIsFindings-1999年（英文、

－部スペイン語）

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人ロ開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(ⅢP)のために雛備された出版物である｡この出版

物は1994年の国際人口開発会議以降の人口と開発に関

するアジア議員フォーラム(AFPPD)を始めとし、アメ

リカ地域人口・開発国会議員グループ(IAPGlアフリ

カ・アラブ地域人口開発議員フォーラムIFAAPPD)､ヨー

ロッパ地域の国会議員活動の成果である宣言文と、各

議連の活動史を纏めた世界で初めての出版物である。

国会議員活動の地球規模での広がりをも象徴している。

20．リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000年

IPPF(国際家族計画連盟）が作成した''1PPF／iwaraw，

”productivenghts20001ウォールチャートの日本語版。

世界各国のリプロダクテイブ・ヘルスやライツに関連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

別，あいうえお順に編集を加え、読者の便を図ってい

る。また、各国の国名表記は外務省の表記に蛎拠した

正規名称を用いている。

21,女性のエンバワーメントに向けて2000年

ＵＮＦＰＡのWorkingtoEmpowerWomen,UNFPA1HExpe‐

rienceinlmplementinglheBeiLjingPlalformofActionの日

本語版。“女性のエンパワーメン卜叩は国際人口開発会

議(ICPD)行動計画において人口問題の解決を果たす上

での重要なカギとなる概念として位置付けられた。ま

た．中国北京で開催された第４回世界女性会議では中

心的な概念となった。第４回世界女性会議から５年を

踏まえ、人ロ、女性問題に共通する女･性のエンパワー

メン卜を中心に､ICPD行動計画ならびに女`性会議の行

動綱領実施と関連するUNFPAの活勘を具体的に紹介し

ている。

17．国際人ロ開発会蟻評価のための国会鰻員フォーラム(IFP）

報告書1999年

1999年２月ハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人ロ開発会議評価のための国会議員フォー

ラム(IFP)｣の報告書である｡同会議には103カ国からお

よそ210名の国会議員が参加した｡同会議では国際人ロ

開発会議から５年間の進捗状況とその進展を阻む障害

について熱心な討議が行われ、人口と持続可能な開発

を一貫した視点で扱う事を強く求めた「国際人口開発

会議評価のための国会議員フォーラム・ハーグ宣言」

が採択された。この内容は会議事務総長を務めた桜井

新AFPPD議長の手によって､ハーグの国際フォーラム

ならびに３月にニニーヨークで開催された準備会議の

場でも発表された。

22．国運人ロ基金『人口問題ブリーフイングキット2000年

度版』２００１年

UNFPA,'１PopulationIssuesBriefmgKit2000Ⅱの翻訳c人

口問題は“数,，の問題ではなく、生きて生活している

“人々,,の問題であるという視点から．現在の人口分野

における様酋な課題とその問題への取り組みを概観し

たもので．カイロの行動計画実施の意味を説明してい

る｡

18．第２１回同遮特別総会特別委員会報告番「付録」

国運人ロ開発会蟻行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動1999年

1999年６月30日～７月２日にかけて、ニューヨークの

国連本部で開催された「国際人ロ開発会議から５年評

価のための国連人口特別総会報告書」日本語版。同会
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23．国運人ロ基金「人ロ問題ブリーフイングキット2000年

版」2001年

人口問題は、“数,，の問題ではなく､生活している"人々'，

の問題として捉え、現在の人1.問題の様々な課題と問

題への取り組みを概観し、カイロの行動計画実行の意

味を概説した。

24．「興四海野春風－２０年の歩み－」

本協会設立20周年を記念して作成された出版物であり．

記念式典で配布した。小泉純一郎・内閣総理大臣はじ

め本協会を所管する厚生労働、外務、農林水産の各大

臣、コフイー・アナン・国連事務総長他から祝辞およ

び本協会の活動史を中心に、調査研究や出版物の一覧

と人口と開発に関わる国際会議宣言文などをまとめた。

25．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフインゲキット2001年

度版』2002年

UNFPA,''PopulaIionlssuesBriefingKil20010,の翻訳｡2000

年のミレニアムサミットで採択されたミレニアム開発

目標の中に人口問題を位侭付け､新たなUNFPAの人口

問題への取り組みを示し、人口分野における様々な課

題とその問題の現状と取り組みを概観した。

26．『人口問題を考える一人類生存の条件と人類社会の未来

一』

ＡPDA§Ｉ立20周年を記念して開催された公開フォーラム

の議事録。この公開フォーラムでは、日本が世界に誇

る各分野の権威者から．宇宙物理学、生物学の視点か

ら生命倫理の視点まで．様々な視点から人口問題を概

観し，なぜ人口問題が人類の将来にとって決定的に重

要なのかを論じた。人口問題の意味を様々な視点から

論じた類書はほとんどなく好評をもって迎えられた。

27．IPopulationlssues-TheConditionsofHumanSurviv-

aIandfutureofourSocietyo1

リソースNCL27r人口問題を考える一人類生存の条件と

人類社会の未来一』の英語版。
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一曰誌一ＡＰＤＡ
７
月
ｎ
日
「
世
界
人
口
デ
ー
」
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
竹
本
将
規
・
研
究
員
、

木
村
亮
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
参
加
。

７
月
胆
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口
問
題
を
基
礎
と

し
た
農
業
・
農
村
開
発
調
査
ｌ
パ
キ
ス
タ
ン
国
ｌ
」
第
一
回
研

究
会
を
開
催
。
川
野
重
任
・
東
大
名
誉
教
授
、
平
島
成
望
・
明

治
学
院
大
教
授
、
ナ
ギ
ザ
デ
・
モ
ハ
マ
ド
・
明
治
学
院
大
教
授
、

福
井
清
一
・
神
戸
大
大
学
院
教
授
、
新
見
友
啓
・
農
水
省
国
際

部
国
際
協
力
課
、
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
楠
本

修
・
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
・
研
究
員
が

７

１月
２０１８

日日

７

１月
２７２０

日日

７
月
卯
日

～

８
月
４
日

出
席
。

Ｊ
Ｔ
Ｆ
事
業
「
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
お
け
る
高
齢
化
人
口
に
関
す

る
教
育
セ
ミ
ナ
ー
』
を
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
「
シ
ェ

ラ
ト
ン
・
ス
パ
ン
・
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
」
で
開
催
（
十
九
日
）
。

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
た
め
竹
本
将
規
・
研
究
員
を
マ
レ
ー
シ
ア
国

へ
派
遣
。

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
人
口
と
開
発

に
関
す
る
国
内
委
員
会
支
援
の
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
に
木
村
亮
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
参
加
。

農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
口
問
題
を
基
礎
と

し
た
農
業
・
農
村
開
発
調
査
ｌ
パ
キ
ス
タ
ン
国
ｌ
」
を
実
施
。

団
長
亜
ナ
ギ
ザ
デ
・
モ
ハ
マ
ド
明
治
学
院
教
授
、
福
井
清
一
・

神
戸
大
学
大
学
院
教
授
、
楠
本
修
・
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研

究
員
、
竹
本
将
規
・
研
究
員
を
パ
キ
ス
タ
ン
国
へ
派
遣
。

７
月
銅
日

７
月
溺
日
愛
媛
・
松
山
市
の
「
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
」
で
、
人
口
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
婦
人
を
主
体
に
二
百
人
が
出
席
。
質
疑
も
活
発

に
。
講
師
は
、
日
本
大
学
人
口
問
題
研
究
所
次
長
の
小
川
直
宏

教
授
。
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
石
橋
武
之
・
事

務
局
次
長
が
出
席
。

７
月
妬
日
新
幹
線
・
新
横
浜
駅
前
の
「
新
横
浜
フ
ジ
ピ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」
で

人
口
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
六
十
人
の
主
婦
が
参
加
。
鈴
木
恒
夫

衆
議
院
議
員
も
同
席
し
、
都
市
部
の
高
齢
化
問
題
に
関
心
が
集

ま
る
。
講
師
は
、
日
本
大
学
人
口
問
題
研
究
所
次
長
の
小
川
直

宏
教
授
。
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
石
橋
武
之
・

事
務
局
次
長
が
出
席
。

７
月
”
日

８７

１１３
日日

千
葉
・
柏
市
の
「
ア
ミ
ュ
ズ
」
で
、
人
口
問
題
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

を
開
く
。
講
師
は
、
日
本
大
学
人
口
問
題
研
究
所
次
長
の
小
川

直
宏
教
授
。
今
回
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
少
子
・
高
齢
化
「
ど
う

な
る
貴
方
の
老
後
ｌ
」
。
石
橋
武
之
・
事
務
局
次
長
が
出
席
。

長
野
市
の
「
長
野
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
館
」
で
、
人
口
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。
男
女
二
十
人
ず
つ
が
参
加
し
、
地
元
選
出
の
若
林
正

俊
・
参
議
院
議
員
が
挨
拶
。
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
・
事
務
局

長
、
石
橋
武
之
・
事
務
局
次
長
が
出
席
。

イ
ン
ド
国
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
南
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」
に
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
楠
本
修
事

務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
が
参
加
。

6２



９
月
３
日
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
策
担
当
者
に
よ
る
南
々
協
力
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

～
５
日
ム
「
貧
困
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
」
へ
広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
。

８
月
加
日
楠
本
修
・
事
務
局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
、
竹
本
将
規
・
研
究

員
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
訪
問
。
ウ
・
ゾ
ウ
・
ウ
ィ
ン
公
使
・

参
事
官
、
ミ
ョ
ウ
・
タ
ン
ト
・
ペ
一
等
書
記
官
と
調
査
事
業
実

施
に
つ
い
て
事
前
協
議
。

８

１．月
１７９

日日
８
月
８
日
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
に
よ
る
Ｊ
Ｔ
Ｆ
事
業
「
南
部
ア
フ

リ
カ
派
遣
」
の
結
団
式
を
参
議
院
議
員
会
館
で
開
催
。
広
瀬
次

雄
・
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
楠
本
修
・
事
務
局
長
補
佐
・
主

任
研
究
員
、
木
村
亮
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
イ
サ
ー
、

竹
本
将
規
・
研
究
員
が
参
加
。

８
月
２
日
イ
ン
ド
国
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
一
回
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
運
営
委
員
会
に
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
、
広
瀬
次

雄
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
楠
本
修
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務

局
長
補
佐
・
主
任
研
究
員
が
参
加
。

「
南
部
ア
フ
リ
カ
派
遣
事
業
」
（
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
／

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会
主
催
）
を
実
施
。
ザ
ン
ビ

ア
国
、
南
ア
フ
リ
カ
国
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
問
題
と
安
全
な

水
供
給
施
設
の
現
状
を
視
察
。
参
加
者
堺
長
浜
博
行
・
衆
議
院

議
員
（
民
主
党
）
、
黒
岩
宇
洋
・
参
議
院
議
員
（
無
所
属
）
、
吉

田
啓
志
・
毎
日
新
聞
政
治
部
記
者
、
事
務
局
『
木
村
亮
子
・
国

際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
、
竹
本
将
規
・
研
究
員
、
通
訳

》
宮
本
貞
雄
。

９
月
泌
日
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
東
京
事
務
所
開
所
一
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア

フ
リ
カ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
～
『
共
動
』
へ
の
第
一
歩
」
に

広
瀬
次
雄
・
常
務
理
事
・
事
務
局
長
、
竹
本
将
規
・
研
究
員
が

参
加
。

９
月
ｎ
日
南
部
ア
フ
リ
カ
派
遣
の
検
討
会
を
開
催
。
長
浜
博
行
・
衆
議
院

議
員
（
民
主
党
）
黒
岩
宇
洋
・
参
議
院
議
員
（
無
所
属
）
、
木
村

亮
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
、
竹
本
将
規
・
研
究

員
が
参
加
。
提
言
内
容
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

事
務
局
長
、
木
村
亮
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
イ
サ
ー
が

参
加
。
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◇
足
白
〕
⑭
厨
煙
冒
Ｃ
国
の
日
三
国
庁
凹
８
頁
一
。
ゴ
Ｓ
『
・
祠
の
【
の
Ｈ
甸
国
○
（
‐
向
〆
①
。
旨
の
Ｃ
旨
の
Ｑ
ｏ
Ｈ

〔
】
諄
臼
ワ
、
｝

エ
イ
ズ
は
解
決
策
が
あ
り
な
が
ら
、
｜
筋
縄
で
は
い
か
な
い
厄
介
な
問
題

だ
。

◇
こ
の
夏
、
日
本
や
ア
ジ
ア
の
国
々
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心
と
な
っ
て
、

〃
人
類
最
大
の
挑
戦
〃
と
い
わ
れ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
の
国
際
会
議

が
相
次
い
で
開
か
れ
た
。
国
会
議
員
、
お
役
人
、
専
門
家
、
民
間
人
が
参

加
し
て
〃
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
〃
の
知
恵
を
出
し
合
い
議
論
し
た
が
「
二
一

世
紀
の
人
々
の
生
存
，
尊
厳
を
守
る
た
め
に
一
致
団
結
し
て
立
向
か
う
機

会
に
し
よ
う
…
」
と
い
う
の
が
精
一
杯
の
締
め
く
く
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。

◇
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
地
球
上
で
蔓
延
し
、
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
エ
イ
ズ

は
、
毎
日
一
万
四
千
人
以
上
が
感
染
し
、
全
世
界
の
感
染
者
は
六
千
万
人

以
上
に
の
ぼ
る
。
既
に
二
千
万
人
以
上
が
死
亡
し
て
い
る
。

こ
の
〃
業
病
〃
は
人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
命
を
奪
い
、
家
庭
も
、
社
会

も
、
国
の
経
済
も
破
壊
し
、
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
。
テ
ロ
以
上
の
脅
威
だ
。

何
故
、
何
が
問
題
な
の
か
。
会
議
で
は
、
貧
困
を
な
く
せ
、
コ
ン
ド
ー
ム

を
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
宗
教
に
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
、
エ
イ
ズ

蔓
延
の
責
任
の
大
半
は
男
性
の
性
行
動
に
あ
る
、
等
々
の
議
論
が
百
出
し

た
。
ま
さ
に
問
題
は
山
積
み
だ
。
さ
て
、
解
決
策
が
出
つ
く
し
て
い
る
の

に
、
一
向
に
解
決
に
向
か
っ
て
前
進
し
な
い
の
は
、
政
治
が
完
全
な
リ
ー

霞
！
…
議
し
…
…
い
鰯
か
ｌ

（
｝
Ｉ
ｏ
ｕ
Ⅲ
）

表紙の写真説明

水を汲む

ザンビアの子供

アフリカ南部・ザンビアの子供

たちの仕事といえば､まず水汲み。

日本の無償資金によって、水の供

給設備が整いつつあるとはいうも

のの､安全な水の供給量は少なく、

洗濯など大部分の生活用水は古井

戸に頼っている。

現地の係官は、「この水を飲まな

いように、やかましくいっているんで

すが、なかなか徹底されません」と劣

悪な環境を嘆き、本当の教育プログラ

ムの勝負はこれからだという。

日本で昔から言う帆井戸端会議〃の

微笑ましい風景とは違い、子供は無心

の表情でも、ちょっぴり考えさせられ

る風景である。

人ロと開発･秋季号く通刊84号〉
2003年10月１日発行く季刊〉

･編集発行人広瀬次雄

●発行所

財団法人アジア人口・開発協会

〒160-0022

束京都新宿区1-5-1-3Ｆ

ＴＥＬ（０３）3358-2211（大代表）

ＦＡＸ（０３）3358-2233

●印刷所

文イヒ印MII株式会社
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鍵自然のままに。

だから、おーいお茶は無香料・無調味。

自然をちゃんと引き出すこと。

自然に余分な手を加えないこと。

それがお茶の葉との約束です。

これが、
無香料…お茶。

空容器の1M[乱防止・リサイグノレにご鰯力ください⑫
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JALフリーダイヤル

国際線のご予約･お問い合せ
ニッコーコクサイ

函０１２０－２５-５９３１

｣郷 国内線のご予約･お問い合せ
ニソコーコクナイ

函０１２０－２５－５９７１
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